
一
九
二

0
年
代
を
中
心
と
す
る
ア
メ
リ
カ
自
動
車
企
業
の
資
本
蓄
積
的

鈴

木

直

次

目

次

第
一
章
量
産
体
制
の
確
立
と
そ
の
普
及

一
量
産
体
制
の
確
立

ニ
量
産
体
制
の
普
及

第
二
章
一
九
ニ

0
年
代
前
半
の
自
動
車
企
業

（
以
上
、
『
専
修
経
済
学
論
集
』
第
一
八
巻
第
二
号
、
所
収
）

代
替
市
場
下
の
巨
大
企
業

代
替
市
場
下
の
中
堅
企
業

ハ
以
上
、
本
号
〉

第
三
章

第
四
章第

三
章

代
替
市
場
下
の
巨
大
企
業

二
0
年
代
央
に
自
動
車
産
業
は
全
般
的
な
好
況
を
享
受
し
て
い
た
が
、
し
か
し
他
方
で
す
で
に
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
市
場
の
成
熟

へ
の
傾
向
も
こ
の
時
期
に
は
顕
在
化
し
た
。
乗
用
車
の
新
規
購
入
の
低
下
お
よ
び
代
替
（
取
替
〉
購
入
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
ハ
E

｜

1
表
）
需
要
増
は
大
幅
に
鈍
化
し
、
ま
た
そ
の
内
容
も
ヨ
リ
快
適
な
中
級
事
へ
と
一
般
に
レ
ベ
ル
・
ア
ッ
プ
し
た
。
こ
の
た
め
ま
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海外 7苦窃むけ 国内市場むけ 合

合押さ邑怠 lii 111 針叙占 事r 処 代 嘗 針 (;'c;) 計

19 21 “， 246 63,619 129,865 ( 7. 7) I, 06!>, 771 482.829 I, S捻，500(92.3) I, 662,365 
1922 IOI, 007 130,899 231, 906 ( 8. 8】 I, 619,367 拘4,9562,414,3匁（91.2) 2,616.229 
19主3 』47,202 235.183 382. 385 ( 9. !) 2.920,922 877,143 3, 798, 065( 90. 8) 4,180.450 
1924 132.旬。 293.149 425, 729 C 11. 4) 2,160,676 I, 151,381 3, 312,057(88. 6】 3,737, 7SG 
1925 161,970 4ヨ8.687 5鈎，657(13. 3) 2,166,806 1,670,337 3,837, 143(86. 7) 4,427, eoo 
1926 おI,727 393,444 598,171 (13. 3】 2,083.260 1,824,230 3, 907, 490(86. 7) 4,505,651 
1927 179,054 469,468 648, 522 C 18. 1 > 821,644 2,110,214 2,931, 858(81. 9) 3,560, :;SJ 
1928 242,05,1 582,764 824,818(17.9》 1，お9,455 2,5)6,868 3. 776,323(皮．。 4,601. ！屯l
1929 2』2.625 73~ . 211 996,836 Cl i. 7) I. 792,978 2. ~1.901 4. 624 , 679(8~. 3) s. 621. 7l5 

自動車生産の市場別内訳m-1表

Atttomobile F;,cts & Figures, 1940, p. 7より作成。〔資料〕

〈千台・%）

soυ 以下 50-1～7fi0 "751～1000 llllH-lf~•O 』so』ー2山川 2001 n」： 合計

I 9 1 3 Ill ‘o. 6 

::119. 4 ‘ 461 罰
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4i.O 
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C 2. 7> 
I. 740. 骨
( ion.。、

JOO. 7 
1 9 2 2 J, 77-1.4 (7‘0】 522.7 (Zl.8】

( 4. 2) 
2.耳＞7.侭
t』目＂・町、

2,01予.7 660. 5 5.f6.0 462.2 103.1 相.2 3,81(). 7 
I 9 2 S 

【522) ( 17. )) (14. ll (12. 0) ( 2,6) (2.0) (100 0、

I, 633. 8 l, 1'19. 3 soo. 5 476. 7 型・1.9 93.6 3,948. R 
1 9 2 6 

(41. 4】 【:!9.1】 (12. 7】 ( 12.1) ( 2. 4) C 2.3> 【ICKJC』｝

1,039.2 。ごoil.0 446. 7 166. 9 107.4 6S.2 3. OR:』4
I 9 2 7 

(33. 7) (JI, I】 (11. 5) (15. 2) C 3.5} C 2.0) (100・旬、
1.r.•同店 l.立l!l.3 4r.2 S 4~6. t JOR.4 自7白2 1.0IZ 2 

I ll ~ R 
f ・I~ ：け t：刷4) c 11. r,> (ll 0 ( 2. 7) ( I. 7】 (JfWJ fl) 

2，印s.4 I, 317. I 387.8 317. 8 9伊.I 59 l 4 .• リ19 
1 9・29 

(53. 9) ('Z'I. Sl ( 8. ll C 7. 3) ( 2. 0) C I. 2】 (Jffl.O) 

卸売価格別生産台数m-2表

ず、

T
型
車
の
調
落
は
決
。nv 

定
的
と
な
り
、
同
時
に
全

1913-1922; Automotive Industries, Feb. 23, 1930, p. 274. 

1925-1929; Automobile Facts & Figttres, 1936, p.10.より作成ム

生
産
の
四
J
五
O
%を
占

め
る
最
低
価
格
車
の
生
産

台
数
は
二
七
年
ま
で
絶
対

的
に
低
下
し
た
反
面
、
そ

の一

J
ニ
ラ
ン
ク
上
の
低

価
格
中
級
車
の
生
産
は
ほ

ぼ
二

0
年
代
末
ま
で
増
加

を
続
け
た
（
E
｜

2
表）。

』
れ
ら
は
需
要
増
に
対
応

し
て
有
力
企
業
が
ク
ロ

l

ズ
ド
車
を
中
心
と
す
る
ヨ

リ
高
級
事
の
価
格
引
下
げ

や
新
車
の
投
入
を
通
じ
て

こ
の
ク
ラ
ス
の
生
産
を
拡

［資料〕

大
し
、
乗
用
車
購
入
を
T

型
車
か
ら
シ
ボ
レ

l

へ、



1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積伺

主要な乗用車の価格別分布I)m-1図
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〔資料〕 Automotive Industries, Feb. 18, 1926, pp, 274～6; Feb. 23, 1929, pp. 294～ 
5.より作成．
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さ
ら
に
は
エ
セ
ッ
ク
ス
・
ポ
ン
テ
ィ
ア
ク
の
ク
ラ
ス
へ
と
誘
導
し
え
た
結
果
で
あ
っ
た
ハ
E
1
1図
）
。
そ
れ
ゆ
え
ま
た
フ
ル
・
ラ
イ

92 

ン
を
擁
す
る

G
M
や
ク
ラ
イ
ス
ラ
l
は
フ
ォ
ー
ド
の
退
潮
を
尻
自
に
め
ざ
ま
し
い
成
長
を
と
げ
た
し
、
中
堅
各
社
も
か
な
り
の
シ
ェ

ア
を
維
持
し
え
た
。
以
上
に
と
も
な
っ
て
競
争
形
態
も
変
質
し
た
。
む
ろ
ん
価
格
は
シ
ェ
ア
拡
大
に
と
っ
て
少
な
か
ら
ぬ
意
義
を
も

ち
、
事
実
低
価
格
中
級
車
を
中
心
に
そ
の
低
下
も
続
い
て
い
た
が
、
も
は
や
フ
ォ
ー
ド
が
採
用
し
た
低
価
格
政
策
の
み
に
よ
っ
て
は

競
争
に
勝
残
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
か
わ
っ
て
モ
デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
を
通
ず
る
製
品
の
レ
ベ
ル
・
ア
ッ
プ
や
広
告
・
宣
伝
、

消
費
者
金
融
の
拡
大
な
ど
が
従
来
に
も
ま
し
て
そ
の
意
義
を
高
め
た
。
換
言
す
れ
ば
、
代
替
市
場
の
到
来
に
と
も
な
っ
て
中
級
事
メ

ー
カ
ー
の
競
争
戦
略
が
自
動
車
産
業
全
体
に
普
及
し
、
つ
い
に
二
七
年
以
降
に
は
フ
ォ
ー
ド
す
ら
不
徹
底
で
は
あ
っ
た
が
こ
れ
に
従

ハ
1）

う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
結
果
、
投
資
行
動
も
変
化
し
た
。
ニ

0
年
代
央
に
ク
ロ
ー
ズ
ド
車
が
乗
用
車
生
産
に
お
い
て
支
配
的
地
位
を
占
め
る
に
及

ん
で
、
こ
れ
ま
で
ボ
デ
ィ
を
外
注
に
依
存
し
て
き
た
多
く
の
自
動
車
企
業
は
そ
の
製
造
能
力
の
強
化
、
シ
ャ
シ
ー
と
の
規
格
統
一
の

た
め
多
か
れ
少
な
か
れ
ボ
デ
ィ
の
内
製
化
を
促
進
さ
れ
た
が
、
同
時
に
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ボ
デ
ィ
に
は
多
く
の
金
属
性
部
品
が
含
ま
れ

た
か
ら
、
加
工
や
組
立
の
た
め
従
来
よ
り
も
は
る
か
に
大
型
で
高
価
な
機
械
工
具
ー
ー
た
と
え
ば
大
型
の
油
圧
プ
レ
ス
や
電
気
溶
接

機
械
な
ど
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
う
え
モ
デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
の
普
及
に
よ
り
、

ジ
グ
・
型
・
工
具
な
ど
通
常
の

減
価
償
却
の
対
象
と
は
な
り
え
な
い
資
産
へ
の
投
資
も
増
加
し
た
。
か
く
て
二

0
年
代
後
半
に
自
動
車
産
業
の
設
備
投
資
は
そ
の
内

容
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
も
概
し
て
増
加
傾
向
を
た
ど
る
こ
と
に
な
っ
た
（
E
｜

3
表
〉
。
こ
れ
は
当
時
の
競
争
激
化
と
も
あ
い
ま
つ

で
各
企
業
に
か
な
り
の
財
務
負
担
を
課
し
、
利
潤
率
の
低
京
ー
を
促
す
ひ
と
つ
の
原
因
を
な
し
た
。
ま
た
麓
争
に
残
り
う
る
必
要
投
資

量
は
さ
ら
に
高
ま
り
、
弱
小
メ
ー
カ
ー
の
最
終
的
な
整
理
が
促
さ
れ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
量
産
や
フ
ル
・
ラ
イ
ン
を
擁
す
る
巨

（

2
V
 

大
企
業
の
優
位
を
徐
々
に
高
め
る
原
因
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。



1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積伺

設備投資と生産能力の推定ll-3表

投設備 （千台〉

Nourse 
M &M  

2,065 
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D
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E
n
u
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i
n
4
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4
9
u
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4
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『
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59 
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87 
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88 

111 

131 

113 

150 

I 

1919 
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21 
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23 
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25 
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1) 「設備投資I」は通常の減価償却の対象となる資本支出．「E」は工具，ジグ．型など資

本支出とはみなされるが．減価償却の対象とはならないもの．

2) f理論上の生産能力」とは達成しうる最大の生産量（ピータの月における生産台数Xl2)
「実際上の生産能力」とは，上から，生産の零節性等をさしひいた通常の操業条件のもと

で達成しうる般大の生産量．
〔資料〕 Chawner,L. J..“Capital Expenditure for Manufacturing Plant & Equipm-

ent 1915～1940ヘp.15.St<庁 ・eyof Current Busness, May, 1942. 
Nourse, G, America's Ca抑 ・eyto Produce, 1934. 
M & M, fil-2図と同じ．

以
上
の
製
品
革
新
と
競
争
戦
略
の
採
用
は

二
0
年
代
後
半
の
経
済
全
体
の
ゆ
る
や
か
な

拡
張
を
も
背
景
に
代
替
需
要
を
維
持
し
、
乗

用
車
生
産
を
高
水
準
に
安
定
さ
せ
る
主
た
る

原
因
を
な
し
た
。
も
っ
と
も
二
七
年
に
は
リ

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
到
来
と
と
も
に
生
産
は
大
幅

に
低
下
し
た
が
、
そ
れ
は
フ
ォ
ー
ド
の
生
産

転
換
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

む
し
ろ
他
の
企
業
は
生
産
台
数
や
利
潤
率
を

改
善
し
、

T
型
車
の
生
産
停
止
に
よ
っ
て
生

設じ
備た
拡市
張場
をの
実空
施隙
しハを
たる壊
。め

こる
八ベ
年く
に積
は極
A 的
型な

車
の
発
表
が
当
時
の
好
況
と
も
あ
い
ま
っ
て

大
量
の
乗
用
車
需
要
を
喚
起
し
た
も
の
の
フ

ォ
l
ド
自
身
は
増
産
の
遅
れ
に
よ
っ
て
こ
れ

を
み
た
し
え
ず
、
さ
ら
に
は
シ
ボ
レ

l
ら
有

カ
競
争
者
が
相
次
い
で
新
鋭
車
種
を
登
場
さ

せ
た
た
め
乗
用
車
市
場
の
拡
張
は
最
低
価
格

93 



設備稼動率の推移（四半期別）m-2図

｛%〉

a‘。

・0

I) 磁線は年平均を示す．
〔資料〕 Mercer, L. J., and W. D. Morgan, 

The American Automobile Industry; 
Investment Demand, Capacity and 
Capital Utilization, 1921～40 (Journal 
of Political Economy, Vol 80 No. 6. 
Nov.～D配 . 1972) p. 1226. 

車
を
中
心
に
二
九
年
前
半
ま
で
続
吋い

94 

a・2・1921 

た
。
同
年
第
I
・E
四
半
期
に
は
操
業

率
も
一

O
O
%
を
上
回
り
（
E
I
2

図）、

フ－
x
l
ド
を
は
じ
あ
他
の
有
力

中
級
事
企
業
も
増
産
と
設
備
拡
張
を
継

続
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
二
九

年
に
は
乗
用
車
生
産
は
史
上
最
高
の
ピ

ー
ク
へ
と
達
し
た
が
、
こ
れ
に
加
え
て

ほ
ぼ
こ
の
時
期
に
は
商
業
車
（
ト
ラ
ヅ

ク
）
生
産
も
急
増
し
、
ま
た
輸
出
も
め

ざ
ま
し
く
増
加
し
た
。

ま
ず
商
業
車
の
生
産
は
二

0
年
代
後
半
に
は
乗
用
車
よ
り
も
む
し
ろ
停
滞
的
に
推
移
し
て
い
た
（
前
掲
、

E
1
1表
）
が
、
こ
れ

は
主
と
し
て
同
年
代
失
の
著
し
く
ル
ー
ズ
な
信
用
販
売
が
大
量
の
債
務
不
履
行
へ
と
つ
な
が
っ
た
た
め
、
メ
ー
カ
ー
側
が
顧
客
の
信

用
調
査
お
よ
び
賦
払
条
件
を
厳
格
化
し
た
こ
と
な
ら
び
に
二
七
年
の
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
フ
ォ
ー
ド
の
生
産
転
換
に
由
来
し
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
だ
が
、
二

0
年
代
末
に
は
フ
ォ
ー
ド
も
フ
ル
生
産
を
再
開
し
、
ま
た
当
時
の
好
況
に
基
づ
く
輸
送
需
要
の
増
加
を
反
映

し
て
商
業
率
の
生
産
も
従
来
の
最
高
へ
と
急
増
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
貨
物
の
短
距
離
搬
送
で
は
鉄
道
を
も
上
回
る
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
生
産
増
を
主
導
し
た
の
は
従
来
と
ほ
ぼ
同
様
に
搬
送
能
力
二
ト
ン
以
下
の
小
型
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
っ
た
ハ
E
｜
4
表）。

そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
生
産
が
乗
用
車
を
中
心
に
発
展
し
、
商
業
車
も
ま
た
そ
の
シ
ャ
シ
l
｜
｜
あ
る
い
は
そ
れ
を
や
や
大
型

世間・



1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積伺

トラックの搬送能力別生産台数

1923 1925 1927 1929 

i, a、 Aロa、 1% 台 台

＊トン以下 。70,611 16.5 81, 567 14. 7 88,046 

1～1弘未満 288,896 67.7 391,165 70.2 319,637 64. 78, 786 9. 5 

11h～2未満 24,031 5.6 29,401 5. 3 29,107 5. 523, 691 63. 4 

2～2弘未満 14,998 3.5 12. 456 2. 2 27,313 5. 28, 416 3. 4 

21h～31h未満 12,516 3.0 16,691 3.0 16,584 3. 33, 530 4. 1 

31h～5未満 6,761 1.6 6. 191 1. 1 4,471 o. 8,643 1.0 

5 4. 611 1. 1 7. 99~i 1. 4 4. 128 o. 2. 384 0.3 
5トン以上， 4.081 1.0 11. 59 2.1 7. 734 1・I 9, 508 1. 2 
その他

，日t:,.. 計 I426. 505] 100. o！肌吋 1州飢叫 100.01 826, 8111100. 0 

く色． %) 
IlI-4表

化
し
た
程
度
の
｜
｜
に
特
殊
ボ
デ
ィ
を
取
付
け
た
も
の
と
し
て
開
発
さ
れ
て

き
た
事
情
に
由
来
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
商
業
車
生
産
の
八
割
以
上
は
乗
用
車
メ

ー
ヵ
ー
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
従
っ
て
小
型
ト
ラ
ッ
ク
が
全
生
産
の
中
で
圧

倒
的
な
地
位
を
誇
っ
た
。
他
方
、
大
型
一
の
特
殊
ト
ラ
ッ
ク
に
対
す
る
需
要
は

中
で
は
巧
E
g
と

主
と
し
て
専
業
の
商
業
事
メ
ー
カ
ー
に
委
ね
ら
れ
、

冨白
nw
が
二
大
「
イ
ン
デ
ベ
ン
デ
ン
ツ
」
を
な
し
た
が
、
彼
ら
の
シ
ェ
ア
は

全
体
の
一

O
Mに
も
み
た
な
か
っ
た
。
前
者
の
中
で
は
フ
ォ
ー
ド
、

G
M
の

二
大
企
業
が
乗
用
車
の
量
産
と
全
国
的
販
売
網
を
背
景
に
全
登
録
台
数
の
七

Auto., Facts & Figures, 1930. p. 9. 

O
%を
も
掌
中
に
お
さ
め
た
一
方
、
中
堅
企
業
の
シ
ェ
ア
は
著
し
く
小
さ

く
、
従
っ
て
乗
用
車
の
場
合
に
お
け
る
よ
り
も
巨
大
企
業
の
優
位
は
明
確
で

あ
っ
た
〈
以
上
、

Eー

5
表
〉
。
彼
ら
は
こ

0
年
代
末
の
需
要
増
大
を
背
景

に
乗
用
車
生
産
へ
の
投
資
と
並
行
し
て
商
業
車
生
産
能
力
を
強
化
し
、
こ
れ

に
よ
っ
て
従
来
は
多
種
小
量
生
産
の
た
め
量
産
体
制
の
確
立
が
遅
れ
て
い
た

こ
の
部
門
の
生
産
方
法
を
飛
躍
的
に
改
善
し
た
。
か
く
て
商
業
車
生
産
の
増

加
も
ま
た
自
動
車
産
業
に
お
け
る
巨
大
企
業
の
地
位
強
化
へ
と
つ
な
が
っ
た

の
で
あ
る
。

〔資料〕

二
0
年
代
末
の
乗
用
車
・
商
業
車
生
産
の
増
大
は
た
ん
に
園
内
市
場
の
拡

張
に
の
み
依
存
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
同
年
代
後
半
に
は
巨
大
企
業
を

95 



企業}JI］新規トラック登録台数及びシェア

1926 1927 1928 1929 

dロ" ぷロ晶、 4ロa、 % ~ % 

Dodge 48,805 12.6 42,332 12.9 36,570 10.7 28,559 5.4 

Ford 201,096 52.1 99,374 30.3 65,260 19.1 223,353 42.4 

Chevrolet 55,445 14.4 104,717 32.0 133,795 39.2 160,771 30.5 

G.M.C. 2,799 0.7 6,644 2.0 17,506 5.2 14,230 2.7 

GM計 58,241 15.1 111,361 34.0 151,301 44.4 175,001 33.2 

Ford•GM 計 1 259, 337 67.2 210,735 64.3 

3社合計 308, 1421＿竺オ 2引 311 74.21426, 913 81.0 
一一一一

International 26,159 ・7.7 31,412 6.0 

Reo 13,429 3. 5 16, 325 4. 8 13, 212 2.5 

Whippet 1, 892 o. 5 5, 924 1.1 

White 8,806 2.3 6,260 1. 8 6,087 1.1 

Mack 8,700 2.2 
6, ... ': ~ 6, 819 

1.3 
Brockway- 2,682 o. 7 3,645 1. 4, 523 0.9 Indiana 
Diamond T 1,746 0.5 2, 308 o. 3, 586 Q.7 

以上合計 357,591 92.6 297,899 90. 9 316,610 

総 計 138叩 1j100.ol 321, 7651100.ol 3札 123/100. ol肌吋 100.0

周一5表

〔資料〕 NationalR配 overyAdminiztro.tion, Preliminary R•port on StuのザReg-
uarization of Empl，り押ientand Improvement of Labor Conditions in the 
Automobile Industry, 1935. pp. 80～81. 

中
心
に
海
外
事
業
は
著
し
く
強
化
さ
れ

6nヨ

て
い
た
が
、
そ
の
結
果
こ
の
時
期
に
は

完
成
車
・
部
品
輸
出
、
現
地
組
立
は
急

増
し
た
。
な
か
で
も
商
業
草
生
産
で
は

二
九
年
前
半
の
輸
出
依
存
度
が
四

O
Z

たτ産を。v増上

以に回
上大る
二き．な
O くど
年貢海
代献外
後 I 市
半工場
に ー 了の
お円 拡
けーじ張
るあは
自つ生

動
車
産
業
の
蓄
積
過
程
を
ま
ず
巨
大
企

業
に
即
し
て
検
討
し
よ
う
。

注ハ
1
〉
以
上
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
①
一
五

七
J
八
、
二
ハ
七
J
入
頁
に
よ
る
。
な

お
、
岡
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伺
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。

ハ
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司
円
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∞
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ハ
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ロ
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E
・
o・－
a河内
no三
何
Mmvo三
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5
2
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ω
毛
色
－
曲
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，
z
n
r
喝
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g
n
z
oロ
ミ
与
ミ
。
吉
ミ
吉
町

iF丸
公
弘
之
内
♂
ハ
以
下
、
み
－
H
・
と

略
す
）
H
Z
ぞ

H
F
S
N
F
3
・3
l
a
に
よ
る
。

ハ
5
〉
同
吋
包
帥
何
？
の
・
目
、
回
口
色
。
・
司
・
0
0
ユo
p
h
s
h
H
N
S
h
O氏、

LFnp皇、
R
F
凶器
N

‘
の
『
曲
唱
・
品
・
に
当
時
の
商
業
車
・
生
産
に
つ
い
て
の
簡

潔
な
分
析
が
あ
る
。

ハ
6
〉
以
上
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
②
一
七
O
J九
三
頁
に
よ
る
。

1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積肘

フ
ォ
ー
ド
社
｜
l
A
型
車
へ
の
転
換
｜
｜

二
0
年
代
前
半
の
巨
大
な
投
資
を
通
じ
て
フ
ォ
ー
ド
は
T
型
車
と
い
う
単
一
車
種
の
生
産
に
特
化
し
た
比
類
の
な
い
生
産
力
体
系

を
完
成
さ
せ
た
。
だ
が
、
同
年
代
央
に
は
そ
の
車
種
自
身
の
歴
史
的
使
命
は
も
は
や
尽
き
て
い
た
。
二
五
年
の
好
況
期
に
は
全
乗
用

車
生
産
が
前
年
よ
り
六

O
万
台
増
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

T
型
車
の
生
産
増
は
わ
ず
か
一
万
台
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
優
美
な
流

線
型
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
車
の
登
場
は
黒
の
み
の
箱
型
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
時
代
遅
れ
に
し
た
し
、
ま
た
機
能
面
に
お
け
る
老
朽
化
｜
｜

た
と
え
ば
タ
イ
ヤ
の
着
脱
や
エ
ン
ジ
ン
の
冷
却
が
著
し
く
困
難
で
あ
っ
た
り
、
悪
天
候
の
時
に
は
利
用
し
に
く
い
な
ど
ー
ー
と
も
あ

い
ま
っ
て
、

T
型
車
は
取
替
需
要
の
対
象
と
し
て
は
魅
力
あ
る
も
の
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
ヨ
リ
魅
力
あ
る
デ
ザ
イ
ン
の
中
級
車
価

格
の
低
下
や
賦
払
購
入
・
下
取
り
制
度
の
普
及
さ
ら
に
は
中
古
車
市
場
の
拡
張
も
こ
れ
を
促
進
し
た
。
そ
の
う
え
二

0
年
代
央
以
降

の
自
動
車
市
場
の
地
域
的
変
化
も
T
型
車
の
シ
ェ
ア
低
下
に
つ
な
が
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
自
動
車
の
本
格

的
な
普
及
が
は
じ
ま
っ
た
の
は
中
西
部
か
ら
大
平
原
の
各
州
を
中
心
と
す
る
農
村
地
帯
で
あ
っ
た
。
自
動
車
は
こ
れ
ら
地
域
の
地
理

的
、
経
済
的
特
質
に
由
来
す
る
輸
送
手
段
需
要
に
最
も
適
合
し
、
ま
も
な
く
馬
車
に
か
わ
っ
て
そ
の
首
座
を
占
め
る
に
至
る
。
と
り

わ
け
頑
丈
で
実
用
本
位
の
低
価
格
車
T
型
車
は
農
村
需
要
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
へ
ン
リ
l
・フ

2
1
ド
の
設
計
思
想

97 



農村における自動車の登録台数

設 村 登 録 Aロa、 数

全自動車 全体に 全車数乗登用
全トラ
ッタ登数

登録台数 合計 占める 乗 用 車 めにる録割占 トラック
録に台割占め

割合 A日． る合

1919 7,565 2,286 (30. 2) 2,147 (31. 7) 139 (17. 5) 

22 12,240 3,413 (27.9) 3,147 (29. 1) 266 (19.3) 

23 15,092 3,575 (23. 7) 3,290 (24. 4) 285 (17. 7) 

24 17,595 3,821 (21. 7) 3,453 (22. 3) 368 (17.2) 

25 19,954 4,332 (21. 7) 3,854 (22. O) 479 (19. 6) 

26 22,001 4,528 (20. 6) 4,029 (20. 9) 500 (18.1) 

27 23,133 5,007 (21. 6) 4,408 (21. 8) 599 (20. 6) 

28 24,493 5,427 (22. 2) 4,730 (22. 1) 697 (22. 4) 

29 26,501 5,678 (21. 4) 4,910 (21. 2) 767 (22. 7) 

〈台.%) 
ill-6表

の
ね
ら
い
で
も
あ
っ
た
。
大
戦
前
に
大
平
原
各
州
に
お
け
る
自
動
車
普

98 

ま
た
農
村
地
帯
の
登
録
台
数
は
一

九
年
に
も
全
米
の
約
三

O
%を
占
め
て
い
辺
。
が
、
ニ

0
年
代
に
は
ま

及
率
は
北
東
部
地
域
を
も
上
回
り
、

ず
世
界
農
業
恐
慌
の
一
環
と
し
て
ア
メ
リ
カ
農
業
｜
｜
と
く
に
穀
物
を

中
心
と
す
る
中
西
部
各
州
は
不
況
に
悩
み
、
す
で
に
自
動
車
普
及
率
が

Auto., Facts & figures, 1930. pp.15～16より作成．

高
水
準
に
あ
っ
た
こ
と
と
も
あ
い
ま
っ
て
そ
の
登
録
台
数
の
増
加
は
著

し
く
鈍
化
I
旬
。
か
わ
っ
て
自
動
車
市
場
は
工
業
化
と
都
市
化
さ
ら
に

は
ハ
イ
ウ
ェ
イ
網
の
整
備
を
通
じ
て
大
都
市
と
そ
の
周
辺
で
急
速
に
拡

張
し
た
か
ら
、
農
村
登
録
台
数
の
全
体
に
占
め
る
割
合
は
と
く
に
ニ

O

年
代
央
に
か
け
て
急
速
に
低
下
し
た
の
で
あ
る
（

E
l
6表
）
。
こ
れ
は

農
村
需
要
を
念
頭
に
設
計
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
後
も
そ
れ
に
闇
執
し
た

T
型
車
に
と
っ
て
は
決
定
的
な
打
撃
を
及
ぼ
し
た
。
む
ろ
ん
フ
ォ
ー
ド

も
こ
れ
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ー
・
チ
ェ
ン
ジ
を
実
施
し
、
さ
ら
に
は
価
格

を
い
っ
そ
う
引
下
げ
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
シ
ェ
ア
挽
回
策
は
ご
く
一

時
的
な
販
売
増
を
も
た
ら
し
た
に
と
ど
ま
り
、
む
し
ろ
フ
ォ
ー
ド
社
の

生
産
体
制
の
特
質
や
巨
大
な
設
備
投
資
の
敢
行
と
も
あ
い
ま
っ
て
財
務

負
担
の
大
幅
な
上
昇
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

フ
ォ
ー
ド
は
一
台
あ
た
り
の
利
益
を
低

〔資料〕

T
型
車
の
量
産
開
始
以
来
、



め
に
抑
え
薄
利
多
売
を
通
じ
て
巨
額
の
利
潤
を
獲
得
す
る
低
価
格
政
策
を
採
用
し
て
き
た
。
だ
が
こ

0
年
代
央
に
は
こ
の
低
価
格
政

策
に
も
ほ
ぼ
限
界
が
み
え
は
じ
め
た
。
ま
ず
第
一
に
巨
大
な
設
備
拡
張
に
よ
っ
て
固
定
経
費
が
大
幅
に
増
加
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
の

指
標
と
し
て
売
上
高
に
対
す
る
純
設
備
価
額
の
割
合
（
建
物
・
機
械
へ
の
純
投
資
額
／
純
売
上
高
）
を
と
れ
ば
、
二
一
年
の
九
セ
ン

ト
か
ら
二
五
年
に
は
一
三
セ
ン
ト
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
生
産
量
が
さ
ら
に
増
大
し
な
い
限
り
、

コ
ス
ト
上
昇
は
必
至

1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積伺

で
あ
っ
た
。
第
二
に
そ
の
生
産
効
率
も
他
の
企
業
に
比
較
し
て
か
つ
て
ほ
ど
隔
絶
し
た
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
。
他
の
有
力
企
業
が

相
次
い
で
新
鋭
工
場
を
建
設
し
た
こ
と
が
そ
の
原
因
の
一
端
に
あ
っ
た
が
、
ま
た
フ
ォ
ー
ド
の
生
産
力
構
成
の
特
質
に
よ
る
と
こ
ろ

も
大
き
か
っ
た
。
二
五
年
秋
の
マ
イ
ナ
ー
・
チ
ェ
ン
ジ
の
み
に
八

O
O万
ド
ル
を
要
し
た
よ
う
に
、
巨
大
な
垂
直
統
合
体
で
あ
る
が

ゆ
え
に
生
産
の
柔
軟
性
は
損
わ
れ
、
そ
の
製
品
に
お
け
る
わ
ず
か
な
変
更
す
ら
部
品
等
の
生
産
工
程
に
ま
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
生
産
費
の
大
幅
な
上
昇
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
う
え
、

フ
ォ
ー
ド
自
身
の
鉄
鋼
な
ど
基
礎
資
材
の
生
産
コ
ス
ト
が
安
定
成
長
と

価
格
の
全
般
的
な
低
下
傾
向
と
い
う
こ

0
年
代
の
環
境
の
も
と
で
は
専
業
メ
ー
カ
ー
に
比
べ
ど
の
程
度
の
優
位
を
保
ち
え
た
か
は
疑

か
く
て
二

0
年
代
前
半
に
お
け
る
数
次
の
価
格
引
下
げ
と
と
も
に
フ
ォ
ー
ド
社
の
利
潤
率
は
大
幅
に
低
下
し
、
そ
の
純
益

ハ
刊
〉

の
大
部
分
は
T
型
車
よ
り
も
代
替
部
品
の
販
売
に
依
存
す
る
に
至
っ
た
。
フ
家

l
ド
社
の
売
上
高
利
益
率
、
自
己
資
本
利
益
率
は
い

わ
し
い
。

二
六
年
に
は
そ
の
こ
J
五
分
の
一
へ
と
低
下
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る

（
前
掲
、

Eー

5
表
）
。
こ
の
た
め
へ
ン
リ
l
・
フ
ォ
ー
ド
も
つ
い
に
二
七
年
五
月
末
に
は
T
型
車
の
生
産
を
停
止
し
、

A
型
車
へ
と

ず
れ
も
二
二
年
を
ほ
ぼ
ピ
l
ク
に
大
幅
に
低
下
し
、

転
換
す
る
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
完
成
後
間
も
な
い
ル
ー
ジ
ュ
工
場
に
も
大
量
の
転
換
投
資
が
実
施
さ
れ
た
が
、
こ
の
過
程
に
つ
い

ハ
U
〉

て
は
す
で
に
旧
稿
で
論
じ
た
か
ら
以
下
そ
の
要
点
の
み
を
論
ず
る
に
と
ど
め
る
。

T
型
車
か
ら
A
型
車
へ
の
転
換
規
模
は
第
二
次
大
戦
期
の
軍
需
動
員
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
と
い
わ
れ
、

ル
ー
ジ
ュ
工
場
の
み
な
ら
ず

99 

三
四
の
圏
内
・
カ
ナ
ダ
の
工
場
、

一
二
の
海
外
工
場
さ
ら
に
は
フ
ォ
ー
ド
社
に
部
品
を
納
入
す
る
多
数
の
供
給
業
者
に
至
る
ま
で
生



産
設
備
の
ほ
ぼ
全
面
的
な
改
修
が
要
せ
ら
れ
た
。

A
型
車
に
は
T
型
車
を
数
百
も
上
回
る
五
五

O
O余
の
部
品
が
採
用
さ
れ
た
が
、

そ
れ
ら
の
多
く
は
新
た
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
生
産
に
は
全
く
新
し
い
機
械
工
具
を
要
し
、

工
場
配
置
も
根
本
的
に
改
編
さ
れ
ね
ば
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な
ら
な
か
っ
た
。
こ
と
に
A
型
車
は
T
型
車
と
は
異
な
っ
て
も
と
も
と
ク
ロ
ー
ズ
ド
車
と
し
て
設
計
さ
れ
た
た
め
全
金
属
性
の
部
品

を
大
量
に
使
用
し
、
従
っ
て
そ
の
鍛
造
、

ス
タ
ン
ピ
ン
グ
、
溶
接
は
従
来
よ
り
も
は
る
か
に
強
化
さ
れ
る
必
要
が
生
じ
た
。
事
実
、

電
気
溶
接
が
広
汎
に
使
用
さ
れ
、
こ
れ
が
部
品
の
強
化
お
よ
び
軽
量
化
、
作
業
速
度
の
上
昇
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
い
う
。
こ
の
ほ

か
五
J
六
O
O万
ド
ル
の
投
資
に
よ
っ
て
巨
大
な
プ
レ
ス
設
備
が
備
え
ら
れ
、
ま
た
発
電
能
力
も
従
来
の
二
倍
（
二
五
万
馬
力
）
へ

と
増
加
し
た
。
か
く
て
フ
ォ
ー
ド
社
は
二
七
年
五
月
の
工
場
閉
鎖
時
に
ほ
ぼ
四
万
五
千
、
四
五

O
O万
ド
ル
相
当
の
機
械
設
備
を
有

し
う
ち
三
万
二
千
は
生
産
に
充
当
さ
れ
て
い
た
が
、

A
型
車
へ
の
転
換
の
た
め
に
は
そ
の
約
四
分
の
一
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
化
さ
れ
二
分

の
－
が
改
修
を
施
さ
れ
た
。
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
新
型
車
の
生
産
に
用
い
ら
れ
た
の
は
全
体
の
約
四
分
の
一
に
す
ぎ
ず
、
新
た
に

四
五

O
Oの
機
械
工
具
が
購
入
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
加
え
て
大
量
の
部
品
を
生
産
能
力
の
不
足
な
ど
の
た
め
外
注
に
依
存
し

た
か
ら
フ
才

l
y社
の
垂
直
統
合
の
度
合
は
二
七
J
八
年
に
は
顕
著
に
低
下
し
た
。
以
上
の
生
産
転
換
コ
ス
ト
は
当
初
一
五

O
O万

ド
ル
程
度
と
推
定
さ
れ
て
い
た
が
実
際
に
は
八
千
万
ド
ル
〈
新
機
械
の
購
入
に
六
千
万
ド
ル
、

工
場
の
オ
ー
バ
ー
・
ホ
l
ル
に
一
八

0
0万
ド
ル
〉
を
も
要
し
、
二
七
年
五
月
以
降
の
操
業
停
止
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
利
益
を
含
め
る
と
転
換
費
用
は
総
額
で
実
に
二
億

五
千
万
ド
ル
に
も
の
ぼ
っ
た
。

T
型
車
よ
り
も
性
能
と
ス
タ
イ
ル
に
秀
れ
、
し
か
も
価
格
は
そ
れ
と
ほ
ぼ
向
程
度
で
あ
っ
た
た
め
、

A
型
車
は
二
八
年
初
頭
の
発

売
と
と
も
に
爆
発
的
な
人
気
を
博
し
た
。
だ
が
、
転
換
規
模
が
著
し
く
巨
大
で
あ
っ
た
う
え
こ
れ
を
管
理
す
べ
き
フ
ォ
ー
ド
社
の
経

営
組
織
の
脆
弱
さ
ゆ
え
に
そ
の
増
産
は
著
し
く
遅
滞
し
、
同
年
秋
に
よ
う
や
く
フ
ル
生
産
に
達
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
も
年
初
の
受
注
す
ら
み
た
し
え
ず
、
し
か
も
二
九
年
に
は
さ
ら
に
需
要
は
増
大
し
た
か
ら
A
型
車
の
フ
ル
生
産
は
年
央
ま
で
継
続



し
た
。
六
月
二
六
日
に
は
T
型
車
時
代
の
最
高
日
産
記
録
を
五

O
O台
上
回
る
九
一

O
O台
の
生
産
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
ト
ラ
ッ

ク
の
売
上
台
数
も
二
九
年
に
は
急
措
し
た
（
E
｜

7
表
）
。
か
く
て
フ
ォ
ー
ド
社
は
二
七
年
以
降
の
巨
大
な
投
資
に
よ
っ
て
生
産
能

力
を
い
っ
そ
う
高
め
た
の
で
あ
る
。
反
面
、
こ
の
時
期
の
設
備
投
資
は
多
量
の
既
存
設
備
の
廃
棄
を
前
提
と
し
て
い
た
か
ら
、
粗
設

備
価
額
に
は
め
ざ
ま
し
い
増
加
は
生
じ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
二
九
年
に
は
過
大
な
償
却
費
が
計
上
さ
れ
た
た
め
純
固
定
資
産
価
額
は

低
下
す
ら
示
し
た
。
ま
た
以
上
の
転
換
費
用
は
す
べ
て
内
部
資
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
。
操
業
停
止
と
A
型
車
生
産
の
初
期
に

フ
ォ
ー
ド
社
は
二
七
J
二
八
年
に
は
一
億
一
千
万
ド
ル
近
い
赤
字
を
計
上
し
た
が
、
そ
れ
も
ほ
ぼ
九
千

お
け
る
高
コ
ス
ト
の
た
め
、

1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積的

万
ド
ル
の
剰
余
金
取
崩
し
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
。

T
型
車
に
よ
る
巨
大
な
利
潤
蓄
積
が
フ
ォ
ー
ド
社
の
大
規
模
な
合
理
化
投
資

を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
二
九
年
に
は
一
一
億
ド
ル
の
史
上
最
高
の
売
上
高
を
記
録
し
、
九
千
万
ド
ル
の
純
利
益

を
あ
げ
た
（
前
掲
、

Eー

5
表〉。

A
型
車
の
登
録
は
一
三

O
万
台
へ
と
達
し
（
後
掲
、

Eー

9
表
）
、
シ
ボ
レ
l
に
奪
わ
れ
た
ベ
ス

ト
・
セ
ラ
l
車
の
地
位
を
一
度
は
と
り
も
ど
し
え
た
。

フ
ォ
ー
ド
も
ま
た
よ
う
や
く
代
替
市
場
の
到
来
に
対
応
す
る
生
産
力
の
整
備

を
終
え
、
最
も
低
価
格
な
中
級
事
の
開
発
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
A
型
車
の
価
格
が
T
型
車
と
ま
で
は
ゆ
か
な
い
に
し
て
も

か
な
り
長
期
に
わ
た
る
大
量
の
販
売
を
前
提
に
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

一
車
種
に
特
化
し
そ
の
量
産
と
価
格
引
下
げ
を
通
じ
て
総
利
潤
を
増
加
さ
せ
る
戦
略
を
採
用
し
て
い
た
。
ア
ニ
ュ
ア
ル
・
モ
デ
ル
・

fil-7表フ才一ド

のトラック売上台

数

フォードは依然として単

〈台〉

1920 43,934 

21 67,796 

22 127,322 

23 193,234 

24 172,221 

25 268,411 

26 186,082 

27 61. 100 

28 110,342 

29 355,453 

チ
ェ
ン
ジ
の
採
用
に
は
な
お
至
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て

巨
大
な
垂
直
統
合
的
生
産
力
の
存
在
と
そ
れ
に
照
応
す
る
フ
ォ
ー
ド

社
経
営
の
集
権
的
、
硬
直
的
性
格
か
ら
柔
軟
な
生
産
の
組
織
化
が
な

お
不
可
能
で
あ
っ
た
富
市
実
に
基
づ
い
て
い
た
。
こ
れ
ら
が
大
恐
慌
期

〔資料〕 Nevins II, 

p. 685. 
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に
お
け
る
同
社
の
困
難
を
加
重
し
、

G
M
に
決
定
的
な
差
を
つ
け
ら



れ
る
原
因
を
な
し
た
の
で
あ
る
。

102 

注ハ
7
）

Z
2
5酬回目・

3
・3
N
J
8
0・
台町、
t
合
唱
な
ど
に
よ
る
。
な
お
T
型
車
の
売
上
不
振
に
つ
い
て
は
、
そ
の
原
因
を
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
責
任

に
帰
し
た
強
引
な
販
売
策
と
そ
れ
に
対
す
る
彼
ら
の
離
反
も
み
の
が
し
え
な
い
。

（
8
）
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
自
動
車
の
普
及
過
程
に
つ
い
て
は
、
宇
野
弘
蔵
監
修
『
講
座
・
帝
国
主
義
の
研
究
三
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
』
一

九
九
J
ニ
O
一
一
良
ハ
森
呆
氏
稿
、
青
木
書
店
、
一
九
七
三
年
〉
の
整
理
を
多
照
。
ま
た
、
一
九
一
一
一
一
年
に
お
け
る
大
平
原
各
州
（
カ
ン
ザ
ス
、

ネ
．
ア
ラ
ス
カ
、
ア
イ
オ
ア
、
ミ
ネ
ソ
タ
、
両
ダ
コ
タ
〉
の
自
動
車
普
及
率
は
三
九
人
に
一
台
の
割
合
に
達
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
中
北

部
五
州
（
イ
リ
ノ
イ
、
オ
ハ
イ
オ
、
ゥ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
、
ミ
ネ
ソ
タ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
V

で
は
五
八
人
、
ニ
ュ

I
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域
は
五
四

人
に
そ
れ
ぞ
れ
一
台
の
割
合
で
あ
っ
た
（
Z
2
F
S
F
唱唱・

ι
2
1
3。

（
9
〉
当
時
の
農
業
不
況
に
つ
い
て
は
、
馬
場
宏
二
『
ア
メ
リ
カ
農
業
問
題
の
発
生
』
東
大
出
版
会
、
一
九
六
七
年
を
参
照
。

ハ
刊
）
切
白
『
ι
o
F
毛・

1
T
Z・8
J
m
に
こ
の
聞
の
事
情
の
簡
潔
な
要
約
が
あ
る
。

ハ
U
）

T
型
常
早
か
ら
A
型
車
へ
の
転
換
過
程
お
よ
び
後
者
の
増
産
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
拙
稿
①
一
六

O
J七
頁
に
よ
る
。

ハ
ロ
〉
転
換
の
実
態
に
つ
い
て
は
右
の
ほ
か
司
2
3
F
司－

r・
4
0
a
g
o唱
の

Z
コ
同
市
何
回
戸

5
a
a
呉
輔

Nm・
0
8・
8
0
3
（旬、

g
k曲
、
．
〉
司
・

5
・
5
留
、
宅
－

HO∞0
1
2・
2
2
F
S
H－‘唱司・
8
H
J
m
N・白
色
m
m
tミ・

ハ日〉

k
p
h
－
E
一『

Hω
・
5
N
P
唱・

3
・
そ
れ
ゆ
え
生
産
能
力
が
橋
大
し
た
こ
と
は
事
実
と
し
て
も
、
そ
れ
は
過
大
評
価
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

小
松
聴
氏
が
ニ

0
年
代
末
の
フ
才
l
ド
の
生
産
能
力
の
増
加
を
示
す
た
め
こ
れ
と
旧
ハ
イ
ラ
ン
ド
・
パ

l
p
工
場
の
生
産
能
力
と
を
比
較
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
こ
の
点
で
や
や
誤
ま
っ
た
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
同
氏
『
ア
メ
リ
カ
経
済
論
』
五
六
頁
、
一
九
七
二
年
、

ミ
ネ
ル
ヴ
ア
脅
房
〉
。G

M
社

ニ0
年
代
後
半
の

G
M
は、

ま
ず
一
方
で
全
製
品
ラ
イ
ン
の
最
低
価
格
車
で
あ
る
シ
ボ
レ
ー
を

T
型
車
に
匹
敵
し
う
る
量
産
車
へ



と
成
長
さ
せ
る
べ
く
全
力
を
傾
け
る
と
同
時
に
そ
れ
よ
り
一
ラ
ン
ク
上
の
中
級
車
と
し
て
ポ
ン
テ
ィ
ア
ク
を
投
入
し
、
さ
ら
に
オ
l

ル
ズ
、
ビ
ュ
イ
ツ
夕
、
ラ
・
サ
l
ル
、
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
な
ど
に
至
る
高
価
格
率
を
一
新
し
て
い
わ
ゆ
る
フ
ル
・
ラ
イ
ン
を
完
成
さ
せ
、

顧
客
を
順
次
ヨ
リ
高
級
な
車
種
へ
と
誘
導
し
て
ゆ
く
戦
略
を
採
用
し
た
（

E
｜
8
表〉。

す
で
に
生
産
能
力
の
限
界
に

達
し
て
い
た
こ
と
と
も
あ
い
ま
っ
て
二
六
年
に
一
億
六
千
万
ド
ル
に
及
ぶ
設
備
投
資
が
決
定
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
二

0
年
代
後
半
に

こ
の
た
め
、

G
M
は
積
極
的
な
設
備
拡
張
策
を
実
施
し
、
同
年
代
末
ま
で
に
は
フ
ル
・
ラ
イ
ン
を
支
え
る
生
産
力
的
基
盤
を
ほ
ぼ
確
立
す
る
に
至

a 

シ
ボ
レ

l

っ
た
。
以
下
こ
の
過
程
を
シ
ボ
レ
l
お
よ
び
基
礎
資
材
部
門
を
中
心
に
検
討
し
よ
う
。

1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積伺

二

0
年
代
失
に

G
M
全
売
上
台
数
の
過
半
を
占
め
た
シ
ボ
レ
ー
は
そ
の
後
も
順
調
に
シ
Z

ア
を
拡
大
し
た
（

E

GMのフル・ライン

｜附年モテソレ I1蜘年モデル

Chevrolet 525～ 775 495～ 675 

Pontiac 825 745～ 875 

Oldsmobile 875～1115 895～1060 

Marquette 990～1060 

Oakland 975～1295 1025～1195 

Buick 1125～1995 1260～2070 

ViKing 1695 

LaSalle 2385～3995 

Cadillac VS 2995～4485 3295～5145 

Cadillac V16 5350～9700 

〈ドル〉
m-s表

チャソドラー『競争の戦略』 242～3頁， GM,
Annual Report, 1929. 

〔資料〕

1
9表
〕
。
二
七
J
二
八
年
に
は

T
型
車
の
生
産
停
止
と
A
型
車
転
換
の
遅

れ
か
ら
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
草
へ
と
成
長
し
た
が
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
そ

デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
を
通
ず
る
製
品
の
レ
ベ
ル
・
ア

ッ
プ
｜
｜
た
と
え
ば
二
八

年
型
車
に
は
四
輪
ブ
レ
ー
キ
を
採
用
し
、
二
九
年
型
車
か
ら
は
大
気
筒
エ
ン

ジ
ン
へ
と
転
換
す
る
な
ど
ー
ー
に
あ
り
、
価
格
も
ま
た
二
五

t
二
九
年
型
車

の
聞
に
ク
ロ
ー
ズ
ド
車
の
最
低
価
格
が
六
四
五
ド
ル
か
ら
五
九
五
ド
ル
へ
と

引
下
げ
ら
れ
る
な
ど
全
体
に
低
下
傾
向
を
た
ど
っ
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
生

産
設
備
も
著
し
く
増
強
さ
れ
た
。
す
で
に
二
六
年
末
に
シ
ボ
レ

l
は
圏
内
四

個
所
に
部
品
製
造
工
場
（
う
ち
、
プ
リ
ン
ト
で
は
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
も
行
う
〉

お
よ
び
六
個
所
の
ア
セ
ン
ブ
リ
l
工
場
を
擁
し
、
前
者
で
は
モ
ー
タ
ー
、

ト

103 

ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
各
種
の
基
礎
資
材
・
部
品
を
生
産
し
て
い
た



主要低価格率の新規圏内登録台数およびシェア
〈千台．カ ッコ内は%〉

1929牢ll 
,I 9 2 5 I 9: 6 I 9 2τ I 9 2 8 ’9 2 9 

枯鼎o・’‘

I, 2SO.:? 482.。 I, 310 I 
t'ord A 05  

( ,I:!. 1 l ( lS. Ol 《IS.Ol (15. 4) ( 34. Ol 

3‘：. J .a .. 4 I…1 a,. 9 
780. I 

Cheuoltl S95 
( 11 Sl ( 15. I) (24, J‘（2-1. 5】 ( :o. 3) 

535 ・．． ・．． ”.5 
111,; pptl 

・．． ( 3, 8』 ( 6. 11 t・・3‘95 ・．．

・．． ・． ・．． .... u 
P tvn,oolh 675 

・．． ・． ・．． ( :. 2) 

．． ‘ ・．． ・．． 5~ 6 
De Solo 8-15 

・．． ・．． ・－－ ( 0. 5】 C I. Sl 

II~. ~ 191. l 
Euu  695 

( a‘也、 ( 4. ll ( 6. <l ( 5. T】 ( 5.。3

・．．
Po,, Ii ac・ 7・5

( I 6】【，.4】 ( 5 9) e・8)

875 3< l ‘乱』 48. 6 τ3 7 8也4 
0』d・mo』； le 

I. 105 ( I. :> ( I. 5》 ( 1. 9) ( ：・3 ( 2 3) 

・－－ ・．． 8・ 21. 7 ( 8. 0ヲJ• 
Er•kine 860 

・．． f。3) C u. 7 l ( o. :) 

I, 7‘5. 3 I. 8‘＆. 0 I. 478 6 •• 9‘5. 心 2. S ~o. I 
合計

( 5R. !) ( 57. 2》 ( So.・》 (62。》 ( 7・8》

fc. ~ 2. 9€ 7. 島 3. 22,. 7 2 62). 5 J. DS. 唱 3. 6<~ 9 

I) 1929年2月現在の4～5人のりクロード・タイプの最低価格。複数の
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班－9表

も
な
っ
て
以
上
の
ほ
ぼ
す

べ
て
の
工
場
で
生
産
能
力

の
拡
張
が
は
か
ら
れ
た
。

ま
ず
二
六
年
央
に
ス
ロ
l

ン
は
八

O
O万
ド
ル
を
投

下
し
て
生
産
能
力
を
一

O

ボ
レ

1
は

。
富
叶
2
n
w

の
0
・
の
第
七
工
場
を
獲
得

し
て
ア
ク
ス
ル
類
の
生
産

能
力
を
高
め
る
と
と
も
に

ハ
ム
ト
ラ
ッ
ク
に
試
験
施

設
を
新
設
し
た
。
さ
ら
に
二
七
年
秋
J
二
八
年
春
に
は
か
つ
て

G
M
の
一
部
円
で
あ
っ
た

ω白色
5
4司

設
を
麓
得
し
、
四

O
O万
ド
ル
の
投
資
に
よ
っ
て
日
産
一
七

0
0ト
ン
の
製
鉄
所
を
新
設
し
、
ギ
ア
や
ク
ラ
ッ
チ
・
シ
ャ
フ
ト
、
鋳

ハ
げ
〉

鉄
な
ど
の
生
産
を
強
化
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
二
八
年
二
月
に
ト
レ
ド
の
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
工
場
が
七
五
万
ド
ル
の
投
資
に
よ
っ

同
M

同
O
色
ロ
白
神
曲
。
0
・

の
鋳
物
施



て
拡
張
さ
れ
、

シ
ボ
レ
l
お
よ
び
ポ
ン
テ
ィ
ア
ク
用
の
す
べ
て
の
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
供
給
す
る
に
至
っ
た
し
、
年
央
に
は
ベ

イ
・
シ
テ
ィ
の
部
品
工
場
も
二

O
O万
ド
ル
の
投
資
に
よ
っ
て
拡
張
さ
れ
、

〈

mv

強
化
さ
れ
た
。

キ
て
フ
レ

l
タ
l
、
燃
料
ポ
ン
プ
の
生
産
が
と
り
わ
け

部
品
生
産
の
拡
充
と
並
ん
で
二
八
年
に
は
二
つ
の
地
方
組
立
工
場
が
建
設
さ
れ
た
。
ま
ず
二
八
年
四
月
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト

ラ
ン
タ
に
「
南
部
で
は
最
初
の
、

日
産
二

O
O
O台
（
年
央
に
は
六

そ
し
て
全
米
第
八
番
目
の
」
ア
セ
ン
ブ
リ
l
工
場
が
完
成
し
、

1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積肘

0
0
0台
）
の
計
画
で
操
業
を
開
始
し
た
。

つ
い
で
翌
五
月
に
は
カ
ン
ザ
ス
州
カ
ン
ザ
ス
・
シ
テ
ィ
に
ア
セ
ン
ブ
リ
l
工
場
の
建
設

が
発
表
さ
れ
、
同
年
末
か
ら
二
九
年
初
頭
に
稼
動
を
は
じ
め
た
。

日
産
三
五

O
台
（
月
産
九
O
O
O台）、

総
工
費
ほ
ぼ
一
一
五

O
万

ド
ル
を
要
し
た
こ
の
工
場
は
両
ダ
コ
夕
、

ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
、

コ
ロ
ラ
ド
な
ど
中
西
部
各
州
ヘ
シ
ボ
レ

1
車
を
供
給
し
た
。
さ
ら
に
二

九
年
央
に
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
タ
リ
l
・
タ
ウ
ン
工
場
の
拡
張
に
も
着
手
し
た
。
当
初
の
計
画
で
は
こ
の
拡
張
に
は
三
J
五
O

O
万
ド
ル
の
支
出
を
要
し
、
三

O
年
初
頭
の
完
成
時
に
は
G
M
の
中
で
最
大
の
生
産
能
力
を
誇
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
大
恐
慌
の
到

来
に
よ
っ
て
そ
の
拡
張
は
著
し
く
縮
小
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
以
上
、
ニ

0
年
代
後
半
の
新
投
資
に
よ
っ
て
シ
ボ
レ
！
の
生
産
能
力
は

（
M
山
〉

一一
J
三
O
M増
加
し
、
二
九
年
初
頭
に
は
ほ
ぼ
一
二
五
万
台
（
年
〉
へ
と
達
し
た
。
こ
れ
ら
が
後
述
す
る
フ
イ
ッ
シ
ャ

l

・
ボ
デ
ィ

ら
の
拡
張
と
も
あ
い
ま
っ
て
こ
の
時
期
に
お
け
る
シ
ボ
レ
l
の
躍
進
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

b

そ
の
他
の
自
動
車
事
業
部
一
九
二
五
年
末
に
G
M
は
鉱
張
著
し
い
エ
セ
ッ
ク
ス
車
に
対
抗
し
て
、
さ
ら
に
は
価
格
低
下
し

た
シ
ボ
レ
！
と
オ
l
ル
ズ
モ
ー
ビ
ル
と
の
聞
の
フ
ル
・
ラ
イ
ン
上
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
ポ
ン
テ
ィ
ア
ク
句
。
ロ
己
目
を
発
表

し
た
。
ポ
ン
テ
ィ
ア
ク
は
シ
ボ
レ
ー
よ
り
強
力
な
六
気
筒
エ
ン
ジ
ン
を
擁
す
る
反
面
、
そ
れ
と
部
ロ
聞
を
共
通
化
し
て
コ
ス
ト
・
ダ
ウ

ン
を
は
か
っ
た
が
ハ
コ

l
チ
日
八
二
五
ド
ル
）
、
二
六
年
に
は
売
上
高
七
万
五

O
O
O台
と
め
ざ
ま
し
い
成
果
を
お
さ
め
た
。
こ
れ

105 

に
対
応
し
て
オ
ー
グ
ラ
ン
ド
部
門
の
フ
リ
ン
ト
に
は
巨
大
な
専
用
工
場
が
建
設
さ
れ
、
漸
次
拡
張
さ
れ
た
。
以
後
ポ
ン
テ
ィ
ア
ク
は



価
格
を
引
下
げ
、
ま
た
モ
デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
を
通
じ
て
そ
の
シ
ェ
ア
を
上
昇
さ
せ
て
い
っ
た
。
二

0
年
代
末
に
は
全
新
規
登
録
台
数

の
五
J
六
広
を
も
占
め
、
こ
の
ク
ラ
ス
で
は
最
も
有
力
な
車
種
へ
と
成
長
し
た
の
で
あ
る
（
前
掲
、

E
1
9表）。

ま
た
、

オ
ー
ル
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ズ
モ
ー
ビ
ル
で
は
二
七
J
二
九
年
に
本
拠
地
の
ラ
ン
シ
ン
グ
に
お
け
る
拡
張
に
加
え
、

一
二
の
巨
大
な
工
場
建
物
が
建
設
さ
れ
た
。

な
か
で
も
二
八
J
二
九
年
の
拡
張
は
め
ざ
ま
し
く
、

ア
セ
ン
ブ
リ
l
工
場
や
部
品
製
造
工
場
が
新
設
・
拡
張
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
期

に
追
加
さ
れ
た
新
た
な
生
産
能
力
は
三

O
年
初
頭
に
お
け
る
同
事
業
部
の
工
場
総
面
積
（
二
七

O
、
四
万
平
方
フ
ィ
ー
ト
〉
の
約
半
分

を
占
め
た
と
い
う
。
最
後
に
キ
ャ
デ
ィ
ラ
ッ
ク
部
門
で
も
二

0
年
代
失
以
降
、
五

O
O万
ド
ル
の
拡
張
計
画
が
実
施
さ
れ
た
。
二
七

年
に
は
キ
ャ
デ
ィ
ラ
ッ
ク
と
ビ
ュ
イ
ッ
ク
と
の
聞
に
新
シ
リ
ー
ズ
、
ラ
・
サ
l
ル
が
発
表
さ
れ
、
こ
れ
は

ω
a
oロ
冨
O
H
O
H
n
a
n
0
・

か
ら
買
収
し
た
デ
ト
ロ
イ
ト
工
場
で
生
産
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
の
投
資
額
は
五

O
万
ド
ル
に
及
ん
だ
。
ま
た
二
九
年
に
は
向
上
計
画

の
一
部
と
し
て
一
九

O
万
ド
ル
が
支
出
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
産
能
力
は
年
間
六
万
台
へ
と
一
挙
に
倍
増
し
た
。

自
動
車
事
業
部
の
拡
張
と
並
行
し
て
そ
れ
を
支
え
る
部
品
製
造
能
力
も
増
強
さ
れ
た
。
設
備

拡
張
の
必
要
性
を
訴
え
た
二
六
年
度
の
営
業
報
告
書
の
中
で

G
M
は
、
外
部
の
供
給
業
者
が
適
当
な
価
格
と
品
質
を
備
え
た
大
量
の

部
品
を
同
社
の
拡
大
テ
ン
ポ
に
み
あ
っ
て
納
入
す
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
指
摘
し
て
い
た
。
な
か
で
も
、
ク

C 

部
品
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
部
門

ロ
ー
ズ
ド
・
ボ
デ
ィ
に
つ
い
て
は
、
供
給
制
約
に
加
え
シ
ボ
レ
ー
や
ビ
ュ
イ
ッ
ク
の
生
産
効
率
上
昇
の
た
め
ボ
デ
ィ
と
シ
ャ
シ
！
の

組
立
を
同
一
規
格
化
し
て
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
を
は
か
る
必
要
性
が
き
わ
め
て
高
ま
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え

G
M
は
す
で
に
一
九
一
九
J
二

三
年
の
聞
に
フ
ィ
ッ
シ
ャ
l
・
ボ
デ
ィ
社
普
通
株
六

O
%を
取
得
し
て
い
た
が
、
二
六
年
に
は
株
式
実
換
に
よ
っ
て
同
社
を
完
全
子

会
社
化
す
る
と
同
時
に
そ
の
拡
張
に
着
手
し
た
。
ま
ず
同
年
に
は
五

O
O万
ド
ル
の
投
資
に
よ
っ
て
デ
ュ
ラ
ン
ト
・
モ
ー
タ
ー
ス
社

ロロ

E
E
冨
O
昨
日
切
の
0
・
の
プ
リ
ン
ト
工
場
を
獲
得
し
た
。
同
工
場
は
床
面
積
二

O
O万
平
方
フ
ィ
ー
ト
と
五
五

O
O人
の
雇
用
を

b
b
H
d

、．，、

－冒

i
i

フ
ィ
ツ
シ
ャ
l
・
ボ
デ
ィ
の
最
大
工
場
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
ピ
ュ
イ
ッ
ク
用
ボ
デ
ィ
が
生
産
さ
れ
た
。
従
来
、
同
ボ
デ



ィ
は
デ
ト
ロ
イ
ト
工
場
で
生
産
さ
れ
フ
リ
ン
ト
ま
で
搬
送
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
工
場
の
獲
得
に
よ
っ
て
流
通
費
用
は
大
幅
に
低

下
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
二
七
J
八
年
に
は
デ
ト
ロ
イ
ト
に
三
四

O
O万
ド
ル
の
投
資
に
よ
っ
て
フ
ィ
ッ
シ
ャ
l
・
ボ
デ
ィ
・
ピ
ル

が
建
設
さ
れ
、
二
八
J
九
年
に
は
シ
ポ
レ
！
の
ア
セ
ン
ブ
リ
l
工
場
建
設
に
並
行
し
て
ア
ト
ラ
ン
タ
〈
床
面
積
一
三
万
平
方
フ
ィ

1

1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積伺

カ
ン
ザ
ス
・
シ
テ
イ
〈
同
二
ニ
・
四
万
平
方
フ
ィ
ー
ト
〉
に
、
さ
ら
に
は
シ
ア
ト
ル
に
も
床
面
積
一
九
・
四
万
平
方
フ
ィ

l

ハ幻）

ト
の
ボ
デ
ィ
組
立
工
場
が
そ
れ
ぞ
れ
新
設
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
フ
ィ
ツ
シ
ャ

1
・
ボ
デ
ィ
は

G
M
の
中
で
は
や
や
異
色
で
は
あ
っ
た

が
原
材
料
部
門
へ
の
統
合
化
も
完
了
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
二
九
年
末
に
は
ブ
レ
ア
ス
ピ
ル
ハ
ペ
ン
シ
ル
ゲ
ァ
ニ
ア
）
な
ど
に
板

ハU
H〉

ガ
ラ
ス
工
場
を
も
ち
、
ま
た
ル
イ
ジ
ア
ナ
に
は
広
大
な
木
材
用
地
と
木
工
所
を
有
し
て
い
た
。

さ
ら
に
各
自
動
車
部
門
の
付
属
部
品
生
産
施
設
が
既
述
の
と
お
り
鉱
張
さ
れ
た
ほ
か
、
二
九
年
に
は
合
計
六
五

O
O万
ド
ル
の
支

出
に
よ
っ
て
六
社
の
部
品
企
業
が
買
収
さ
れ
た
。
こ
の
中
に
は
〉
－

n・
ω冨『
W
E
z
m－
Z
O片
手
明
白
え
巴
巾

n
E
n
n
0・
な
ど
始
動
装

置
、
電
気
部
品
会
社
を
は
じ
め
、
回

g門出

M

〉
丘
三
一
o
p
司

o
r
r
R
〉－
B
E
E
n
o－
－
な
ど
航
空
機
お
よ
び
自
動
車
部
品
会
社
、
さ
ら

に
は
著
名
な
ド
イ
ツ
の
自
動
車
会
社
〉
色
白
ヨ
。
匂
巴
〉
・
。
・

〈お）

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

や
カ
ナ
ダ
の
冨

nEロロ
g

E
含
m
E
g
な
ど
の
海
外
企
業
も
含
ま

二
0
年
代
後
半
に
は
商
業
率
生
産
も
ま
た
急
増
し
た
。

G
M
の
商
業
車
生
産
の
中
心
は
シ
ボ
レ
ー
に
あ
っ
た

が
、
さ
ら
に
二
五
年
に
従
来
の

G
M
ト
ラ
ッ
ク
を
合
併
し
た
非
連
結
子
会
社
の
イ
エ
ロ
ー
・
ト
ラ
ッ
ク
社

JF－－
0
4司

吋

E
n
w
h
v

d 

商
業
車
部
門

。。同
nr
冨
白
ロ
ロ
同
白
n
Zユ
ロ
関
口
0
・
も
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
な
ど
多
種
類
の
商
業
車
を
生
産
し
て
い
た
。
ま
ず
シ
ボ
レ
l
の
生
産
は
小
型

ト
ラ
ッ
ク
を
中
心
に
二

0
年
代
後
半
に
は
乗
用
車
を
も
上
回
っ
て
増
加
し
、
二
九
年
に
は
阿
部
門
の
全
生
産
台
数
の
四
分
の
一
を
占

め
る
三
五
万
台
へ
と
達
し
た
（
前
掲
、

E
l
H表
〉
。
乗
用
車
生
産
能
力
の
拡
張
と
並
行
し
て
商
業
率
の
生
産
も
強
化
さ
れ
た
が
、

二
七
年
に
は
後
者
用
ボ
デ
ィ
の
内
製
化
に
も
着
手
し
て
い
る
。
こ
れ
は
漸
次
拡
張
さ
れ
、
三

O
年
に
は
買
収
を
通
じ
て
飛
躍
的
な
鉱
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大
を
と
げ
た
。
同
時
に
製
品
ラ
イ
ン
の
改
善
、
多
様
化
も
進
展
し
、
二
九
年
に
は

ω色
白
ロ
ロ
己
宮
市
弓
と
よ
ば
れ
る
高
級
ボ
デ
ィ
が

加
え
ら
れ
た
。
他
方
、
イ
エ
ロ
ー
・
ト
ラ
ッ
ク
社
は
ピ
l
ク
時
の
二
八
年
の
生
産
台
数
が
約
三
万
台
と
シ
ボ
レ
ー
よ
り
は
る
か
に
小

規
模
で
あ
り
、
二
七
J
八
年
に
は
赤
字
決
算
へ
と
陥
る
な
ど
そ
の
業
績
も
必
ず
し
も
芳
し
く
は
な
か
っ
た
が
、
二

0
年
代
末
に
は
生

産
体
制
を
著
し
く
強
化
し
た
。
す
な
わ
ち
二
七
年
後
半
に
は
全
生
産
施
設
を
ポ
ン
テ
ィ
ア
ク
へ
と
集
中
し
、
こ
の
た
め
同
地
に
八

O

O
万
ド
ル
の
投
資
に
よ
っ
て
当
時
世
界
最
大
の
新
鋭
商
業
車
工
場
を
建
設
し
た
。
こ
こ
で
は
ト
ラ
ッ
ク
を
は
じ
め
タ
ク
シ
ー
・
キ
ャ
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ブ
、
パ
ス
な
ど
多
種
類
の
商
業
率
を
生
産
す
る
た
め
、
工
場
レ
イ
ア
ウ
ト
の
合
理
化
｜
｜
一
階
で
ボ
デ
ィ
製
造
・
二
階
で
シ
ャ
シ

i
・
ア
セ
ン
ブ
リ

l
l
l、
大
型
ク
レ
ー
ン
の
採
用
な
ど
が
は
か
ら
れ
た
。

以
上
G
M
は
、
一
一
六
J
二
九
年
の
聞
に
フ
ィ
ツ
シ
ャ

1
・
ボ
デ
ィ
の
買
収
費
を
含
め
て
総
額
三
億
二
五

O
O万
ド
ル
も
の
巨
額
の

設
備
投
資
を
実
施
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
二
九
年
末
の
純
設
備
価
額
は
六
億
一
千
万
ド
ル
と
二
五
年
末
の
水
準
よ
り
ほ
ぼ
倍
増
を
示
し

た
。
二
九
年
度
の
営
業
報
告
書
に
お
い
て
ス
ロ
l
ン
は
今
や
G
M
の
生
産
施
設
が
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
状
態
に
達
し
、
主
要
な
部
品
・

重
要
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
内
製
能
力
を
完
成
さ
せ
た
と
誇
ら
し
げ
に
語
っ
て
い
る
。
代
替
市
場
下
の
需
要
激
増
に
対
応
し
、
そ
の
フ

ル
ラ
イ
ン
を
支
え
る
生
産
力
的
基
盤
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
フ
方

l
ド
と
は
か
な
り
性
格
を
異

に
し
た
。
ま
ず
原
材
料
部
門
へ
の
垂
直
統
合
化
の
度
合
は
フ
ォ
ー
ド
よ
り
格
段
に
小
さ
か
っ
た
。
わ
ず
か
に
フ
ィ
ツ
シ
ャ

l
・
ボ
デ

ィ
が
そ
れ
を
実
現
し
て
い
た
が
、
こ
の
場
合
で
も
ボ
デ
ィ
製
造
に
必
要
不
可
欠
な
小
数
の
素
材
に
限
ら
れ
鉄
鋼
や
ゴ
ム
な
ど
ヨ
リ
一

般
的
な
原
材
料
は
そ
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
多
く
の
部
品
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
会
社
は
し
ば
し
ば
別
会
社
と
し
て
経
営

さ
れ
、

G
M
は
比
較
的
小
額
の
投
資
に
よ
っ
て
そ
れ
を
数
倍
上
回
る
生
産
設
備
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
え
た
。
最
後
に
、

フ
ォ
ー
ド
と

は
異
っ
て
多
車
種
の
ラ
イ
ン
を
擁
し
た
た
め
、
各
事
業
部
門
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
専
用
の
部
品
製
造
・
組
立
工
場
を
配
し
て
い

た
〈

E
l
m表
）
。
む
ろ
ん
そ
の
相
互
間
で
は
規
格
化
と
部
品
の
共
用
化
が
は
か
ら
れ
、

全
体
と
し
て
の
量
産
効
果
を
高
め
た
。

加

、ー



産
シ
ス
テ
ム
を
作
り
あ
げ
え
た
の
で
あ
る
。

う
し
て
G
M
は
相
対
的
に
は
設
備
投
資
を
節
約
し
、
頻
繁
な
モ
デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
に
も
そ
れ
ほ
ど
困
難
な
く
調
整
し
う
る
柔
軟
な
生

以
上
の
設
備
拡
張
資
金
は
主
と
し
て
内
部
留
保
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
。

G
M
の
純
利
益
は
二
五
年
に
急
増
し
て
以
後
二
八
年

ま
で
着
実
に
増
大
し
、
同
じ
く
そ
の
再
投
資
も
増
加
を
続
け
た
。
他
方
、
二
五
J
二
九
年
に
は
株
式
発
行
額
も
約
二
億
ド
ル
増
え
て

い
る
（
E
｜
日
表
）
。
そ
れ
は
主
と
し
て
二
六
年
の
普
通
株
発
行
増
に
由
来
し
た
が
、
そ
の
増
分
の
八
割
ま
で
は
同
年
九
月
に
実
施

さ
れ
た
五

O
Zの
株
式
配
当
に
基
づ
き
、
残
り
二
割
が
六
月
の
フ
ィ
ツ
シ
＋

l
・
ボ
デ
ィ
社
残
余
株
式

C
ニ
九
・
九
%
〉
の
株
式
交

換
に
よ
る
獲
得
の
結
果
で
あ
っ
た
。
翌
二
七
年
二
月
に
は
「
現
金
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
強
化
の
た
め
」
七
%
優
先
株
額
面
二
五

O
O万
ド

1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積的

｜駐土 器品 ｜組 立工 場

Ford 

Ford 1 31 

Lincoln 1 。
GM 

Chevrolet 1 8 

Oakland-Pontiac 1 。
Oldsmobile 1 。
Buick 1 。
Cadillac-LaSalle J 。

Chrysler 1 。
Hudson ~ 

。
Studebaker 2 。
Willys-Overland 1 1 

Nash 2 1 

Packard 1 。
〔資料〕 A.B. Crofoot，“American Passenger Cars 

Are Assembled In 155 Plants Through-
out the World”（A. I. Ap. 27, 1927, pp. 
659-70）を中心に， Mooゐi's1930, FT℃． 

0ρ．臼・t.，短見治人「アメリカ自動車工業にお
ける『生産の集積』過程」（『土地制度史学』

69号. 1969年）を参照した．

主要企業の組立工場数III-10表

ル
が
モ
ル
ガ
ン
商
会
を
通
じ
て
発
行
さ

れ
、
二
九
一

O
万
ド
ル
が
調
達
さ
れ

た
。
こ
の
株
式
発
行
が
設
備
拡
張
や
配

当
支
払
の
場
加
に
対
応
し
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
当
時
の
G

M
の
財
務
状
況
の
健
蕃
さ
ハ
E
l
l表

参
照
）
か
ら
み
て
ど
の
程
度
の
意
義
を

も
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
事
実
こ

G
Mが
す
で
に
強
力
な

れ
に
対
し
て
、

金
融
力
を
有
し
て
い
る
と
の
認
識
か
ら

109 

批
判
が
生
じ
、

ス
ロ

l
ン
が
わ
ざ
わ
ざ



GMの資金調達

内部資金 株 式

7%り IG% I G% I 小 計

優先株優先株社債株普通株

1920 14,237 10,388 25,153 16,183 56,367 205,633 303,336 

21 （ー）65,459 6,751 26,932 16,183 60,801 206,464 310,380 

22 37,868 13,585 32,182 16,183 60,801 205,578 314,744 

23 40,350 15,056 32,932 16,183 60,801 206,464 316,380 

24 19,320 16,079 102,251 2,795 4,870 258,080 367,996 

25 46,441 17,237 104,619 2,176 3, 121 258,080 367,996 

26 74,655 20,260 105,333 1,796 2,787 435,000 544,916 

27 91, 159 26,929 130,836 1,713 2,367 435,000 569,916 

28 101,763 30,515 131, 108 1,580 2.228 435,000 569,916 

29 82,203 35,217 135,514 1,411 1. 992 435,000 573. 917 

〈千ドル〉
m-11表

1923年までは7%社債株．バランλシート上では継続して表示されているので，ここで

もそれに従った．
〔資料］ Annual Reρort, 1920-1930.より作成．

〈
鈎
〉

株
主
に
特
別
の
釈
明
を
行
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
最
後
に

110 

二
九
年
に
は

Z
o
ユr
開
器
同
巴
m
n
E
n
n
0
・
の
株
式
交
換
に
よ
る

買
収
の
た
め
七
%
優
先
株
四
万
株
（
市
場
価
格
で
四
九
一
万
ド
ル

相
当
）
を
発
行
し
て
い
る
。
以
上
二

0
年
代
後
半
に
G
M
は
資
金

調
達
・
買
収
目
的
に
合
計
六
六

O
O万
ド
ル
相
当
の
株
式
を
発
行

し
た
が
、
こ
れ
は
二
六
J
二
九
年
の
減
価
償
却
積
立
金
の
約
半
分

に
等
し
い
。
こ
の
期
間
に
純
利
益
の
再
投
資
は
三
億
五
千
万
ド
ル

に
の
ぼ
っ
た
か
ら
、
株
式
発
行
は
当
時
の
全
資
金
調
達
の
一
一
一
%

を
占
め
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
む
ろ
ん
こ
の
数
字
の
み
か
ら
判
断

す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
が
、
以
上
の
経
韓
か
ら
み
て
全
体
と
し

て
み
れ
ば
G
M
が
内
部
資
金
に
よ
っ
て
拡
張
を
実
現
し
た
こ
と
は

ほ
ぽ
疑
い
え
な
い
。
設
備
投
資
に
加
え
て
二

0
年
代
後
半
に
は
合

計
六
億
ド
ル
も
の
巨
額
の
現
金
配
当
が
支
払
わ
れ
た
。
し
か
し
純

利
益
が
図
抜
け
て
巨
大
で
あ
っ
た
た
め
配
当
率
は
六

O
Zと
業
界

の
平
均
を
や
や
下
回
り
、
二
八
年
ま
で
は
流
動
性
も
改
善
さ
れ
続

け
た
。
こ
れ
ら
は
こ

0
年
代
前
半
の
一
連
の
合
理
化
策
を
は
じ
め

そ
の
後
半
に
お
け
る
活
発
な
設
備
拡
張
が
効
率
的
か
つ
伸
縮
的
な

生
産
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
可
能
に
し
、
ま
た
強
力
な
販
売
お
よ
び



1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積的

金
融
網
の
存
在
が
需
要
増
に
大
き
く
貢
献
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
か
く
て
そ
の
巨
大
な
売
上
高
、
純
資
産
額
に
も
が
か
わ
ら
ず
同
社

は
二

0
年
代
後
半
に
も
業
界
ト

ッ
プ
・
ラ
ン
ク
の
利
潤
率
を
維
持
し
、
こ
れ
に
と
も
な
う
内
部
資
金
の
積
婚
し
が
ま
た
こ
の
時
期
の

拡
張
を
支
え
た
の
で
あ
っ
た
。

ハH
）
旧
内
2
5虫凶一ヲ。』守・円札
H4
唱・】∞
N

・

（
間

c
h
h
g
n
q
こ
S
N

〈吋山）剛内
Ega叩内同司旬。、．町民同
ζ

唱
－H
∞ω・

ハロ）

MMOZロ
チ
。
、
．
三
T
司－
MN由・み－
H4
』三日、

H
A
T
H申
N∞・司－

E
・

（
刊
日
）
、
A
・H
－司叩－
y
H
H－唱－
M
H
H
U
O市内・同町、司・∞∞一
F
H由一山∞・

（
四
）
以
上
、

kA・H・－〉唱
－
M
Y
唱・
2
9
F
Aミ
呂
、
司
・
詰
ω
日
玄
白
『

N
F
V－∞
N
H
U
S
N∞・

Z

2
・
8
・
5
N
P
唱・
3
H
・
に
よ
る
。
ニ

0
年

代
に
は
ニ
ュ
l
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
繊
維
産
業
等
が
低
労
賃
・
原
材
料
へ
の
接
近
を
求
め
て
南
西
部
へ
と
移
転
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
自
動
車
工
場

の
建
設
も
ま
た
こ
れ
ら
今
日
に
ま
で
つ
な
が
る
ア
メ
リ
カ
産
業
立
地
の
変
動
の
一
環
を
な
し
た
。
と
り
わ
け
北
東
部
に
お
け
る
需
要
増
が
頭
打

ち
を
示
し
て
い
た
自
動
車
産
業
に
と
っ
て
は
新
市
場
の
開
拓
が
急
務
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
南
西
部
へ
の
進
出
は
当
時
積
極
化
し
た
海
外
事
業
の

展
開
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（却）

h
・L

「・・同リ冊『
－
P

H
由N
P
唱－
Nロ
・

ハ
幻
）
以
上
に
つ
い
て
は
、
。
去
－

h
s
E
h
h
N名
。
E
H
U
M
U
J
お－

HMCCロ《「。、．

1
T
司司・由ア

N
S
・
な
ど
の
ほ
か
、
み
－

L

戸、室副『・

ω0・

同

ymω
∞、
ω
4・
NH－
司
・
念
切
‘

S
N由
U
』白ロ－

H∞・唱－
HCH
－
H
3
0・
に
よ
る
。

ハ
包
〉
ス
ロ
ー
ン
、
前
掲
訳
書
、
二

O
久
頁
。

（お）

h
g
g
h
勾
名
。
豆
』
抽
出
也
、
司
o
a
z・。、
．
町民同よ司司－
N由ω－
M
S
I
S
－

a〉

』

hgそ
句
き
さ
と
ミ

H
2
2
3
2・
Hus－

〈お〉

h
S
R
a
h
河
内
、
。
豆

HUMU・
な
お
、
こ
れ
ら
の
企
業
は
パ
ラ
ソ
ス
・
シ
l
ト
上
は
非
速
給
企
業
と
さ
れ
た
。

〈Ma
〉
以
上
に
つ
い
て
は
、

M
M
E
E・
。
、
．
門
戸
・
司
・
2
H
J
ω
ロ
・
に
主
と
し
て
よ
っ
た
。
ま
た
の
去
の
工
場
の
詳
細
に
つ
い
て
は

a
Z巾
君
。
・

宮・。・、『『
g
n
r
2
2
n
F
Z
2
0『

O
Z
R
ω
s
a
p
o
E
E
S
J
込－
h
－
V
白
血
ア

ω・
S
N∞w

宅
・ω田町
t
S
0・
参
照
。
な
お
当
時
、
専
業
メ

111 



ー
カ
1
の
生
産
工
程
に
も
草
賓
か
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
」

z
n
r
p
a
g
n
Z
0
2
2
司
E
E
E
H
a
s
－M
円高

5
E
S

〉帥国内
B
r－
－
－
h
－
h
w
〉
唱
・
日
〉
回
申
N
∞
・
官官・
mm
品
｜
聞
を
も
参
照
。

（
幻
〉
何
〈
回
明
－
B
m
m
町内、

E
M
M
O
胡回目玄－
F
ミ
白
＝
弘
司
円
。
室
内
ヨ
帥
O
『同口同冊開『白同
F
O
E

－ロ円
r刊
〉
E

g
ヨ
or－－四回口色己肺門『山之、、。ミ・歪
H

向
。
L

司
、
。
ご
丘
町
民
H
N

同
S
E
M遣
い
き
〉
司
・
同
喧
凶
由
、
官
同
M

－H
吋

O
l
ム
コ
・

ハ
却
〉
と
り
わ
け
設
備
投
資
か
低
調
に
と
ど
ま
っ
た
こ

0
年
代
前
半
に
は
こ
れ
は
顕
著
で
あ
っ
た
。
二
一
一
了
二
五
年
の
総
投
資
額
は
約
六
千
万
ド

ル
に
達
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
純
利
益
の
再
投
資
分
の
み
で
約
一
億
ド
ル
、
減
価
償
却
金
の
積
立
を
加
え
る
と
内
部
資
金
は
一
億
五
千
万
ド
ル

を
も
上
回
っ
た
（
第
E
l
u表）。

他
方
、
こ
の
期
間
に
株
式
発
行
残
高
も
六
千
万
ド
ル
ほ
ど
増
加
し
た
が
、
そ
の
圧
倒
的
部
分
（
五
一

O
O万
ド
ル
〉
は
ニ
四
年
実
施
さ
れ
た

剰
余
金
の
資
本
金
繰
入
れ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
外
部
か
ら
の
資
金
調
達
を
意
味
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
ほ
か
同
期
に
七
%
社
債

株
が
六

O
O万
ド
ル
の
純
増
を
み
て
い
る
が
、
こ
れ
は
二
二
年
の
切
『
O
看
守
ピ
ョ
・
0
Z
1
ロ
の
0

・
の
残
余
株
式
取
得
ハ
五
二
五
万
ド
ル
。
お
よ

び
現
金
一
七
三
万
ド
ル
）
な
ら
び
に
こ
一
二
年
の
〉
『
ヨ
己
8
2同

ω胃
宮
聞
の
0
・
買
収
〈
七
五
万
ド
ル
。
お
よ
び
現
金
一
二
万
ド
ル
）
に
由
来
し

た。
（却〉

h
s
s
h
h
N
4
9
E
H
U
M
q・
西
川
純
子
『
ア
メ
リ
カ
企
業
金
融
の
研
究
』
四
九

t
五
一
一
良
（
東
大
出
版
会
、
一
九
人

O
年
〉
に
は
こ
の
時

期
の

G
M
な
ど
四
社
の
企
業
金
融
の
概
笥
か
あ
る
。
だ
が
、
氏
は
二
六
年
以
降
の

G
M
の
設
備
鉱
張
が
直
接
的
に
は
フ
ォ
ー
ド
追
砲
事
の
た
め

の
乗
用
車
増
産
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
こ
れ
に
必
要
な
固
定
設
備
は
一
七
年
の
改
組
時
に
整
備
さ
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
（
四
九

t
五
O
頁
〉
が
、
氏
の
こ
の
見
解
は
す
で
に
本
文
中
で
み
た
と
お
り
事
実
認
識
の
う
え
で
は
必
ず
し
も
適
切
と
は
い

い
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

〈却）

h
s
s白
河
内
、
。
主

HUMM－
w
r
N冊『・。、
－
np－司－
N
S・

ク
ラ
イ
ス
ラ

1
社

有
力
企
業
の
中
で
は
最
も
遅
く
一
九
二
五
年
に
設
立
さ
れ
た
ク
ラ
イ
ス
ラ

l
社

nrミ
丘
町
円
。
。
弓
・
が
同
年
代
末
ま
で
に
巨
大
企

業
の
一
角
を
と
も
か
く
も
占
め
え
た
原
因
は
、
当
時
の
中
級
車
需
要
の
増
加
に
対
応
し
て
斬
新
な
ス
タ
イ
ル
の
高
性
能
率
を
相
次
い
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1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積伺

クライスラ一社車種別新規登録台数

J 1922 J 1923 I 1924 J 1925 l 1蜘｜問
Chrysler 一川印！回，刈29,57 154,234 

Plymouth 一一一一 29, 49 84, 998 

De Soto 14,538 59,614 

Chalmers 4,898 6, 75S 

Maxwell 33,419 42,788 

計13悶 749，吋6同和忠則2仏吋54,23215, 542j242, 3181 

（マーケット・）｜2.41 . 2.~ 3. 51 

→ シ E ア%

Dodge 96,447 114,076 157,982 167,687 寸叫149,004 115. 775 

（マーケット・） 6.1 4.6 5.6 5,7 6 4. 7 
シェア % 

合計（三）！ 364，十 094
(11.6 ( 9.3) 

〈台〉
III '-i2表

で
開
発
し
、
そ
れ
を
中
心
に
フ
ル
・
ラ
イ
ン
政
策
を
実
施
し

た
こ
と
な
ら
び
に
そ
れ
を
支
え
う
る
生
産
能
力
の
め
ざ
ま
し

い
拡
張
に
成
功
し
た
こ
と
に
ほ
ぼ
帰
さ
れ
う
る
。

Automotive N町 vs,al抑制acissue. 1963, pp. 68-69.より作成．

二
五
年
ま
で
に
大
枠
を
確
立
し
た
ク
ラ
イ
ス
ラ
！
の
フ

ル
・
ラ
イ
ン
は
二
六
年
に
は
ほ
ぼ
完
成
す
る
。
こ
の
年
、
全

面
的
な
モ
デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
を
通
じ
て
ク
ラ
イ
ス
ラ

l
mに

か
わ
る
囲
気
筒
の
ク
ラ
イ
ス
ラ

l
m
（
七
五

0
ド
ル
〉
、

そ

の
一
ラ
ン
ク
上
の
六
気
筒
ク
ラ
イ
ス
ラ

lω
（一

O
七
五
ド

ル
）
が
発
表
さ
れ
、
す
で
に
市
場
で
高
い
評
価
を
博
し
て
い

ハ幻）

た
問
、
－

mシ
リ
ー
ズ
と
あ
わ
せ
七
五

0
ド
ル
か
ら
数
千
ド
ル

に
及
ぶ
ラ
イ
ン
が
完
成
し
た
。
以
後
同
社
は
こ
れ
ら
乗
用
車

の
頻
繁
な
モ
デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
を
通
じ
て
「
ス
タ
イ
ル
と
技

術
力
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
登
録
台
数
を
二
五
年
か
ら
二
七
年

の
聞
に
五

O
Zも
増
加
さ
せ
た
〈

E
l
u表〉。

そ
の
結
果

同
社
の
シ
ェ
ア
は
業
界
第
七
位
か
ら
四
位
へ
と
躍
進
し
た
の

J

で
あ
る
。
し
か
し
ク
ラ
イ
ス
ラ
l
社
の
フ
ル
・
ラ
イ
ン
に
は

〔出典〕

G
M
に
比
べ
て
決
定
的
な
限
界
が
存
在
し
た
。
そ
の
最
低
価
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絡
車
で
あ
る
印
シ
リ
ー
ズ
は
毎
年
価
格
を
引
下
げ
て
は
い
た



発
表
し
、
当
初
中
価
格
帯
に
設
定
さ
れ
た
そ
の
価
格
（
六
七

O
、
七
二

0
ド
ル
）

を
量
産
と
と
も
に
引
下
げ
て
い
ず
れ
は
フ
ォ
ー
ド
、
シ
ボ
レ
l
の
水
準
へ
と
接
近
さ
せ
る
プ
ラ
ン
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新

車
は
発
表
当
初
か
ら
か
な
り
高
い
評
価
を
博
し
、
同
年
央
に
は
生
産
能
力
を
大
き
く
上
回
る
受
注
に
み
ま
わ
れ
た
と
い
う
。
他
方
、

こ
の
年
に
は
プ
リ
マ
ス
と
そ
の
上
の
大
型
六
気
筒
草
印
シ
リ
ー
ズ
と
の
中
聞
に
小
型
六
気
筒
の
デ
・
ソ
ー
ト
口
市

ω
o
g
（
八
四
五
ド

クライスラーのフル・ラインり

1927年モデル 1929年モデル

Chrysler 50 780 Plymouth 675 

60 1, 145 De Soto 845 

70 1,525 Chrysler 65 1,065 

80 2,675 75 1,535 

80 2,975 

Dodge 

Senior 6 1,495 

1) Pローズド車の最低価絡．
〔資料〕 A. I., Feb. 19, 1927, p. 248; Feb. 23, 1929, 

pp. 294-5.より作成．

ill-13表

が
、
二
八
年
モ
デ
ル
の
臼
シ
リ
ー
ズ
も
六
七

0
ド
ル
（
セ
ダ
ン
〉
、

六
九
五
ド
ル
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（
ツ
ー
リ
ン
グ
〉
と
フ
才

1
ド
A
型
車
（
三
九
五
、
四
九
五
ド
ル
〉
は
も
と
よ
り

シ
ボ
レ

i

（
四
九
五
、
五
八
五
ド
ル
〉
に
比
べ
て
も
な
お
高
価
で
あ
り
、
い
か
に

性
能
や
デ
ザ
イ
ン
に
優
れ
て
い
た
と
は
い
え
こ
の
二
大
車
種
に
直
接
競
争
を
挑
み

う
る
地
位
に
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
五

0
0ド
ル
前
後
の
最
低
価
格
帯
こ

そ
当
時
の
全
乗
用
車
市
場
の
五

O
%を
も
占
め
る
最
大
市
場
で
あ
り
、
こ
の
ク
ラ

ス
に
確
固
た
る
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
え
な
い
限
り
フ
ォ
ー
ド
、

G
M
と
並
ぶ
量
産
メ

ク
ラ
イ
ス
ラ
l
自
身
も
す
で
に
一
九
二

ハね〉

六
年
頃
に
は
こ
の
ク
ラ
ス
へ
の
参
入
を
構
想
し
て
い
た
。
二
八
年
七
月
に
は
こ
の

ー
カ
ト
と
は
な
り
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

構
想
を
実
現
す
べ
く
ク
ラ
イ
ス
ラ
l
臼
を
洗
錬
さ
せ
た
プ
リ
マ
ス
】
v
q
g
o
E
r
を

フ
ル
・
ラ
イ
ン
上
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
た
（
E
l
U
表）。

デ
・
ソ
l
ト
は

G
M
の
ポ
ン
テ
ィ
ア
ク
に
対
応

ル
）
が
発
表
さ
れ
て
、

し
た
が
、
こ
の
価
格
帯
で
は
は
じ
め
て
ク
ロ
ー
ム
合
金
の
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
頑
丈
な
フ
レ
ー
ム
、
改
良
さ
れ
た
絶
縁
材
料
を

門

uv

採
用
し
、
こ
れ
ま
た
か
な
り
の
評
価
を
得
た
。
こ
の
よ
う
に
二
八
年
に
は
ク
ラ
イ
ス
ラ
l
の
低
価
格
車
は
充
実
し
た
が
、
そ
れ
に
と

も
な
っ
て
、
生
産
設
備
の
整
備
・
増
強
が
従
来
に
も
ま
し
て
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。



ひ
と
ま
ず
二
五
年
央
の
ク
ラ
イ
ス
ラ
l
社
設
立
の
時
点
に
立
戻
ろ
う
。

マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
資
産
の
継
承
に
よ
っ
て
ク
ラ
イ
ス
ラ
l

社
は
、
デ
ト
ロ
イ
ト
の
旧
チ
ャ
ル
マ

1
ス
工
場
お
よ
び
ハ
イ
ラ
ン
ド
・
パ

l
ク
の
二
つ
の
自
動
車
工
場
な
ら
び
に
ニ
ュ

l
キ
ャ
ツ
ス

（お〉

ア
セ
ン
ブ
リ
i
工
場
を
確
保
し
た
。
こ

ル
（
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
〉
デ
イ
ト
ン
（
オ
ハ
イ
オ
）
そ
し
て
カ
ナ
ダ
門
司
宮
内
2
0る
に
製
造
、

れ
ら
の
各
工
場
は
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
の
再
建
過
程
で
か
な
り
の
拡
張
お
よ
び
近
代
化
を
達
成
し
て
い
た
が
、
二

0
年
代
央
の
ク
ラ
イ

ス
ラ
l
車
に
対
す
る
需
要
増
を
ま
か
な
う
に
は
充
分
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
二
五
年
央
に
は
ま
ず
上
述
の
諸
工
場
の
う
ち
旧
チ

1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積肘

ャ
ル
マ

l
ス
工
場
と
ハ
イ
ラ
ン
ド
・
パ
ー
ク
工
場
が
ク
ラ
イ
ス
ラ
l
車
の
生
産
へ
と
転
換
さ
れ
、

つ
い
で
そ
の
増
産
の
ポ
イ
ン
ト
を

な
す
ボ
デ
ィ
製
造
の
た
め
〉
呂
町
巴
B
ロ
冨
O
吉
岡
国
O
円
守
口
o弓
・
の
同
氏

n
F
2巳
工
場
（
デ
ト
ロ
イ
ト
〉
を
買
収
に
よ
っ
て
獲
得
し

た
。
同
工
場
は
ク
ラ
イ
ス
ラ
l
の
旧
チ
ャ
ル
マ

l
ス
工
場
に
ご
く
近
接
し
て
お
り
、
ま
た
ク
ラ
イ
ス
ラ
1
社
の
二
五
年
度
の
営
業
報

告
書
に
よ
れ
ば
「
も
っ
と
も
効
率
的
か
つ
近
代
的
な
自
動
車
ボ
デ
ィ
工
場
の
ひ
と
つ
」
と
さ
れ
て
い
た
。
二
五
J
二
七
年
の
聞
に
は

純
利
益
の
半
分
に
相
当
す
る
二
千
万
ド
ル
余
の
投
資
が
敢
行
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ク
ラ
イ
ス
ラ
l
の
生
産
能
力
は
二
六
年
末
ま
で

に
は
業
界
第
六
位
の
日
産
一
二
五

O
台
に
及
ん
で
い
た
。
だ
が
、
な
お
同
社
の
生
産
設
備
は
低
価
格
率
の
量
産
に
は
充
分
で
は
な
か

っ
た
。
と
り
わ
け
鋳
鍛
造
施
設
を
も
た
ず
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
構
造
部
品
を
外
注
す
る
な
ど
部
品
内
製
能
力
に
劣
る
と
い
う
重
大
な
限

界
が
存
在
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
限
界
は
一
九
二
八
年
の
ダ
ッ
ジ
社
買
収
に
よ
っ
て
基
本
的
に
は
解
決
さ
れ
た
。
二

0
年
代
央
以
降
の
中
価
格
帯
に
お
け
る
競

争
の
激
化
な
ら
び
に
製
品
政
策
の
遅
れ
に
よ
り
ダ
ッ
ジ
社
の
業
績
は
悪
化
し
つ
つ
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
生
産
能
力
は
巨
大
な
規
模
を

誇
り
、
こ
と
に
ハ
ム
ト
ラ
ッ
ク
の
メ
イ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
ロ
ORK柑
冨
巳
ロ
は
鋳
造
工
場
に
は
じ
ま
り
多
数
の
部
品
製
造
ま
で
、

フ
ォ

ー
ド
の
ハ
イ
ラ
ン
ド
・
パ
！
？
に
匹
敵
す
る
と
ま
で
い
わ
れ
た
大
規
模
な
統
合
工
場
で
あ
っ
た
。

ク
ラ
イ
ス
ラ
i
の
試
算
に
よ
れ
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ば
、
同
種
の
部
品
工
場
の
建
設
に
は
七
五

O
O万
ド
ル
も
の
巨
費
を
要
し
、
当
時
の
同
社
に
と
っ
て
は
調
達
不
可
能
な
額
で
あ
っ
た



と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
二
五
年
以
来
ダ
ッ
ジ
社
を
所
有
し
て
い
た
個
人
銀
行
の
デ
ィ
ロ
ン
・
リ
l
ド
商
会
が
そ
の
売
却
を
ク
ラ
イ
ス

ラ
ー
に
提
示
し
た
こ
と
は
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。
ク
ラ
イ
ス
ラ
l
は
多
少
の
迂
余
曲
折
を
経
た
あ
と
、
二
八
年
七
月
に
は
自
社
株
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一
二
五
万
株
の
発
行
と
ダ
ッ
ジ
社
負
債
六
千
万
ド
ル
の
継
承
に
よ
っ
て
同
社
の
六
八

O
O万
ド
ル
余
の
資
産
と
す
ぐ
れ
た
デ
ィ
ー
ラ

ー
網
を
獲
得
し
た
。
工
場
数
は
一
八
へ
、
ま
た
そ
の
床
面
積
の
合
計
は
二
七
年
末
の
三
五

O
万
平
方
フ
ィ
ー
ト
か
ら
一
挙
に
そ
の
三

倍
近
い
一
千
万
平
方
フ
ィ
ー
ト
へ
と
急
増
し
、
生
産
能
力
も
一
躍
七

O
J
一
O
O万
台
へ
と
達
し
た
。
ま
た
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
数
も
八

千
へ
と
増
大
し
た
。
こ
う
し
て
ク
ラ
イ
ス
ラ
l
は
ダ
ッ
ジ
買
収
を
通
じ
て
そ
の
歴
史
あ
る
乗
用
車
・
商
業
率
ラ
イ
ン
を
傘
下
に
収

め
、
た
だ
ち
に
売
上
高
に
お
い
て
業
界
第
三
位
の
地
位
を
占
め
た
の
み
な
ら
ず
、
プ
リ
マ
ス
を
中
心
と
す
る
低
価
絡
車
ラ
イ
ン
の
増

産
・
生
産
コ
ス
ト
の
引
下
げ
を
可
能
に
す
る
生
産
力
的
基
礎
を
も
獲
得
し
た
。
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
が
も
と
も
と
金
融
界
と
密
接
な
関
連

を
有
し
て
い
た
こ
と
が
そ
の
飛
躍
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ク
ラ
イ
ス
ラ
l
社
は
二
八
年
に
は
合
計
一
六

O
O万
ド
ル
の
粗
投
資
を
通
じ
て
、
ダ
ッ
ジ
社
設
備
の
整
備
な
ら
び
に
そ
の
買
収
に

と
も
な
う
全
生
産
施
設
の
統
合
を
実
施
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
従
来
、
中
価
格
車
ク
ラ
イ
ス
ラ
l
日
の
生
産
に
あ
て
ら
れ
て
い
た

デ
ト
ロ
イ
ト
の
ハ
イ
ラ
ン
ド
・
パ

l
ク
工
場
は
拡
張
の
う
え
新
た
に
発
表
さ
れ
た
プ
リ
マ
ス
、
デ
・
ソ

l
ト
の
生
産
へ
と
転
換
さ

れ
、
他
方
、

ク
ラ
イ
ス
ラ
l
車
は
二
八
年
秋
以
降
ジ
ェ
フ
ァ
l
ソ
ン
・
ア
ヴ
ェ
ニ
ュ
l
工
場
へ
と
集
中
さ
れ
、
こ
の
た
め
同
工
場
に

も
か
な
り
の
砿
張
が
施
さ
れ
た
。
ダ
ッ
ジ
関
係
で
は
同
年
秋
に
オ
！
ク
ラ
ン
ド
近
郊
に
組
立
工
場
の
建
設
（
総
工
費
七

O
O万
ド

ル
）
が
発
表
さ
れ
た
ほ
か
、
商
業
車
生
産
の
増
加
を
は
か
つ
て
エ
ヴ
ァ
ン
ス
ヴ
ィ
ル
の
同
関
連
工
場
の
生
産
能
力
を
二
J
三
倍
へ
と

増
加
さ
せ
る
計
画
も
実
施
に
移
さ
れ
た
。
さ
ら
に
二
八
年
一

O
月
に
は
プ
リ
マ
ス
、
デ
－

y
lト
の
好
調
な
売
上
増
に
対
し
て
、
ダ

ツ
ジ
か
ら
取
得
し
た
デ
ト
ロ
イ
ト
（
宮
戸
開
店
O
同
盟
む
の
七
八
エ
ー
カ
ー
の
工
場
用
地
に
一
階
建
と
し
て
は
当
時
最
大
の
規
模
（
三

七
五
×
二
四
九

O
フ
ィ
ー
ト
）
と
旧
ハ
イ
ラ
ン
ド
・
パ
l
ク
の
二
倍
（
日
産
一
千
台
）
の
生
産
能
力
を
誇
る
プ
リ
マ
ス
用
新
工
場
の



建
設
も
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
は
四
グ
ル
ー
プ
か
ら
な
る
建
設
班
の
突
貫
工
事
に
よ
っ
て
早
く
も
二
九
年
一

l
二
月
に
は
操
業
を
開
始

仏
間
。
新
工
場
の
建
設
に
よ
っ
て
プ
リ
マ
ス
や
デ
・
ソ
l
ト
の
生
産
能
力
は
高
ま
り
、
ま
た
前
者
の
設
計
変
更
、
そ
の
改
良
も
実
施

さ
れ
た
。
こ
う
し
て
ク
ラ
イ
ス
ラ
1
は
ダ
ッ
ジ
買
収
な
ら
び
に
そ
れ
以
後
の
鉱
張
を
通
じ
て
フ
ル
・
ラ
イ
ン
を
維
持
し
、
か
つ
有
力

な
低
価
格
車
メ
ー
カ
ー
へ
と
成
長
し
う
る
生
産
力
的
基
盤
を
ほ
ぼ
確
立
し
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー

が
フ
ォ
ー
ド
、

G
M
と
同
列
の
優
位
を
確
立
し
た
と
は
到
底
い
え
な
か
っ
た
。
ま
ず
そ
の
シ
ェ
ア
は
二
九
年
に
も
約
九
%
と
前
二
者

1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積的

の
ほ
ぼ
三
分
の
一
に
す
ぎ
ず
、
む
し
ろ
中
堅
企
業
並
で
あ
っ
た
し
、
プ
リ
マ
ス
が
A
型
車
、

シ
ボ
レ
！
と
並
ぶ
量
産
車
と
な
り
う
る

か
否
か
は
な
お
今
後
に
か
か
っ
て
い
た
。
確
か
に
生
産
力
的
に
は
か
な
り
の
部
品
内
製
力
と
四
つ
の
製
造
・
組
立
工
場
を
有
し
た
点

で
中
堅
企
業
と
は
一
線
を
画
し
た
が
、

フ
ォ
ー
ド
、

G
M
と
比
べ
れ
ば
垂
直
統
合
の
度
合
は
著
し
く
低
く
な
お
多
く
の
重
要
な
部
品

を
外
注
に
依
存
し
て
い
た
ほ
か
、
地
方
組
立
工
場
な
ど
全
国
的
あ
る
い
は
世
界
的
展
開
に
も
欠
け
た
。
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
が
ビ
ッ
グ
・

久
リ
l
の
一
員
と
な
る
た
め
に
は
大
恐
慌
以
降
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
逆
に
垂
直
統
合
体
と
し
て
未
成

熟
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
そ
の
成
長
が
実
現
さ
れ
た
側
面
も
無
視
で
き
な
い
。
巨
大
な
固
定
資
本
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
な
く
活
発
な
技

術
革
新
が
導
入
さ
れ
、

モ
デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
も
頻
繁
に
実
施
し
え
た
。
設
備
投
資
の
節
約
は
高
い
利
潤
率
を
保
障
し
、
内
部
金
融
カ

の
強
化
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

二
0
年
代
後
半
に
ク
ラ
イ
ス
ラ
l
社
の
成
長
は
業
界
の
最
高
を
記
録
し
、
二
五
年
か
ら
二
九
年
の
聞
に
総
資
産
は
約
二
・
三
倍
、

純
工
場
資
産
に
至
つ
て
は
実
に
四
倍
も
の
増
加
を
と
げ
た
。
そ
の
増
加
は
主
と
し
て
ダ
ッ
ジ
の
買
収
に
由
来
し
、

し
か
も
こ
れ
は
す

で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
ク
ラ
イ
ス
ラ
l
社
の
新
株
発
行
と
ダ
ッ
ジ
社
の
社
債
継
承
に
基
づ
い
た
か
ら
、
二

0
年
代
後
半
に
お
け
る
同
社

の
成
長
は
フ
ォ
ー
ド
、

G
M
と
は
異
っ
て
外
部
資
金
へ
の
高
い
依
存
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
同
社
の
株

117 

式
発
行
額
は
二
五
年
当
時
に
は
優
先
株
A

C
二
・
九
万
株
〉
と
普
通
株
会
工
ハ
四
・
六
万
株
）
と
の
合
計
五
六
二
六
万
ド
ル
か
ら



タライスラー繰式・長期負債

株 式 長期債務

？弘~1！！~r~I
5%Serial :~~i~)e 

優先株 言十
nct:dge) 

1925 ・． 56,260 2,708 

26 21,498 43,380 55,878 1,684 

27 21,571 34,608 56,179 1. 168 

28 72,329 72.329 927 2,305 56,705 

29 73,756 73,759 587 49, 178 

ID-14表

構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
二
八
年
に
は
ダ
ッ
ジ
買
収
に
よ
る
一
二
五
万
四

O
O
O株
の
新

株
発
行
な
ら
び
に
優
先
株
償
還
の
た
め
の
そ
の
約
三
分
の
一
（
四
五
万
株
〉
の
発
行
に

よ
っ
て
約
一
六

O
O万
ド
ル
の
増
加
を
み
た
。
ま
た
長
期
債
務
も
二
五
年
当
時
に
継
承
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し
た
マ

y

ク
ス
ウ
ェ
ル
社
社
債
二
七

O
万
ド
ル
が
二
八
年
に
は
九
三
万
ド
ル
へ
と
減
少

し
て
い
た
が
、
同
年
に
は
ダ
ッ
ジ
社
の
二
種
類
の
社
債
｜
｜
五
%
ω
m
H
E
Z
O
H
m
－
一
一
一
一

O
万
ド
ル
、
六
%
の
o
E
U与

g
z
g
五
六
七

O
万
ド
ル
｜
｜
継
承
に
よ
っ
て
一
躍
五

九
O
O万
ド
ル
ほ
ど
増
加
し
た
の
で
あ
る
（
E
｜
比
一
刻
）
。
し
か
し
そ
れ
以
外
の
設
備

拡
張
資
金
は
主
と
し
て
内
部
留
保
を
中
心
と
す
る
自
己
資
金
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
た
。

剰
余
金
勘
定
は
二

0
年
代
央
以
降
急
激
に
増
加
し
た
し
、
ま
た
運
転
資
本
も
二
九
年
に

は
や
や
低
下
を
み
た
も
の
の
そ
れ
で
も
二
五
年
の
二
・
五
倍
に
達
し
て
い
た
。
二
九
年

に
は
純
利
益
の
減
少
の
中
で
ダ
ッ
ジ
社
社
債
の
う
ち
一

O
O
O万
ド
ル
が
返
済
さ
れ
る

な
ど
金
融
ポ
ジ

シ
ョ
ン
の
改
善
も
は
か
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
ハ
問
。
以
上
は
ク
ラ
イ
ス
ラ

ー
が
中
価
格
車
以
上
の
車
種
に
特
化
し
、
ま
た
相
対
的
に
は
設
備
投
資
を
抑
制
し
て
高

い
利
潤
率
を
獲
得
し
え
た
結
果
で
も
あ
っ
た
。

（引品）〉－H－－

F
r・
－
P
S
N
寸
・
司
－M
品
∞
・
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
最
低
価
格
。

ハ
m
g
A
P
H－－
F
r・
－
∞
、
同
由
民
、
司
－N
m
p
オ
ー
プ
ン
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
の
そ
れ
ぞ
れ
の
最
低
価

格。

（

ね

〉

〈川品）
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・
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1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積約

（日ぬ〉同吋
J

『
。
．
。
、
．
町
民
H
4

毘
Y
伺

mxrma・

（
叫
叫
）
与
さ
g
h
H
N
M
N
a
w
M
V
。ミ‘

H
U
h
N
師、－
Z
M
W
－

ハ
切
む
周
知
の
ご
と
く
ダ
ッ
ジ
社
は
、
ダ
ッ
ジ
兄
弟
に
よ
っ
て
一
九
一
四
年
に
設
立
さ
れ
た
有
力
な
自
動
車
会
社
で
あ
っ
た
。
当
初
フ

t
l
ド
社

な
ど
に
対
す
る
部
品
納
入
業
者
と
し
て
出
発
し
た
が
、
第
一
次
大
戦
前
後
か
ら
乗
用
車
・
ト
ラ
ッ
ク
の
生
産
を
も
開
始
し
、
フ
ォ
ー
ド

T
型
車

に
似
た
耐
久
性
と
秀
れ
た
エ
ン
ジ
ン
に
よ
っ
て
フ
ォ
ー
ド
、

G
M
に
次
ぐ
地
位
を
獲
得
し
た
。
一
九
二

O
年
に
ダ
ッ
ジ
兄
弟
は
相
次
い
で
他
界

し
た
が
、
そ
れ
以
後
も
健
全
経
営
を
続
け
た
。
し
か
し
二
五
年
に
ダ
ッ
ジ
未
亡
人
は
同
社
を
個
人
銀
行
商
会
巴
＝
oE
除

mgnごり
0
・
に
一
億

四
六

O
O万
ド
ル
で
売
却
す
る
。
一
方
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
は
同
社
工
場
設
備
と
秀
れ
た
デ
ィ
ー
ラ
ー
網
（
一
一
二
六

O
軒
）
の
獲
得
の
た
め
す
で

に
二
六
年
に
は
買
収
工
作
に
着
手
し
た
が
、
こ
れ
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
一
一
七
年
末
に
ダ
ッ
ジ
社
は
国
吉
岡
同
g
n
r
に
メ
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
で
あ

る
垂
直
統
合
工
場
ハ
敷
地
五

O
エ
ー
カ
ー
、
床
面
積
五

O
O万
平
方
フ
ィ
ー
ト
〉
を
有
し
た
ほ
か
、
デ
ト
ロ
イ
ト
に
五
つ
の
工
場
を
も
ち
、

そ
の
純
価
値
は
約
七
千
万
ド
ル
に
達
し
た
。
当
時
ク
ラ
イ
ス
ラ
1
社
の
純
有
形
固
定
資
産
価
値
は
そ
の
三
分
の
一
に
も
み
た
な
い
こ
二

O
O万

ド
ル
に
す
ぎ
な
か
っ
た
ハ
ミ

g
とぷ
H
U
M
S
。

（
叩
却
〉
単
向
。
。
札
H
．h
H
U
M
M
W
－

ハm
却
〉
以
上
、
弘
法
E
E
N

河内、。、
F
H
U
M
句－

k
p
h
．‘』三崎
N
H
w

唱－
H
O
ω
u
ω
4
・
r
司・

2
コ
O
R－
N
ア
・司－

g
也、

S

N
∞・

ハ
ω〉
k
p
h
－
g
R－
Nω

－

ss－司－
N
由
去
の

Z
3
－F
毛・町民同・句唱－
N
H
・

（H
U

）
与
－
L

戸、〉司・

5
、
S

N

P

唱・明
m
w
H

・

ハ
必
）
こ
の
点
を
最
も
強
調
し
て
い
る
の
は
、
〉
r
o
s
a
r
uご。、－

C
H・
－
で
あ
る
。

（
川
町
〉
与
さ
E
Q
N

河内、。、
F

H

匂同句・

ハ
叫
）
与
お
き
去
に
河
内
、
。
、
H
－
N
U
M
b
－
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第
四
章

代
替
市
場
下
の
中
堅
企
業

120 

二
0
年
代
央
に
繁
栄
を
享
受
し
て
い
た
中
堅
企
業
は
、
し
か
し
同
年
代
後
半
に
は
G
M
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
l
の
積
極
的
拡
張
策
に
よ

っ
て
著
し
い
競
争
激
化
に
直
面
し
た
。
こ
の
た
め
二
六
年
に
は
早
く
も
彼
ら
の
利
潤
率
は
大
幅
に
低
下
し
、
こ
れ
に
対
応
し
て
ほ
ぼ

一
斉
に
生
産
の
合
理
化
・
効
率
化
策
が
採
用
さ
れ
た
。
な
か
に
は
中
級
車
以
外
の
車
種
へ
と
拡
張
を
は
か
る
企
業
も
現
わ
れ
た
が
、

つ
い
に
中
堅
企
業
は
最
低
価
格
帯
へ
は
参
入
し
え
な
か
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
こ
う
し
た
積

そ
れ
は
高
級
車
を
除
い
て
は
成
功
せ
ず
、

極
策
は
同
年
代
末
に
は
彼
ら
に
か
な
り
の
金
融
的
負
担
を
課
す
こ
と
に
な
っ
た
。
他
方
、
中
級
車
需
要
は
概
し
て
二

0
年
代
後
半
に

は
増
加
傾
向
を
辿
り
一
部
の
中
堅
企
業
の
利
潤
率
も
回
復
し
た
。
こ
の
た
め
彼
ら
は
拡
張
意
欲
を
次
第
に
失
な
い
、
む
し
ろ
金
融
ポ

ジ
シ
ョ
ン
の
強
化
や
高
配
当
の
維
持
な
ど
を
主
た
る
経
営
目
標
と
す
る
に
至
っ
た
。
以
下
、
中
堅
企
業
に
お
け
る
蓄
積
の
特
質
を
有

力
企
業
に
即
し
て
検
討
し
よ
う
。

ウ
ィ
リ
ス
・
オ

l
ヴ
ア
ー
ラ
ン
ド
社

積
極
的
な
拡
張
策
を
背
景
に
フ
ォ
ー
ド
T
（

A
）
型
車
、

シ
ポ
レ
ー
か
ら
な
る
最
低
価
格
帯
へ
本
格
的
な
参
入
を
は
か
っ
た
唯
一

の
中
堅
企
業
は
ウ
ィ
リ
ス
・
オ
1
ヴ
ア
ー
ラ
ン
ド
社
で
あ
っ
た
。
二

0
年
代
前
半
に
再
建
を
ほ
ぼ
完
了
し
た
同
社
は
二
五
年
初
頭
に

は
オ
l
ヴ
ァ
ラ
ン
ド
お
よ
び
ウ
ィ
リ
ス
・
ナ
イ
ト
の
六
気
筒
草
に
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ュ
l
・
モ
デ
ル
を
発
表
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
低
価
格

で
あ
り
な
が
ら
そ
れ
よ
り
も
一

J
ニ
テ
ン
ク
上
の
性
能
を
誇
る
乗
用
車
と
し
て
高
い
評
価
を
博
し
た
。
こ
の
年
の
三
月
に
は
ウ
ィ
リ

ス
・
ナ
イ
ト
車
の
生
産
は
五
一
一

O
O台
、に
達
し
、

ま
た
翌
四
月
に
は
オ
l
ヴ
ア
ー
ラ
ン
ド
の
囲
気
筒
車
が
日
産
六

O
O台、

同
六



気
筒
車
も
二
五

O
台
を
生
産
し
、
前
者
と
も
あ
わ
せ
四
月
下
旬
に
は
合
計
一
一
九
三
台
と
い
う
日
産
と
し
て
は
当
社
の
最
高
水
準
か

記
録
し
い
～
。
二
五
年
全
体
の
売
上
台
数
は
二
一
万
台
余
、
ハ
ド
ソ
ン
に
は
ぬ
か
れ
た
も
の
の
そ
れ
で
も
中
堅
企
業
の
中
で
は
第
二
位

で
あ
っ
た
。
純
利
益
も
前
年
度
の
五
倍
へ
と
急
増
し
た
が
、
こ
ち
ら
の
方
は
低
価
格
政
策
が
た
た
っ
て
か
ハ
ド
ソ
ン
の
約
半
分
、
中

堅
企
業
の
中
で
は
最
低
の
水
準
に
と
ど
ま
っ
た
。
競
争
の
激
化
に
対
応
し
て
翌
二
六
年
央
に
は
さ
ら
に
オ
l
ヴ
ア
ー
ラ
ン
ド
・
ラ
イ

ン
は
フ
ィ
ベ
ッ
ト

4

当
E
3
2
品
と

6
へ
と
フ
ル
・
モ
デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
さ
れ
る
。
価
格
は
や
や
上
昇
し
た
が
、
そ
れ
で
も
後
者

1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積肘

は
六
気
筒
ク
ロ
ー
ズ
ド
車
と
し
て
は
七
九
五
ド
ル
（
コ
l
チ
〉
と
エ
セ
ッ
ク
ス
を
三

0
ド
ル
ほ
ど
上
回
っ
た
の
み
で
あ
り
、
し
か
も

以
後
急
速
に
価
格
を
引
下
げ
た
。
と
り
わ
け
囲
気
筒
車
は
二
八
年
初
頭
に
全
モ
デ
ル
に
わ
た
っ
て
九
O
J二
0
0ド
ル
に
及
ぶ
大
幅

な
価
格
引
下
げ
を
実
施
し
、
ツ
ー
リ
ン
グ
車
の
価
格
は
四
五
五
ド
ル
、
ク

1
・
へ
は
五
三
五
ド
ル
へ
と
低
下
し
た
。
後
者
の
価
格
は
A

（

2
）

F
 

シ
ボ
レ
ー
よ
り
は
五

0
ド
ル
安
か
っ
た
。
こ
何
ら
を
中
心
に
販
売
台
数
は
急
増
し
、
二
八
年
に
は

型
寧
よ
り
は
四

0
ド
ル
高
い
が
、

中
堅
企
業
の
中
で
は
最
高
灯
、
そ
し
て
、

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
を
約
四
万
台
下
回
る
に
す
ぎ
な
い
一
一
一
一
万
台
余
へ
と
達
し
た
。

フ
ォ
l

ド、

σ
Mに
真
向
か
ら
価
格
競
争
を
挑
む
企
業
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
並
行
し
て
生
産
設
備
も
強
化
さ
れ
た
。
再
建
過
程
で
多
て
の
施
設
を
売
却
し
た
と
は
い
え
、
同
社
は
有
力
な
エ
ン
ジ
ン
・

鋳
物
メ
ー
カ
ー
の
者

E
g
g
s
e可
除
冨

R
E
s
n
o－
－
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
メ
ー
カ
ー
の
巧

E
3
0冨
2
8
4『
円
0
・
な

ハ
3
〉

ど
を
傘
下
に
収
め
、
中
堅
企
業
の
中
で
は
大
量
の
部
品
を
内
製
す
る
統
合
企
業
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
二
五
年
に
は
同
切
・

ω丹
市
民
ヨ

冨
O
昨
日
凸
0
・
を
買
収
し
て
高
級
事
ラ
イ
ン
の
鉱
張
を
も
は
か
っ
た
。
同
年
以
降
工
場
資
産
価
額
は
急
増
し
た
が
、
と
く
に
生
産
増

加
が
著
し
い
二

0
年
代
末
に
は
顕
著
で
あ
っ
た
。

・こ
れ
ら
が
フ
ィ
ベ
ッ
ト
の
価
格
引
下
げ
を
可
能
に
す
る
生
産
力
的
基
盤
を
な
し
た

の
で
あ
る
。
二
七
年
末
に
日
産
八

O
O台
の
能
力
を
誇
っ
た
ト
レ
ド
の
主
工
場
は
二
八
年
四
月
の
約
一

O
O万
ド
ル
の
投
資
に
よ
っ

て
日
産
能
力
を
一
五
五

O
台
へ
と
倍
増
さ
せ
た
。
ま
た
ほ
ぽ
閉
じ
頃
に
は
、
フ
ォ
ー
ド
、

G
M以
外
の
企
業
と
し
て
は
最
初
の
地
方
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組
立
工
場
を
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
に
建
設
し
た
。
ほ
ぼ
四
カ
月
の
工
期
と
一
五

O
万
ド
ル
の
投
資
に
よ
っ
て
日
産
三

O
O台
、
約
一

0
0
0人
の
雇
用
を
擁
す
る
新
工
場
が
完
成
し
た
が
、
さ
ら
に
二
九
年
四
月
に
は
一

O
O万
ド
ル
の
投
資
を
通
じ
て
生
産
能
力
は
ほ

ぼ
三
分
の
一
増
加
し
た
。
こ
の
ほ
か
二
八
年
に
は
ト
レ
ド
の
ボ
デ
ィ
工
場
も
拡
張
さ
れ
た
。

122 

だ
が
ウ
ィ
リ
ス
・
ォ
l
ヴ
ア
ー
ラ
ン
ド
は
巨
大
企
業
の
一
翼
を
占
め
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
売
上
台
数
が
従
来
の
最
高
を
記
録

し
た
二
八
年
に
は
そ
の
純
利
益
は
大
き
く
低
下
し
、
売
上
高
が
約
半
分
に
す
ぎ
な
か
っ
た
二
七
年
と
ほ
ぼ
同
額
に
と
ど
ま
っ
た
（
前

掲、

E
l
u表
）
。
そ
の
主
た
る
原
因
は
フ
ィ
ベ
ッ
ト
な
ど
製
品
ラ
イ
ン
の
フ
ル
・
モ
デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
に
基
づ
く
コ
ス
ト
上
昇
と

シ
ェ
ア
拡
大
の
た
め
の
過
大
な
価
格
引
下
げ
策
に
あ
っ
た
。
従
来
か
ら
同
社
は
大
衆
車
の
価
格
を
フ
ォ
ー
ド
と
シ
ボ
レ
！
と
の
中
間

に
設
定
す
る
低
価
格
政
策
を
採
用
し
て
い
た
か
ら
利
潤
率
は
概
し
て
同
規
模
の
中
堅
企
業
に
比
べ
低
水
準
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
え

各
年
の
そ
の
変
動
も
著
し
く
大
き
か
っ
た
。
い
わ
ば
コ
ス
ト
管
理
に
重
大
な
難
点
を
残
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ベ
ッ
ト
の
価

格
も
ま
た
そ
の
生
産
効
率
が
許
容
す
る
以
上
に
低
水
準
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。
恥
一
九
年
春
に
売
上
台
数
が
ま
ず
ま
ず
の
水
準
を
維
持

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
利
潤
率
は
大
幅
に
低
下
し
、
こ
の
た
め
つ
い
に
同
年
五
月
に
は
一
五

t
二
0
ド
ル
、
さ
ら
に
七
月
に
も
一
五

ー
三

0
ド
ル
の
価
格
引
上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
フ
ォ
ー
ド
、
シ
ポ
レ
！
と
の
価
格
競
争
と
い
う
企
図
は
や
や
後
退
し
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
年
央
に
は
利
潤
率
は
改
差
回
し
た
が
、
二
九
年
全
体
で
は
純
収
入
は
二
八
年
を
か
な
り
下
回
り
、
ま
た
設
備
拡
張

に
と
も
な
う
償
却
費
が
前
年
よ
り
も
四
倍
増
加
し
た
こ
と
と
も
あ
い
ま
っ
て
他
の
企
業
に
先
が
け
て
五

O
O万
ド
ル
も
の
赤
字
決
算

へ
と
転
落
し
た
。
他
方
、
二
八
年
に
は
普
通
株
の
配
当
も
再
開
〈
優
先
株
配
当
は
二
五
年
か
ら
〉
さ
れ
、
二
九
年
に
は
欠
損
に
も
か

か
わ
ら
ず
三
七

O
O万
ド
ル
が
支
払
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
二
八
年
ま
で
急
増
し
て
い
た
剰
余
金
勘
定
も
二
九
年
に
は
大
き
く

低
下
し
、
同
じ
く
運
転
資
本
も
減
少
し
た
。
か
ぐ
て
大
恐
慌
の
到
来
と
と
も
に
同
社
は
重
大
な
金
融
難
に
陥
り
、

つ
い
に
は
破
産
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。



1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積伺

（1
v
h可。込町
M

色
町
、
S
E
3
毛
・
円
た
・・

司司－
M

∞
∞
J
叶
・
二
五
年
型
オ
l
ヴ
ア
ー
ラ
ン
ド
引
の
価
格
（
セ
ダ
ン
〉
は
五
九
五
ド
ル
と
T
型
車
よ
り

は
七
五
ド
ル
高
か
っ
た
が
、
シ
ポ
レ
ー
よ
り
は
五

0
ド
ル
安
か
っ
た
〈
k
A
・N
－
司
与
・
ぉ
・

S
N町
、
若
－

N
2
t
u
a）。

〈
2
〉
以
上
に
つ
い
て
は
拙
稿

ω一
七
五
J
七
頁
に
よ
る
。

（
3
）
開
〈
曲
明
－

r刷
開
少
。
、
．
町民同
・・

司－
H
吋
N
－

（
4
〉
与
－
h
・同吋
m
L
Y
A
P
－一戸申
N
∞・司
－H
叶∞・

（
5
〉
み
－
H
・・〉司－

E
－
S
N∞・司－
gNU
〉司－

N
F
S
N由
・
司
・
ミ
日
・
な
ど
に
よ
る
。

〈
6
）
以
上
、

h
－H
－
P
A
ミ
呂
、
司
・
叶
∞
∞
一
』
ロ
一
司

NF
唱－

E
P
S
N由
・
に
よ
る
。
な
お
同
社
の
ニ
九
年
前
半
六
カ
月
の
純
利
益
ハ
税
引
後
）
は

四
二
ハ
万
ド
ル
と
前
半
同
期
を
一
五

O
万
ド
ル
ほ
ど
下
回
り
、
一
株
あ
た
り
利
益
で
も
一
・
一
一
ド
ル
と
同
じ
く
前
年
周
期
の
ニ
・

O
一
ド
ル
よ

り
大
幅
に
低
下
し
た
。
し
か
し
価
格
引
上
げ
に
よ
っ
て
第
五
・
四
半
期
に
は
業
績
は
や
や
改
善
さ
れ
て
い
る
ハ
ト
h
・
〉
区
間
一－
M
品・

S
N
P
唱－

M
∞町一）。

ス
チ
ュ

l
ド
ベ
ー
カ
ー
社

二

0
年
代
後
半
の
中
堅
企
業
の
中
で
最
も
積
極
的
な
鉱
張
お
よ
び
合
理
化
策
を
採
用
し
た
の
は
ス
チ
ュ

l
ド
ベ
ー
カ
ー
社
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
当
社
の
主
力
車
種
が
他
の
中
堅
企
業
よ
り
ほ
ぼ
一
ラ
ン
ク
上
の
一

0
0
0ド
ル
以
上
の
価
格
帯
に
属
し
、
し
か
も
こ
の

ク
ラ
ス
に
対
す
る
需
要
は
二

0
年
代
央
以
降
に
は
ヨ
リ
低
価
格
車
へ
の
シ
フ
ト
に
よ
り
全
体
と
し
て
低
下
し
た
こ
と
、
ま
た
一

0
0

0
ド
ル
以
上
の
価
格
帯
に
お
い
て
も
ナ
ッ
シ
ュ
や
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
な
ど
有
力
車
種
に
対
し
て
そ
の
製
品
ラ
イ
ン
の
改
善
が
不
充
分
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
シ
ェ
ア
の
持
続
的
な
低
下
に
み
ま
わ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

同
社
の
ま
ず
第
一
の
拡
張
策
は
二
六
年
に
社
長
の
名
前
を
冠
し
た
低
価
格
中
級
車
ア

l
ス
カ
イ
ン
開

a
E
Z
（
八
三
五
ド
ル
〉
を

第
二
の
ポ
ン
テ
ィ
ア
ク
を
め
ざ
し
て
発
表
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
ク
ラ
ス
に
は
す
で
に
有
力
車
種
が
地
位
を
確
立
し
終

123 

え
て
い
た
。

ア
ー
ス
カ
イ
ン
は
こ
れ
ら
の
先
行
車
種
に
性
能
で
は
見
劣
り
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
逆
に
そ
の
シ
ェ
ア
を
奪
う

をj



竜自

だ
け
の
魅
力
に
も
欠
け
て
い
た
。
し
か
も
ス
チ
ュ

l
ド
ベ
ー
カ
ー
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
網
が
一

0
0
0ド
ル
を
切
る
乗
用
車
の
販
売
に
不

慣
れ
で
あ
っ
た
こ
と
も
災
い
し
た
。
か
く
て
こ
の
ニ
ュ

l

・
モ
デ
ル
は
性
能
の
割
に
は
売
上
高
を
増
加
し
え
ず
（

E
l
9表
）
、
競
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争
上
の
考
慮
か
ら
利
幅
を
低
め
に
抑
え
て
い
た
こ
と
と
も
あ
い
ま
っ
て
二
九
年
に
は
つ
い
に
生
産
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ア
ー

ス
カ
イ
ン
は
有
力
企
業
の
乗
用
車
と
し
て
は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
低
い
評
価
を
得
た
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
第
二
に

二
八

t
二
九
年
に
は
ス
チ
ュ

1
ド
ベ
ー
カ
ー
社
は
一
転
し
て
高
級
車
メ
ー
カ
ー
の
ピ
ア
l
ス
・
ア
ロ
ウ
社
を
七
七
四
万
ド
ル
を
費
や

し
て
買
収
す
る
。
同
社
は
二

O
世
紀
初
頭
に
設
立
さ
れ
た
高
級
車
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
そ
の
製
品
ラ
イ
ン
は
三

O
O
O
t
一
万
ド
ル

に
も
及
ん
で
い
た
が
、
二

0
年
代
央
に
も
年
間
ほ
ぼ
五

O
O
O台
の
安
定
し
た
売
上
高
を
誇
っ
て
い
た
。
買
収
以
後
、
ピ
ア
l
ス
・

ア
ロ
ウ
の
製
品
ラ
イ
ン
は
一
新
さ
れ
、
そ
の
主
力
車
種
で
あ
る
ス
ト
レ
ー
ト

8
シ
リ
ー
ズ
は
フ
ル
・
モ
デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
さ
れ
た
。

ま
た
生
産
能
力
も
二
九
年
四
月
に
は
日
産
一

O
O台
へ
と
拡
張
さ
れ
た
。
二

0
年
代
末
の
短
期
に
終
わ
っ
た
高
級
車
ブ

l
ム
の
中
で

当
社
の
売
上
高
は
二
九
年
に
は
前
年
比
六

O
%増
の
一
万
三
四
七
台
ハ
う
ち
ト
ラ
ッ
ク
五

O
七
台
〉
に
も
達
し
、

ヵ
ー
に
よ
る
高
級
車
ラ
イ
ン
へ
の
拡
張
は
成
功
し
た
か
に
思
わ
れ
た
。

ス
チ
ュ
l
ド
ベ
l

製
品
ラ
イ
ン
の
拡
張
と
な
ら
ん
で
、
二

0
年
代
後
半
に
は
同
社
の
全
製
造
施
設
を
サ
ウ
ス
ベ
・ン
ド
へ
と
統
合
す
る
合
理
化
策
も
実

施
に
移
さ
れ
た
。
ま
ず
二
六
年
に
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
と
製
造
担
当
副
社
長
が
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
デ
ト
ロ
イ
ト
か
ら
サ
ウ

ス
ベ
ン
ド
へ
と
移
転
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
全
経
営
陣
が
同
社
史
上
は
じ
め
て
ひ
と
つ
の
都
市
へ
と
統
合
さ
れ
た
が
、
こ
の
た
め
後

者
に
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
研
究
施
設
、
テ
ス
ト
場
な
ど
が
新
設
さ
れ
た
。
つ
い
で
二
八
年
春
以
降
に
製
造
施
設
の
移
転
が
開
始

さ
れ
た
。
サ
ウ
ス
ベ
ン
ド
に
デ
ト
ロ
イ
ト
の
機
械
工
具
を
受
け
入
れ
る
新
工
場
が
約
一

O
O万
ド
ル
の
工
費
で
完
成
し
、

一
一
月
か

ら
一
二
月
初
頭
に
か
け
て
双
方
の
工
場
は
閉
鎖
さ
れ
移
転
を
終
え
た
。
早
く
も
一
二
月
に
は
操
業
を
再
開
し
、
こ
の
月
の
生
産
は
五

三
六
六
台
に
の
ぼ
っ
た
。
ま
た
最
後
に
残
さ
れ
た
ボ
デ
ィ
製
造
部
門
も
ニ
九
年
五
月
に
移
転
を
完
了
し
、
生
産
能
力
も
日
産
四
八

O



台
へ
と
倍
増
さ
れ
た
。
サ
ウ
ス
ベ
ン
ド
の
雇
用
は
二
八
年
初
頭
の
一
万
人
か
ら
二
九
年
三
月
に
は
一
万
六
、

0
0
0人
へ
と
増
加
し

た
。
以
上
の
移
転
の
た
め
の
総
コ
ス
ト
は
準
備
金
を
含
め
て
二
八
年
末
ま
で
に
約
六

O
O万
ド
ル
に
達
し
た
が
、
こ
の
生
産
施
設
の

ハ
U
）

統
合
に
よ
っ
て
当
社
は
年
間
三
J
四

O
O万
ド
ル
の
経
費
節
減
を
達
成
し
う
る
と
み
こ
ん
で
い
た
。

以
上
、
二

0
年
代
後
半
に
は
製
品
ラ
イ
ン
の
拡
張
・
合
理
化
投
資
の
み
で
一
五

O
O万
ド
ル
以
上
が
支
出
さ
れ
た
が
、
他
方
で
純

利
益
は
二
三
年
を
ピ
！
ク
に
低
下
を
続
け
、
同
年
代
後
半
に
も
回
復
し
え
な
か
っ
た
（
前
掲
、

Eー

9
表
〉
。
投
資
に
加
え
、

き
わ

1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積肘

め
て
寛
大
な
配
当
政
策
が
実
施
さ
れ
た
。

一
九
一
五
年
か
ら
二
三
年
に
至
る
期
間
に
当
社
は
純
利
益
の
約
四
二
%
を
配
当
支
払
に
充

当
し
た
が
、
二
七
年
に
は
こ
れ
は
八
二
%
、
二
九
年
に
は
一

O
六
%
へ
と
上
昇
し
た
。
反
面
、
他
の
多
く
の
自
動
車
企
業
と
同
様
に

ハロ）

外
部
か
ら
の
資
金
導
入
に
は
き
わ
め
て
消
極
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
内
部
留
保
の
蓄
積
は
同
年
代
後
半
に
は
大
き
く
減
少
し
た
。
二
九

年
に
は
流
動
資
産
も
運
転
資
本
も
大
き
く
減
少
し
、
そ
の
金
融
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
悪
化
し
た
。
大
恐
慌
期
の
三
三
年
に
同
社
が
破
産
に

陥
る
原
因
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

〈7
〉

ωει
司

r
と向。『の
O
『
司
・
与
さ
S
A
H
N
』
N
a

、。、町、
H
M
W
M
q
－

〈8
〉
聞
な
ロ
ロ
市
島
一
ヲ
。
、
．
町
民
？
唱
・

5
一明・

（9
〉

k
f
g
a
h
p宮
、
H
U
H
U
M
U
・
ミ
gn
刷、
．

h

ヨ
S
E
h
ミ

εミ
き
ミ
ミ
－
H
匂
旬
。
・
こ
の
買
収
の
た
め
二
八
年
八
月
に
ス
チ
ュ
l
ド
ベ
ー
カ
ー

は一

O
O
W息
子
会
社
司
・
〉
・ω・
宮
o
g『
闘
の
O
『
司
（
資
本
金
二

O
O万
ド
ル
）
を
設
立
し
、
そ
の
全
株
式
と
交
換
に
ピ
ア
l
ス
・
ア
ロ
ウ
社
の

B
ク
ラ
ス
株
を
取
得
し
た
。
翌
二
九
年
に
は
後
者
の
A
ク
ラ
ス
株
一
二
九
、

O
一
四
株
を
取
得
す
る
が
、
う
ち
一

O
一一一、七
O
O株
は
公
開
市

場
で
三
三
三
・
六
万
ド
ル
の
現
金
に
よ
っ
て
、
残
り
は
同
額
の
ス
チ
ュ
l
ド
l
ベ
ー
カ
ー
社
普
通
株
と
の
交
換
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
。
二
九

年
の
総
投
資
額
は
五
七
四
万
ド
ル
に
達
し
た
。
な
お
ピ
ア
l
ス
・
ア
ロ
ウ
社
は
大
恐
慌
期
の
一
九
三
三
年
に
は
業
績
不
振
に
よ
り
わ
ず
か
一

O

O
万
ド
ル
で
売
却
さ
れ
た
。

（m
v
hミ
E
Q
N

河内、。、
P
H
U
M
q
・

〈日〉

hSRah
河内、。、
P
H
U
M
h
J
M
U
・
サ
ウ
ス
ベ
ン
ド
へ
の
製
造
施
設
の
移
転
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
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2
は
ニ
六
年
に
移
転
が
完
了
し
た
と
し
て
い
る
し
、
明
、
H

，P

。h
v

・町民同・・唱
－
gm
で
は
ニ
九
年
に
こ
れ
が
開
始
さ
れ
た
と
あ
る
。
以
下
は
主
と

し
て
当
社
の

k
A
3
5白
河
内
、
。
E
H
U
M
旬
の
記
述
に
従
っ
た
。
な
お
、

h
p
h
－
Z
R－
H
罰、司
・品
目
。
、
怠
明
日
〉司－

N
N

司・

2
0・
S
N由
・
を
も

参
照
。

ハ
ロ
〉
ニ

0
年
代
を
通
じ
て
長
期
負
債
は
存
在
し
な
か
っ
た
し
、
普
通
株
発
行
額
の
増
加
は
二
二
年
一
二
月
の
二
五
%
株
式
配
当
お
よ
び
ニ
九
年

の
ピ
ア
l
ス
・
ア
ロ
ウ
社
買
収
に
ほ
ぼ
由
来
し
た
〈
前
掲
、

E
1
9表）。
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ハ
ド
ソ
ン
社

ス
チ
ュ

1
ド
ベ
ー
カ
ー
社
に
一
示
さ
れ
た
生
産
設
備
の
合
理
化
・
効
率
化
は
他
の
中
堅
企
業
に
お
い
て
も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
ほ
ぼ

場
で
あ
っ
た
。

一
般
に
生
じ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
生
産
力
の
性
格
を
最
も
端
的
に
示
し
て
い
る
の
は
ハ
ド
ソ
ン
社
の
デ
ト
ロ
イ
ト
工

フ
ォ
ー
ド
の
よ
う
に
量
産
可
能
な
単
一
車
種
へ
の
特
化
も
で
き
ず
、
ま
た

G
M
や
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
よ
う
な
フ
ル
・

ラ
イ
ン
を
展
開
す
る
能
力
に
も
欠
け
た
中
堅
企
業
の
多
く
は
部
品
製
造
と
完
成
事
の
組
立
を
一
地
域
へ
と
集
中
化
し
、
設
備
投
資
を

節
約
す
る
と
同
時
に
高
い
生
産
性
を
確
保
す
る
と
い
う
方
途
を
追
求
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
二

0
年
代
後
半
に
お
け
る
ハ
ド

ソ
ン
社
の
生
産
力
構
成
を
や
や
立
入
っ
て
検
討
し
よ
う
。

デ
ト
ロ
イ
ト
工
場
は
つ
ぎ
の
三
つ
の
主
要
な
生
産
施
設
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
メ
イ
ン
・
．
フ
ラ
ン
ト
は
ハ
ド
ソ
ン
、

二己

セ

ツ
ク
ス
用
の
シ
ャ
シ
ー
を
は
じ
め
モ
ー
タ
ー
、

ト
ラ
ン
ス
ミ
ツ
シ
ョ
ン
、

ク
ラ
ッ
チ
な
ど
を
日
産
一
、
八

O
O台
分
生
産
し
う
る
能

カ
を
有
し
た
の
に
加
え
、
九
時
間
で
二
、

0
0
0台
の
完
成
車
を
組
立
て
う
る
ア
セ
ン
ブ
リ
l
・
ラ
イ
ン
が
備
え
ら
れ
て
い
た
。
つ
い

で
こ
れ
に
隣
接
し
て
ア
ク
ス
ル
工
場
（
床
面
積
四
・
五
エ
ー
カ
ー
）
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
日
産
一
、
八

O
O台
の
フ
ロ
ン
ト
お
よ
び

リ
ア
・
ア
ク
ス
ル
を
生
産
し
た
。
最
後
に
、
同
じ
く
メ
イ

ン
・
．
フ
ラ
ン
ト
に
隣
接
し
て
ボ
デ
ィ
工
場
（
床
面
積
一
二
・
五
エ
ー
カ
ー
）

が
立
地
し
、
九
時
間
に
二
、

0
0
0台
の
ボ
デ
ィ
を
製
造
、
組
立
、
塗
装
し
う
る
能
力
を
有
し
た
。
こ
の
よ
う
に
主
要
工
場
が
著
し



く
接
近
し
て
建
設
さ
れ
た
結
果
、
資
材
の
運
搬
コ
ス
ト
や
在
庫
管
理
コ
・ス
ト
は
低
下
し
回
転
率
の
上
昇
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
ボ

デ
ィ
工
場
に
は
世
界
最
大
か
つ
最
新
の
パ
ン
チ
・
プ
レ
ス
が
、

ア
ク
ス
ル
工
場
に
は
最
大
級
の
ギ
ア
・
カ
ッ
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
備
え

ら
れ
る
な
ど
新
鋭
機
械
が
配
置
さ
れ
た
。
さ
ら
に
プ
レ
ス
工
程
や
部
品
の
機
械
加
工
工
程
は
資
本
投
資
と
ス
ペ
ー
ス
を
節
約
す
る
た

1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積伺

め
、
年
聞
に
わ
た
っ
て
二
交
替
制
が
採
用
さ
れ
た
。
つ
い
で
以
上
の
各
工
程
聞
の
密
接
な
調
整
な
ら
び
に
生
産
の
計
画
化
を
達
成
す

る
た
め
、
製
造
・
組
立
の
そ
れ
ぞ
れ
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
は
テ
レ
・
タ
イ
プ
が
設
置
さ
れ
、
作
業
の
順
序
や
組
立
て
ら
れ
る
べ
き

モ
デ
ル
に
つ
い
て
印
刷
さ
れ
た
指
令
が
直
ち
に
伝
達
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
六
、

0
0
0に
も
及
ぶ
異
な
る

自
動
車
の
色
彩
、

ひ
と
つ
の
運
動
体
と
し
て
機
能
し
う
る
シ
ス
テ
ム
も
確
立
し
た
。

産
台
数
で
業
界
最
高
の
水
準
を
誇
り
え
た
の
で
あ
っ
た
。

生
産
工
程
が
調
整
さ
れ
、

ハ
ド
ソ
ン
工
場
は
床
面
積
あ
た
り
の
生

二
0
年
代
後
半
に
も
エ
セ
ッ
ク
ス
の
販
売
台
数
は
や
や
増
加
し
年
間
ほ
ぼ
二

O
万
台
の
水
準
を
維
持
し
た
が
、
競
争
激
化
の
た
め

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
も
二
七
年
の
六
・
四
%
を
ピ
l
ク
に
二

従
来
の
よ
う
な
急
激
な
売
上
増
は
も
は
や
望
む
べ
く
も
な
か
っ
た
。

九
年
に
は
五
%
ま
で
低
下
し
た
（
E
｜

9
表
〉
。
こ
れ
に
加
え
て

0
0
0ド
ル
以
上
の
価
格
帯
に
あ
っ
た
ハ
ド
ソ
ン
草
に
対
す
る

需
要
は
低
下
し
二
五
年
以
降
販
売
台
数
は
絶
対
的
に
減
少
し
た
。
シ
ェ
ア
の
回
復
を
は
か
つ
て
、
エ
セ
ッ
ク
ス
、
ハ
ド
ソ
ン
の
モ
デ

ル
・
チ
ェ
ン
ジ
は
ほ
ぼ
毎
年
実
施
さ
れ
、
ま
た
価
格
も
引
下
げ
ら
れ
た
。
二
六
年
二
月
に
八
六

0
ド
ル
で
あ
っ
た
エ
セ
ッ
ク
ス
の
最

低
価
格
（
コ

l
チ
）
は
二
九
年
二
月
に
は
六
九
五
ド
ル
〈
同
）
へ
、
ま
た
ハ
ド
ソ
ン
の
最
低
価
格
も
こ
の
間
に
一
、
二
八

0
ド
ル
か

ら
一
、

O
九
五
ド
ル
へ
と
低
下
し
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
二
八

t
二
九
年
に
は
生
産
体
制
の
さ
ら
な
る
合
理
化
と
強
化
を
目
的
に
七

O
O万
ド
ル
も
の
粗
投
資
が
実
施
さ
れ
、
ボ
デ
ィ
生
産
の
増
強
な
ら
び
に
当
時
の
商
業
率
ブ
l
ム
を
享
受
す
べ
く
ト
ラ
ッ
ク
生
産
も

開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
以
上
の
方
策
は
、
売
上
高
に
大
幅
な
改
善
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
同
社
の
財
務
状
況
に
か
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な
り
の
負
担
を
か
e

け
た
。
二
九
年
に
は
売
上
金
額
は
二
五
年
の
ピ
l
ク
を
わ
ず
か
に
上
回
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
純
利
益



〈
刊
山
）

は
そ
の
約
半
分
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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（
日
）
国
主
回
0
2

宮

o
g円
。
号
。
0
・
・
与
さ

EN
河内、。
E
H
U
M
匂
・
こ
の
工
程
聞
の
調
整
の
た
め
に
ハ
ド
ソ
ン
社
で
は
一
つ
の
特
別
な
部
門
が
設

け
ら
れ
た
。
ま
た
賃
金
支
払
に
は
「
個
人
的
な
努
力
よ
り
も
集
団
と
し
て
の
成
果
を
評
価
す
る
」
ギ
ャ
ン
グ
・
シ
久
テ
ム
が
採
用
さ
れ
、
さ
ら

に
三
霊
に
及
ぶ
厳
密
な
検
査
工
程
が
存
在
し
た
と
い
う
。

（
M
〉
与
・L

『・・司伺－
Y

M
∞、回申
N
a
・唱－
NU1品
U

回り司『－
N

F

H

由一山由、司－
N

由hp
・

（
お
〉
弘
治
君
主
H
N

河内、。、
P
H
U
h
N
M
H
・回り吋。、。、．町民同
4

唱－
m
∞N
・

（
叫
山
）
の
ロ
『
『
予
。
・
？
円
、
丘
町
民
N
Q
H
芯
活
。
＼
。
。
号
。
E
H
R
』

V3」
品
な
な

MM3崎
支
え
怖
い
宅
島
潟
、
り
も
2
2芯
p
g合
・
に
よ
れ
ば
一
九
一
一
一
一

t
三
O

年
に
ハ
ド
ソ
ン
は
内
部
留
保
の
五
一
%
を
資
産
拡
張
に
あ
て
た
が
、
こ
の
比
率
は
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
に
つ
い
で
有
力
自
動
車
企
業
の
中
で
は
き
わ

め
て
高
い
水
準
に
あ
っ
た
。

四

ナ
ッ
シ
ュ
社

以
上
の
中
堅
企
業
の
拡
張
に
比
し
て
ナ
ッ
シ
ュ
社
は
低
投
資
と
高
流
動
性
の
維
持
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
特
徴
づ
け
ら
れ
た
。
同
社
は
ニ

0
年
代
央
に
ア
ジ
ャ
ッ
ク
ス
車
を
発
表
し
て
競
争
著
し
い
中
価
格
帯
へ
の
参
入
を
は
か
り
、
こ
れ
に
ま
ず
ま
ず
の
成
果
を
収
め
た
。

お
そ
ら
く
は
そ
の
強
化
の
た
め
に
二
六
年
一
二
月
に
は
ア
ジ
ャ
ッ
ク
ス
・
モ
ー
タ
ー
ス
社
の
名
称
を

z
a
r
z
o
g
a
m
R宮市

ハロ
v

そ
の
ブ
ラ
ン
ド
・
ネ
l
ム
も
ア
ジ
ャ
ッ
ク
ス
か
ら
ナ
ッ
シ
ュ
・
ラ
イ
ト

6
へ
と
改
称
し
た
。

ロ2
・
へ
と
変
更
す
る
と
と
も
に
、

し

か
し
以
後
同
社
は
定
評
あ
る
技
術
を
売
り
物
に
価
格
引
下
げ
幅
を
他
社
よ
り
は
低
め
に
押
さ
え
、

ア
ニ
ュ
ア
ル
・
モ
」
ア
ル
・
チ
ェ
ン

ジ
を
通
ず
る
品
質
と
性
能
の
改
善
を
通
じ
て
シ
ェ
ア
の
上
昇
を
は
か
っ
た
。

ナ
ッ
シ
ュ
車
の
最
低
価
格
は
ほ
ぼ
九

0
0ド
ル
前
後
に

と
ど
ま
り
、
こ
の
た
め
ハ
ド
ソ
ン
・
エ
セ
ッ
ク
ス
と
の
価
格
差
は
二
五
年
モ
デ
ル
の
一
三
五
ド
ル
か
ら
二
九
年
に
は
二

0
0ド
ル

ハ
凶
）

ハ
い
ず
れ
も
ク
ロ
ー
ズ
ド
寧
の
最
低
価
格
）
へ
と
拡
大
し
た
。
だ
が
、
フ
ル
・
モ
デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
し
た
二
八
年
モ
デ
ル
の
「
四

O



。
シ
リ
ー
ズ
」
は
当
時
の
中
級
車
需
要
増
に
支
え
ら
れ
め
ざ
ま
し
い
販
売
増
を
達
成
し
、
同
年
ナ
ッ
シ
ュ
の
販
売
台
数
は
史
上
最
高

に
達
し
た
。
こ
の
よ
う
な
需
要
の
増
加
に
対
応
し
て
、
さ
ら
に
は
生
産
効
率
の
上
昇
を
も
目
的
に
二

0
年
代
末
に
は
同
社
と
し
て
は

ハ
凶
〉

か
な
り
の
設
備
投
資
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
ず
二
七
年
に
は
約
一

O
O万
ド
ル
の
投
資
に
よ
っ
て
生
産
能
力
は
九

O
O台
ハ
日
）
へ
と

増
加
さ
れ
た
が
、
翌
二
八
J
二
九
年
に
も
約
三

O
O万
ド
ル
、
子
会
社
の
投
資
を
加
え
れ
ば
四

O
O万
ド
ル
以
上
の
設
備
拡
張
が
実

施
さ
れ
、
こ
れ
を
通
じ
て
二
九
年
に
は
同
社
の
日
産
能
力
は
一
、
一

O
O台
へ
と
達
し
た
。

と
く
に
各
種
の
部
品
・
素
材
生
産
の
砿

1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積肘

ま
ず
二
七
年
に
子
会
社
ジ
l
マ
ン
・
ボ
デ
ィ
社
は
パ
イ
ン
ブ
ラ
フ

E
S
E
C同
ハ
ア
l
カ
ン
ソ
l
〉
に
ボ
デ
ィ

用
木
材
加
工
工
場
を
新
設
し
た
。
こ
れ
ら
の
部
品
は
ミ
ル
ウ
ォ

l
キ
l
工
場
へ
と
搬
送
さ
れ
組
立
て
ら
れ
た
が
、
同
工
場
の
完
成
に

よ
っ
て
ボ
デ
ィ
製
造
能
力
が
高
ま
っ
た
の
み
な
ら
ず
ま
た
そ
の
コ
ス
ト
も
大
幅
に
削
減
さ
れ
与
え
た
と
い
う
。
さ
ら
に
二
八
J
二
九
年

に
も
同
工
場
の
拡
張
の
た
め
に
三
五
万
ド
ル
以
上
が
投
下
さ
れ
た
。
ま
た
二
八
年
に
は
ケ
ノ
シ
ャ
の
鋳
物
工
場
に
対
し
て
三

O
万
ド

張
は
め
ざ
ま
し
く
、

ル
以
上
の
拡
張
投
資
が
実
施
さ
れ
、
同
工
場
の
鋳
物
生
産
能
力
は
日
産
ほ
ぼ
一
、

0
0
0ト
ン
の
増
加
を
み
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
ナ

ツ
シ
ュ
は
銑
鉄
鋳
物
を
ほ
ぼ
自
給
し
う
る
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
二
八

t
二
九
年
に
は
ミ
ル
ウ
．
！
キ
l
、
レ
イ
ス
ン
の
各
工
場
の
拡

張
の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
一
六

O
、
五

O
万
ド
ル
が
投
資
さ
れ
た
。

L
か
し
以
上
の
新
投
資
も
他
の
中
堅
企
業
に
比
べ
な
お
小
規
模
で
あ
っ
た
し
、
ナ
ッ
シ
ュ
の
粗
固
定
設
備
価
額
も
二
七
年
を
ピ
l

ク
に
む
し
ろ
低
下
傾
向
す
ら
た
ど
っ
た
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
当
社
の
製
品
ラ
イ
ン
が
一
、

0
0
0ド
ル
を
や
や
下
回
る
水
準
か
ら

二、

0
0
0ド
ル
程
度
ま
で
の
三
車
種
へ
と
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
の
失
敗
に
こ
り
て
か
高
級
車
へ

ま
た
最
も
競
争
の
苛
烈
な
フ
ォ
ー
ド
・
シ
ボ
レ

1
・
ク
ラ
ス
は
も
と
よ
り
、
ポ
ン
テ
ィ
ア
ク
・
エ
セ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ

は
進
出
せ
ず
、

ス
と
の
直
接
の
価
格
競
争
も
回
避
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
価
格
帯
へ
の
集
中
は
ナ
ッ
シ
ュ
に
高
い
利
潤
率
の
獲
得
を
保
証
し
た
。
二

0
年
代
央
に
同
社
の
総
資
産
利
益
率
は
三

O
Zと
業
界
最
高
水
準
に
達
し
た
が
、
そ
れ
以
後
も
こ
の
傾
向
は
維
持
さ
れ
た
。
新
投
資
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に
よ
る
生
産
性
の
向
上
と
も
あ
い
ま
っ
て
二
七
J
二
八
年
に
は
同
社
の
利
潤
率
は
ピ
l
タ
に
達
し
た
。
こ
れ
が
ま
た
製
品
ラ
イ
ン
の

〈
幻
〉

拡
張
を
消
極
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
こ
の
設
備
拡
張
や
頻
繁
な
モ
デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
の
費
用
さ
ら
に
は
高
率
配
当
の
実
施
と

も
あ
い
ま
っ
て
二

0
年
代
末
に
は
内
部
留
保
は
や
や
低
下
し
た
が
、
そ
れ
で
も
他
の
中
堅
企
業
と
は
異
な
っ
て
剰
余
金
の
蓄
積
は
増
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加
を
続
け
、
ま
た
そ
の
流
動
性
も
申
し
分
な
か
っ
た
。
二
九
年
一
一
月
末
に
は
バ
ラ
ン
ス
・
シ

1
ト
上
の
「
現
金
」
の
み
で
純
工
場

資
産
額
の
ほ
ぼ
二
倍
に
達
し
、
こ
れ
に
「
政
府
証
券
」
を
加
え
る
と
全
資
産
の
三
分
の
こ
を
も
占
め
た
。
運
転
資
本
も
純
工
場
資
産

の
四
倍
以
上
に
も
及
ん
だ
。
か
く
て
ナ
ッ
シ
ュ
社
は
な
お
中
級
車
需
要
が
旺
盛
で
あ
っ
た
二

0
年
代
末
の
好
況
期
に
そ
れ
へ
と
集
中

し
て
著
し
く
高
い
利
潤
率
を
獲
得
し
、
同
じ
く
高
い
流
動
性
を
維
持
し
え
た
の
で
あ
る
。

〈
げ
〉
吋
A
g
r－
h
ミ
E
a
h
河
内
川
吾
、
H
－
H
匂
同
品
・

ハ叫凶）

k
p
h・
に
よ
る
各
年
型
車
の
一
覧
に
基
づ
く
。
ニ
九
年
二
月
現
在
、
ナ
ッ
シ
ュ
の
最
低
価
格
率
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
6
は
八
八
五
ド
ル
〈
セ
ダ

ン
〉
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
よ
り
大
型
の
ポ
ン
テ
ィ
ア
ク
〈
セ
ダ
ン
〉
は
七
四
五
ド
ル
、
エ
セ
ッ
ク
ス
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
〈
コ

1
チ
）
は
六
九

五
ド
ル
で
あ
っ
た
（
k
p
h
－
司
与
－
Mω

・
S
N由、司－
M

由。。

（
刊
以
）
以
下
の
設
備
鉱
張
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
与

3
2
h
p苦
E
H
U
M可
J
沼
山
ミ
S
弘
、
ぷ
ミ

gRミ
ミ
』
122H遣
S
F
H
Uお
J

8
な
ど

に
よ
る
。

〈
却
）
二
八
年
九
月
に
は
、
ミ
ル
ウ
ホ
1
キ
l
で
四
つ
の
工
場
が
拡
張
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ら
は
二
八
年
中
に
は
完
成
を
み
る
予
定
と
の
記
事

が
あ
る
（
kp
円、

ω
3・
MN・
HUN∞・司・品
N
3。

（
幻
）
た
と
え
ば
好
評
を
博
し
た
二
八
年
の
ニ
ュ

l

・
モ
デ
ル
四
O
Oシ
リ
ー
ズ
の
発
表
の
た
め
に
ジ
グ
、
型
、
工
具
へ
ニ

O
O万
ド
ル
の
支
出

が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
（
h
S
E
N
M
N
4。
E
H
U
M
S。

〈
詑
）
ナ
ッ
シ
ュ
が
著
し
い
流
動
性
を
維
持
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
は
の
ロ
『
『
予
。
、
－
np－
司
・
勾
に
も
あ
る
。

（
お
〉
二
六
年
度
に
ナ
ッ
シ
ュ
は
現
金
八
五
八
万
ド
ル
余
に
よ
っ
て
全
優
先
株
を
償
却
す
る
一
方
、
普
通
株
の
授
権
額
を
二
七
三
万
株
内
と
増
加



し
た
が
、
こ
の
う
ち
二
四
五
・
七
万
株
は
既
発
行
の
ニ
七
・
三
万
株
の
普
通
株
に
対
し
株
式
配
当
と
し
て
発
行
さ
れ
た
み

5
2
h
h
N
4。旦

H
U
M
q〉
。

五

ハ
ッ
カ
ー
ド
社

1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積伺

中
価
格
以
上
の
車
種
に
特
化
し
て
高
利
潤
を
獲
得
し
た
点
で
は
、
そ
の
乗
用
車
の
平
均
価
格
が
三
、

0
0
0ド
ル
に
も
達
す
る
高

級
車
メ
ー
カ
ー
、
パ
ッ
カ
ー
ド
社
は
典
型
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
二

0
年
代
初
頭
の
同
社
の
製
品
ラ
イ
ン
は
シ
ン
グ
ル
・
シ
ッ
ク
ス

（
二
、
三
五

O
J三
、
三
五

0
ド
ル
〉
と
戦
時
下
に
発
表
さ
れ
高
い
技
術
的
評
価
を
博
し
た
ツ
イ
ン
・
シ
ッ
ク
ス
の
改
良
版
（
三
、
八

五
O
J五
、
四

0
0ド
ル
）
と
の
二
ラ
イ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
二
三
年
に
後
者
は
ヨ
リ
小
型
で
強
力
な
八
気
筒
エ
ン
ジ
ン

を
装
備
し
た
ほ
ぼ
同
価
格
の
エ
イ
ト
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
二
五
年
に
は
こ
の
両
ラ
イ
ン
は
フ
ル
・
モ
デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
し
て
第
二
次

大
戦
後
の
高
級
車
に
普
及
す
る
幾
多
の
製
品
革
新
｜
｜
た
と
え
ば
シ
ャ
シ

l
の
摩
耗
を
防
ぐ
注
油
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
ー
ー
を
採

用
す
る
一
方
、
そ
の
価
格
は
シ
ン
グ
ル
・
シ
ッ
ク
ス
が
二
、
五
八
五

t
二
、
七
八
五
ド
ル
と
当
時
の
キ
ャ
デ
ィ
ラ
ッ
ク
ハ
二
、
九
九

五

t
四
、
四
八
五
ド
ル
〉
を
下
回
っ
た
た
め
売
上
高
も
急
増
し
、
二
五
年
に
は
二
万
七
、

0
0
0台
〈
町
｜
l
表
）
、
マ
イ
ナ
ー
・
チ
ェ

ン
ジ
さ
れ
る
二
六
年
八
月
ま
で
の
一
九
カ
月
聞
に
は
四
万
台
に
も
達
し
た
。
以
後
パ
ッ
カ
ー
ド
は
一
方
で
は
こ
の
六
気
筒
車
の
量
産

を
通
じ
て
高
級
車
市
場
に
お
け
る
地
位
確
立
を
は
か
る
と
と
も
に
、
他
方
で
ス
テ
ー
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
品
質
を
維
持
す
る

〈

お

）

と
の
理
由
か
ら
超
高
級
事
八
気
筒
エ
イ
ト
の
生
産
は
ほ
ぼ
月
産
五

O
O台
に
限
定
す
る
戦
略
を
と
っ
た
。
す
で
に
パ
ッ
カ
ー
ド
の
超

高
級
車
は
一
九

O
九
年
に
ホ
ワ
イ
ト
・
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
以
来
そ
の
就
任
バ
レ
l
ド
に
は
・
欠
か
せ
な
い
乗
用
車
と
な
っ

〈
崎
山
）

エ
ジ
プ
ト
な
ど
の
各
王
室
・
政
府
で
も
公
用
車
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
右
の
戦
略

て
い
た
し
、
ま
た
西
欧
や
日
本
、

131 

は
「
富
と
成
功
の
象
徴
」
と
し
て
の
超
高
級
車
の
ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
を
守
り
つ
つ
、
そ
れ
を
一
ラ
ン
ク
下
の
普
及
型
高
級
車
へ



パッカード社の生産台数内訳

Sixes Twin 
iii~t~~ iY;~~s 計Sixes 

1920 1,042 5,194 6,236 

21 6,374 1,310 7,684 

22 13,433 1,944 15,377 

23 15,900 303 2,695 18,898 

24 9,507 20 5,572 15,099 

25 26,557 5,470 32,027 

26 29,262 5,129 34,391 

27 27,882 4,558 32,440 

28 8,318 38,393 46,711 

29 1,359 41,333 10,845 53,537 

〈台〉
¥[-1表

も
投
影
さ
せ
て
消
費
者
を
ひ
き
つ
け
よ
う
と
の
企
図
を
秘
め
て
い
た
。
さ
ら

132 

に
こ
の
戦
略
を
強
化
す
る
た
め
、
二
八
年
八
月
に
は
六
気
筒
寧
を
八
気
筒
車

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
エ
イ
ト
へ
を
転
換
し
て
製
品
の
レ
ベ
ル
・
ア
ッ
プ
を
は
か

っ
た
。
六
気
筒
車
が
す
で
に
一
、

0
0
0ド
ル
以
下
の
車
種
に
普
及
心
て
い

た
事
実
を
考
慮
す
れ
ば
、
も
は
や
高
級
車
市
場
で
は
六
気
筒
車
が
存
在
す
る

余
地
は
な
い
と
い
う
パ
ッ
カ
ー
ド
の
説
明
も
首
肯
し
う
る
が
、

お
そ
ら
く
こ

の
転
換
の
最
大
の
原
因
は
二
七
年
三
月
に

G
M
の
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
部
門
が
ピ

ュ
イ
ッ
ク
と
キ
ャ
デ
ィ
ラ
ッ
ク
と
の
聞
に
ラ
・
サ

1
ル
を
発
表
し
た
こ
と
に

帰
さ
れ
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ラ
・
サ
l
ル
は
パ
ッ
カ
ー
ド
の
六
気
筒
車

と
ほ
ぼ
同
程
度
の
価
格
（
二
、
三
五

O
J三、

0
0
0ド
ル
）
の
八
気
筒
車
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
キ
ャ
デ
ィ
ラ
ッ
ク
の
．
フ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
と
あ
い
ま

FT℃， oρ. cit., p. 749. 

っ
て
二
七
年
に
は
一
万
六
、

0
0
0台
余
の
販
売
高
を
記
録
し
た
。
そ
れ
ゆ

え
パ
ッ
カ
ー
ド
も
八
気
筒
車
へ
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
・
エ
イ
ト
（
モ
デ
ル
側
、
間
）
は
馬
力
’に
お
い
て
も
重
量
に
お

い
て
も
、
そ
し
て
当
初
は
価
格
も
シ
ッ
ク
ス
を
や
や
上
回
っ
た
が
、
ラ
・
サ

l
ル
の
価
格
引
下
げ
に
も
促
進
さ
れ
、
二
九
年
三
月
に
は
ほ
ぼ
シ
ッ
ク
ス
の

〔資料〕

水
準
へ
と
低
下
し
た
。
当
時
の
好
況
を
背
景
に
こ
の
エ
ュ
l
・
モ
デ
ル
は
二

八
年
八
月
か
ら
二
九
年
八
月
ま
で
の
一
年
余
に
従
来
の
シ
ッ
ク
ス
・
シ
リ

i



1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積的

主要中・高価格車の新規園内登録台数

1 9 2 9年 υ

値梅 1 9 2 5 1 9 2 6 1 9 2 7 1 9 2 8 1 9 2 9 
< ~· "' ) 

Buick 1260～2070 170, 728 232. 594 232. 428 196. 287 172, 30/l 

La Salle 2385～3995 －－． ．．． 11. 258 18. 830 20. 290 

Cadi II・c 3ZS5～5145 19, 4・5 25, 027 18. 461 18. 189 14. 953 

Chry・2er 1065, 2975 68, 739 129, s1i; 154. 234 171, 514 97, 706 

Huda。a 1095. 1850 85. 839 68, 931 58, 674 48, 365 62. 712 

L i。c。ln 4800 6, 808 7, 711 6, 460 6,039 6. 14 5 

Nash 885 • 1480 73. 384 116. 780 119, 079 115. 172 105, 113 

Packard 2‘35・5735 23. 948 29, 589 31, 335 42. 961 44, 634 

Pier置・Arr。w 2775 s. 231 s. 682 s. 836 5, 736 8. 422 

lte。 1395・1595 13. 700 10. 255 19. 394 21. 379 17, 320 

Studcb温ker 1375, 2350 107. 732 93. 482 日6.09 84. 545 82. 839 

（台）
N-2表

Buick, La Salle, Cadillac以外は，いずれも 4～5人のりクローズド率の最低価格。

2つ以上のシリ ーズをもつものについてはその最低と最高クラスの価格をとった。
伊U)Chryslerは， Chrysler 65 （セダン） 1,065ドル， Chrysler75 （ローヤルセダ

ン） 1,535ドル，Imperial80 （セダン） 2,975ドルの 3つのシリーズからなる。

2) Marquetteを含む。

〔資料〕 fil-9表と同じ。

ズ
を
上
回
る
四
万
三
、

0
0
0台
の
生
産
を
達
成
し

た
。
か
く
て
パ
ッ
カ
ー
ド
社
の
シ
ェ
ア
拡
張
戦
略
は
ほ

ぼ
成
功
を
収
め
、
二

0
年
代
末
に
至
る
ま
で
同
社
は
高

級
車
市
場
に
お
い
て
キ
ャ
デ
ィ
ラ
ッ
ク
や
リ
ン
カ
ー
ン

を
上
回
る
強
固
な
地
位
を
確
保
し
え
た
の
で
あ
っ
た

（

N
l
2表
）。

こ
の
よ
う
な
成
果
を
支
え
た
の
は
、

ま
ず
生
産
能
力

の
さ
ら
な
る
拡
張
と
効
率
化
に
あ
っ
た
。
高
級
車
メ
l

カ
ー
と
し
て
当
社
は
従
来
か
ら
高
い
部
品
内
製
力
を
誇

っ
た
が
、
す
で
に
二

0
年
代
央
に
メ
イ
ン
・
プ
ラ
ン
ト

で
あ
る
デ
ト
ロ
イ
ト
工
場
は
「
世
界
で
最
も
近
代
的
な

自
動
車
工
場
」
と
自
讃
し
う
る
ま
で
に
成
長
し
て
い

常
一
一
五
J
二
七
年
の
三
年
間
に
は
合
計
二
、

O
六
二

万
ド
ル
、
年
平
均
六
九
O
万
ド
ル
と
一
六

t
二
四
年
の

平
均
約
四

O
O万
ド
ル
を
大
き
く
上
回
る
設
備
投
資
が

実
施
さ
れ
た
。
さ
ら
に
二
七
J
二
九
年
に
も
投
資
は
高

水
準
に
維
持
さ
れ
純
固
定
資
産
価
額
も
こ
の
間
約
三

O
133 

%
増
加
し
た
が
〈
N
l
3表
〉
、
こ
れ
は
当
時
の
中
堅



ザ
何
回

'¥[-3表 パッカード社の蓄積指標
〈千ドル）

売上高 税引後 配当 内部 剰余金 運転
純資固有形定産

株式発行

台数 ｜金額
総資産

優先株｜普通株｜純利益 支払 留保 勘定 資本

1920 6,236 59,895 6,395 2,511 3,765 20,758 62,808 27,675 15,862 15,224 11,885 27,109 

21 7,684 30,823 （一）987 1,346 （一）4,83415,924 58,760 32,360 15,444 14,790 11,885 26,675 

22 15,377 37,988 2,115 l, 035 （一）1,08117,004 56,308 30,150 15, 116 14,790 11. 885 26,675 

23 18,898 55,670 7,082 3,975 3,556 8,676 54,937 27,178 21, 62i 14,676 23,770 38,446 

24 15,099 46,004 4,805 3,992 812 9,488 51,538 27,774 19,799 11,704 23,770 35,474 

25 32,027 60,476 12, 191 5,433 5,682 15,170 50,061 20,671 19,359 23,770 23,770 

26 34,391 77.364 15,844 8,302 7,541 16,438 58,632 23,756 22,943 30,043 30,043 

27 32,440 72,327 11. 979 7,195 4,518 20,986 61,045 22,179 27,472 30,043 30,043 

28 46,711 95,582 22.603 12,443 9,442 ヨ0,429 75,177 26,975 30,814 30,043 30,043 

29 53,537 108,961 25,938 山 34i（ー）川3419,095 80,027 29,728 36,390 50,000 50,000 

1) 支店への投資 (192主年で約590万ドル）を統合．

［資料〕 FTC, op. cit., p. 742. Mood,ア’s,vario世sissues. 



企
業
の
中
で
は
最
高
の
増
加
率
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
同
期
間
に
は
工
場
床
面
積
の
合
計
は
六
五
万
平
方
フ
ィ
ー
ト
、
約
二
O

%
増
加
し
、
な
か
で
も
二
九
年
に
は
七
O
万
ド
ル
の
ス
タ
ン
ピ
ン
グ
施
設
や
六
五
万
ド
ル
の
航
空
機
・
船
舶
用
エ
ン
ジ
ン
施
設
が
建

設
さ
九
時
。
設
備
投
資
に
加
え
て
、
パ
ッ
カ
ー
ド
は
か
な
り
の
資
金
を
流
通
過
程
へ
も
投
下
し
た
。
そ
れ
は
高
級
車
販
売
の
促
進
の

た
め
に
は
他
の
車
種
に
も
ま
し
て
優
秀
な
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
パ
ッ
カ

1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積伺

ー
ド
は
彼
ら
に
対
す
る
資
金
援
助
を
通
じ
て
大
量
の
代
替
部
品
の
常
備
と
無
料
修
理
を
実
施
さ
せ
る
一
方
、
ま
た
自
社
の
支
店
販
売

網
に
他
企
業
よ
り
は
る
か
に
依
存
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
高
級
車
メ
ー
カ
ー
の
特
殊
性
に
基
づ
く
か
な
り
の
資
金
需
要
の
た
め
パ
ッ
カ
ー
ド
は
初
期
か
ら
資
本
市
場
で
資
金
を

調
達
し
て
い
た
が
、
二

0
年
代
に
は
一
転
し
て
内
部
資
金
へ
の
傾
斜
を
強
め
た
。
普
通
株
発
行
残
高
は
二
三
、
二
六
年
に
や
や
増
加

し
て
は
い
る
が
、
こ
れ
は
株
式
配
当
に
由
来
し
、

ま
た
二
九
年
に
お
け
る
急
増
は
剰
余
金
の
資
本
金
繰
入
れ
に
基
づ
い
た
。
む
し
ろ

逆
に
二

0
年
代
央
ま
で
に
優
先
株
は
全
額
償
還
さ
れ
、
二
三
年
に
は
社
債
も
皆
済
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
純
利
益
の
五
J
六
O
%
を
配

当
に
支
払
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
さ
一

0
年
代
末
に
至
る
ま
で
運
転
資
本
も
剰
余
金
｜
｜
二
九
年
の
減
少
は
既
述
の
資
本
金
組

入
れ
に
よ
る
ー
ー
も
増
加
を
続
け
た
。
こ
れ
は
主
と
し
て
高
級
車
生
産
に
由
来
す
る
高
利
潤
率
の
獲
得
に
基
づ
い
た
。

．と
り
わ
け
二

0
年
代
央
以
降
に
は
生
産
設
備
の
効
率
化
や
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
の
発
揮
に
よ
っ
て
生
産
性
は
向
上
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
価
格

引
下
げ
幅
は
業
界
平
均
を
か
な
り
下
回
り
、
ま
た
下
取
り
価
格
維
持
の
た
め
ア
ニ
ュ
ア
ル
・
モ
デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
も
回
避
し
て
、
関

連
コ
ス
ト
の
増
大
を
防
い
だ
。
か
く
て
パ
ッ
カ
ー
ド
は
二

0
年
代
後
半
に
お
い
て
も
平
均
し
て
一
台
あ
た
り
三
五

0
ド
ル
以
上
の

「
手
づ
く
り
の
時
代
と
同
様
」
の
高
利
潤
率
を
確
保
し
え
た
の
で
あ
る
。

ハ
剖
〉
以
上
、
・
当
社
の
製
品
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
吋

E
Z
E
a
H
F
開・

7
F町
宮
え
匂
陣
。
、
旬
、

Hug－
3
・g
t
N
H・
お
よ
び
〉
毛
市
・

ロ
仏
友
に
よ
る
。
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〈お〉帆守弘、・・

2
u・Ha‘
ωa
・

〈Mmv

・3
n
r
a旬
、
、
。
ミ
S
F
E＝－
s
u
N
署・

8
1
2・

（
幻
u
j
『
ロ
『
ロ
』
三
国
丹
、
。
、
．
門
戸
・
唱
－
M
叶
・
な
お
の
ち
に
、
司
吋
の
守
、
．
町民同・・司・叶
m
H
々
は
パ
ッ
カ
ー
ド
の
デ
ト
ロ
イ
ト
工
場
が
鋳
鍛
造
設
備
、

熱
処
理
工
場
か
ら
ボ
デ
ィ
製
造
、
部
品
の
犠
械
加
工
・
組
立
に
ま
で
至
る
近
代
的
統
合
工
場
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
フ
レ
ー
ム
、

皮
革
製
品
、
ホ
イ
ー
ル
、
タ
イ
ヤ
な
ど
は
外
注
に
依
存
し
た
が
、
ご
く
少
数
の
カ
ス
タ
ム
・
ボ
デ
ィ
を
除
く
ボ
デ
ィ
製
品
、
エ
リ
4

ジ
ン
、
ト
ラ

ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
リ
ア
・
ア
ク
ス
ル
な
ど
多
く
の
シ
ャ
シ
l
・パ

I
ツ
は
内
製
し
て
い
た
。
こ
の
叙
述
は
三

0
年
代
後
半
に
お
け
る
デ
ト
ロ

イ
ト
工
場
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
大
枠
は
す
で
に
こ
の
時
期
ま
で
に
ほ
ぼ
完
成
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ハ
却
）
以
上
、
』
向
。
。
丸
、
．
h
H
U
岡崎・

8

・
h
－N
－

F
r・
呂
、
唱
・
8
H
U
F
A
R
－
M
ω
・
司
－
g
o
n
g
N由
・
後
者
に
よ
れ
ば
二
九
年
初
頭
に
至
る
六
年
間

に
当
社
の
設
備
投
資
額
は
約
四
、

0
0
0万
ド
ル
に
及
ん
だ
と
い
う
。

（

mm
〉同可。ミ史浩司唱。、．町民同－
w

唱司－

s
t
g－
に
よ
る
。

〈
叩
〉
当
社
が
ア
ニ
ュ
ア
ル
・
モ
デ
ル
・
チ
畠

γ
ジ
を
実
施
す
る
の
は
一
九
三
五
年
以
降
で
あ
っ
た
。
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む
す
び
に
か
え
て

以
上
で
検
討
し
た
二

0
年
代
に
お
け
る
自
動
車
企
業
の
蓄
積
動
向
を
要
約
し
、
そ
の
帰
結
で
あ
る
独
占
体
制
の
確
立
な
ら
び
に
本

恐
慌
へ
と
至
る
過
程
を
展
望
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
稿
の
む
す
び
に
か
え
た
い
。

二
0
年
代
と
り
わ
け
，そ
の
後
半
に
自
動
車
産
業
に
お
け
る
巨
大
企
業
の
地
位
は
一
般
に
上
昇
し
た
。
ま
ず
G
M
は
二

0
年
代
前
半

の
ス
ロ

l
ン
に
よ
る
一
連
の
合
理
化
策
を
経
て
企
業
体
質
を
飛
躍
的
に
強
化
し
、
同
年
代
央
以
降
に
は
フ
ル
・
ラ
イ
ン
の
整
備
と
生

産
能
力
の
鉱
張
を
通
じ
て
フ
ォ
ー
ド
を
し
の
ぐ
優
位
す
ら
確
立
し
た
。
フ
’ォ
l
ド
も
ま
た
A
型
車
へ
の
転
換
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
代

替
市
場
の
到
来
に
対
応
す
る
生
産
力
の
再
編
成
を
ほ
ぼ
完
了
し
、
最
後
に
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
も
活
発
な
製
品
革
新
と
金
融
界
と
の
密
接

な
関
連
を
背
景
に
巨
大
企
業
に
仲
間
入
り
し
う
る
可
能
性
を
潜
在
的
に
は
獲
得
し
た
。
こ
う
し
て
以
上
の
三
社
は
積
極
的
な
投
資
行



動
を
通
じ
て
最
低
価
格
車
の
量
産
あ
る
い
は
フ
ル
・
ラ
イ
ン
の
維
持
そ
し
て
市
場
拡
張
の
著
し
い
商
業
車
の
量
産
を
可
能
に
す
る
大

規
模
な
部
品
製
造
・
最
終
組
立
工
場
を
整
備
・
確
立
し
、
ま
た
と
く
に
前
二
者
は
大
規
模
な
海
外
事
業
を
も
展
開
し
た
の
で
あ
っ

た
。
反
面
、
彼
ら
の
拡
張
と
フ
ル
・
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
中
級
車
生
産
の
強
化
は
二

0
年
代
後
半
の
中
堅
企
業
の
成
長
テ
ン
ポ
を
そ
の

一
部

前
半
に
比
べ
著
L
く
鈍
化
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
後
者
も
ま
た
な
お
全
体
と
し
て
か
な
り
の
シ
ェ
ア
を
維
持
し
、

の
企
業
は
き
わ
め
て
高
水
準
の
利
潤
率
さ
え
確
保
し
た
。
そ
の
主
た
る
原
因
は
二

0
年
代
後
半
に
中
級
車
需
要
が
高
水
準
で
安
定
す

1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積的

る
な
か
で
彼
ら
が
効
率
的
か
つ
か
な
り
の
能
力
を
誇
る
生
産
設
備
を
前
提
に
そ
の
生
産
へ
と
特
化
し
た
こ
と
に
帰
さ
れ
う
る
。
乗
用

車
の
よ
う
な
耐
久
消
費
財
に
対
す
る
需
要
は
顧
客
の
所
得
や
生
活
空
間
な
ど
の
相
違
に
基
づ
い
て
一
般
に
あ
る
程
度
の
普
及
と
と
も

に
多
様
化
す
る
か
ら
、
こ
れ
に
対
応
し
て
乗
用
車
市
場
も
ま
た
成
熟
す
る
に
つ
れ
必
ず
多
層
化
へ
と
む
か
う
傾
向
を
有
す
る
。
フ

ル
・
ラ
イ
ン
に
象
徴
さ
れ
る
ご
と
く
数
百
ド
ル
の
大
衆
車
か
ら
数
千
ド
ル
の
高
級
事
ま
で
が
順
次
階
層
を
な
し
て
存
在
す
る
の
が
代

替
市
場
の
い
わ
ば
常
態
で
あ
り
、
そ
の
中
で
中
級
車
が
最
低
価
格
車
に
匹
敵
す
る
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
、
し
か
も
こ
の
ク
ラ
ス
で
中
堅

企
業
が
ま
ず
ま
ず
の
シ
ェ
ア
を
確
保
し
え
た
時
期
に
は
彼
ら
の
存
立
の
余
地
は
な
お
必
ず
し
も
小
さ
く
は
な
か
っ
た
。
そ
の
う
え
中

級
車
生
産
へ
の
特
化
は
そ
れ
自
身
一
台
あ
た
り
の
高
利
益
を
保
障
し
、
設
備
投
資
も
相
対
的
に
怯
節
約
し
え
た
。
中
堅
企
業
の
生
産

施
設
は
一
地
域
へ
組
立
・
部
品
製
造
を
集
中
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
も
の
で
あ
り
規
模
の
上
で
は
巨
大
企
業
に
は
劣
っ
た
も
の
の
、
そ

れ
ゆ
え
に
こ
そ
場
合
に
よ
っ
て
は
後
者
を
上
回
る
生
産
効
率
を
も
誇
り
え
た
。
か
く
て
中
堅
企
業
は
ニ

0
年
代
末
に
至
る
ま
で
全
般

的
に
か
な
り
高
水
準
の
利
潤
率
を
獲
得
し
た
が
、
そ
れ
が
ま
た
最
低
価
格
帯
へ
の
彼
ら
の
参
入
を
消
極
化
さ
せ
る
原
因
を
も
な
し

た
。
こ
の
た
め
大
恐
慌
の
到
来
に
よ
っ
て
中
級
車
需
要
が
激
減
し
て
、
最
低
価
格
率
の
シ
ェ
ア
が
著
し
く
高
ま
っ
た
時
に
は
彼
ら
は

重
大
な
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
以
上
を
約
言
す
れ
ば
、
二

0
年
代
後
半
は
こ
の
産
業
に
お
け
る
最
終
的
な
独

137 

占
体
制
｜
｜
い
わ
ゆ
る
ビ
ッ
グ
・
ス
リ
l
体
制
が
確
立
す
る
過
渡
期
に
あ
っ
た
。
同
年
代
央
を
境
に
自
動
車
生
産
は
有
力
企
業
七
J



八
社
へ
と
ほ
ぼ
集
中
さ
れ
、
ま
た
そ
こ
で
は
市
場
の
成
熟
に
も
対
応
し
て
以
前
と
は
異
な
る
競
争
形
態
が
普
及
し
た
。
さ
ら
に
は
図
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抜
け
た
生
産
力
的
優
位
を
誇
る
「
ビ
ッ
グ
・
ス
リ
l
」
も
確
か
に
存
在
し
た
。
し
か
し
、
他
方
で
こ
の
時
期
に
は
そ
の
一
翼
を
な
す

べ
き
フ
ォ
ー
ド
社
は
代
替
市
場
へ
の
対
応
を
は
か
つ
て
生
産
転
換
の
最
中
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
ク
ラ
イ
ス
ラ
l
社
も
な
お
マ

l
ケ
ツ

ト
・
シ
ェ
ア
お
よ
び
そ
の
内
実
さ
ら
に
は
生
産
力
の
点
で
フ
才

l
ド、

G
M
に
等
し
い
優
位
を
確
保
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ

た
。
な
に
よ
り
も
二

0
年
代
末
に
は
「
、
氷
遠
の
繁
栄
」
と
フ
ォ
ー
ド
の
生
産
転
換
を
主
た
る
契
機
に
市
場
は
大
き
く
鉱
張
し
、
寡
占

間
競
争
の
激
化
と
も
あ
い
ま
っ
て
価
格
も
全
般
的
に
低
下
傾
向
を
た
ど
っ
た
。
こ
う
し
て
ビ
ッ
グ
・
ス
リ
ー
は
そ
の
生
産
力
的
格
差

の
わ
り
に
は
な
お
有
効
な
市
場
規
制
力
を
発
揮
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
蓄
積
動
向
を
反
映
し
て
、
生
産
増
加
率
の
鈍
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
二

0
年
代
後
半
に
は
設
備
投
資
は
か
な
り
高
い
水
準
を

維
持
し
た
。
ク
ロ
ー
ズ
ド
車
の
普
及
に
と
も
な
う
所
要
設
備
の
増
大
や
モ
デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
の
採
用
に
加
え
、
二

0
年
代
末
に
は
市

場
拡
張
に
も
促
さ
れ
通
常
の
機
械
・
設
備
へ
の
投
資
も
増
加
し
た
。
二
九
年
に
は
合
計
一
億
八
、
六

O
O万
ド
ル
、
〉
ロ
吉
田
O
吾、叩

宮内田

g
E
g
に
よ
る
新
建
設
価
額
は
二
九
年
第
I
・
四
半
期
を
ピ

l
ク
に
約
九
、

0
0
0万
ド
ル
と
い
う
こ

O
年
以
来
の
水
準
に
達

し
た
。
こ
れ
を
通
じ
て
、
二

0
年
代
後
半
に
は
自
動
車
産
業
の
生
産
性
は
大
幅
に
上
昇
し
た
。
む
ろ
ん
設
備
稼
動
率
の
い
か
ん
に
よ

っ
て
こ
れ
は
大
き
く
左
右
さ
れ
る
か
ら
実
態
が
ど
こ
ま
で
正
確
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
ほ
ぼ
い

ず
れ
の
資
料
に
よ
っ
て
も
二
五
J
二
九
年
の
聞
に
は
必
要
労
働
量
が
三

O
Z余
り
低
下
し
、
こ
と
に
二

0
年
代
末
に
は
そ
れ
が
著
し

か
っ
た
ハ
V
l
1表
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
時
期
の
雇
用
、
賃
金
支
払
額
の
上
昇
は
生
産
価
額
の
の
び
を
い
ず
れ
も
か
な
り
下
回
り
、
後

者
の
一
一
・
四
%
に
対
し
前
者
は
そ
れ
ぞ
れ
五
、
二
・
七
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
「
自
動
車
製
造
業
」
の
み
に
お
い
て
は
こ

の
格
差
は
ヨ
リ
小
さ
く
、
二
五
J
二
九
年
に
生
産
価
額
は
二
ハ
・
四
%
増
加
し
た
が
、
賃
金
労
働
者
数
は
一
一
・
四
%
、
賃
金
支
払
額

は
七
・
四
%
増
加
し
た
。
そ
れ
で
も
二
九
年
の
水
準
は
二
三
年
の
ピ
l
ク
に
は
達
し
な
か
っ
た
の
で
は
あ
っ
た
が
J
V
l
2
表）。



1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積伺

生産・生産性指標

産出 雇用り 雇単用位ありたり 賃金労働働時者 総単位働あたり TNEC 
の総労

労時間 単要位労あたり

賃労働金者IA口弘削

間 必 ｛動盆
高り 推定A推定B(1926=100) 

1899 o.os 0.50 1,000 

1904 0.25 2.7 2.7 1,080 1,070 

1909 1.8 17 17 939 956 21 l, 160 

1914 8.5 28 29 334 346 31 367 

1919 28 77 80 272 283 

1921 25 48 50 194 46 185 138.1 

1923 63 90 91 144 100 92 158 146 112. 5 

1925 72 95 96 132 101 96 141 134 105.8 

1927 63 83 84 131 133 84 82 134 130 98.9 

1929 100 100 100 100 100 100 100 100 100 78.5 

(1929=100) 
V-1表

1) 完成車およびシャシーのみ．

〔資料〕 Fabricant, S, Emρ•loyment in Manufacturing 1899～1939, 1942, p. 325. 
TNEC, Monograph. No. 22, p. 259. 

a

し
か
し
生
産
性
が
顕
著
に
上
昇
す
る
一
方
で
利
潤
率
は
二

0
年

代
後
半
に
は
顕
著
に
低
下
し
た
。
こ
の
推
計
に
も
か
な
り
の
困
難

が
と
も
な
う
が
、
自
動
車
会
社
三
二
社
を
対
象
と
し
た
調
査
に
よ

る
と
売
上
高
、
自
己
資
本
利
益
率
は
二
二
年
を
ピ
l
ク
に
、

ま
た

二
五
年
に
反
騰
し
て
以
後
二
八
年
ま
で
い
ず
れ
も
か
な
り
の
低
下

を
示
し
た
〈
E
1
3表
〉
。
そ
の
原
因
は
ま
．
す
第
一
に
中
堅
企
業
に

典
型
的
に
一
部
さ
れ
た
よ
う
に
二

0
年
代
央
以
降
の
市
場
拡
張
の
鈍

化
を
背
景
と
す
る
競
争
激
化
の
中
で
価
格
引
上
げ
が
不
可
能
に
も

か
か
わ
ら
ず
設
備
拡
張
や
モ
デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
の
実
施
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
事
実
に
求
め
う
る
。
だ
が
第
二
に
こ
の
利
潤
率
の
低
下

は
フ
ォ
ー
ド
の
減
益
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
フ
ォ
ー
ド

は
二
六
年
以
降
純
利
益
を
低
下
さ
せ
二
七
J
二
八
年
に
は
赤
字
決

算
に
陥
っ
た
が
、
こ
れ
を
除
く
他
の
企
業
、
と
り
わ
け
G
M
は

八
年
ま
で
は
む
し
ろ
利
潤
率
を
回
復
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
本

稿
で
と
り
あ
げ
た
有
力
企
業
八
社
の
う
ち
フ
ォ
ー
ド
を
除
く
七
社

の
売
上
高
、
自
己
資
本
利
益
率
は
二
七
J
二
八
年
ま
で
は
む
し
ろ

上
昇
傾
向
を
辿
っ
た
の
で
あ
る
（
V
｜

3
表
〉
。
だ
が
二
九
年
に
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は
逆
に
フ
ォ
ー
ド
と
パ
ッ
カ
ー
ド
を
除
く
六
社
の
利
潤
率
は
大
幅



V-2表自動車産業の成長
〈千ドル〉

｜生産僻｜叩値2) 露受話｜雲払議｜吋ヂ者
1919 3,080,074 1,139,395 

21 2,079,404 758,377 

23 4,176,440 1,464,870 

25 4,721,403 1,750,489 

27 3,999,869 1,469,136 

29 5,260,723 2,002,226 

自動車製造業のみ
1919 2,387,903 809,252 

21・ 1. 671,387 564,325 

23 3,163,328 1,015,865 

25 3,198,123 1,089,931 

27 2,848,443 959,017 

29 3,722,793 l, 321,282 

1）’1929年は工場出荷価額，他は生産価額

2) 「生産価額」ー「原材料購入費J

1,940,679 491,121 343, 115 

1,321,027 318,753 212,777 

2,711,571 659,877 404,886 

2,970,913 713,931 426,110 

2,530,733 612,955 369,399 

3,258,497 733,083 447,448 

1,578,652 312,166 210,559 

1,107,062 211,974 143,658 

2,147,463 406,730 241,356 

2,108,192 341,210 197,728 

1,889,426 321,664 187,910 

2,401,512 366,579 226,116 

〔資料〕 U. S. Dept. of c。mmerce,Bi-annial Census of Manufacturers, 1931. pp. 

1039, 1042より作成．

V-3表 主 要8大会社の利益率

売上高d自己資本

純利益 売上高り ．自己資本 利益率 利益率

（%〕 （%） 

1925 324,518 2,358,049 1,483,586 13.3 21. 9 

26 332,299 2,546,074 1. 717, 118 13.0 19.4 

27 317,416 2,457,282 1,837,981 12.9 17.3 

28 331,498 3,075,827 1,925,607 10.8 17,2 

29 439,292 3,738,631 2. 116,631 11.8 20.8 

1) 1925～26についてはウイリ λ ・オーヴTランド社を除く．
〔資料〕 Moodys van・ousissue，より作成．

フ7社ォードを除く

売利上益率高 ｜｜利自己益資本率

15.1 24.9 

15.2 26.3 

16.7 30.1 

16,1 30.6 

13.5 24.5 
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ハ
6
V

に
低
下
し
た
。
お
そ
ら
く
そ
の
原
因
は
ま
ず
、
年
央
ま
で
例
年
を
は
る
か
に
上
回
る
増
産
を
続
け
て
き
た
各
社
が
需
要
の
か
な
り
の

減
少
に
対
応
し
て
一
斉
に
厳
し
い
生
産
制
限
を
実
施
し
た
た
め
、
売
上
高
の
低
下
に
比
し
て
固
定
費
等
の
経
費
が
大
幅
に
上
昇
し
た

こ
と
に
帰
さ
れ
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
一
－一
八
年
末
か
ら
二
九
年
に
か
け
て
は
多
く
の
企
業
が
大
規
模
な
設
備
拡
張
を

し
か
も
年
初
に
は
例
年
を
は
る
か
に
上
回
る
ニ
ュ

l
・
モ
デ
ル
を
発
表
し
た
こ
と
は
減
価
償
却
費
な
ど
諸
費
用
の
大
幅
な

上
昇
に
つ
な
が
っ
た
。
た
と
え
ば
G
M
は
二
八
年
末
に
は
ニ
ュ

l
・
モ
デ
ル
六
気
筒
シ
ボ
レ
！
の
開
発
・
生
産
の
た
め
に
一
ニ
、
。
。

実
施
し
、

1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積的

O
万
ド
ル
を
投
じ
た
が
、
こ
の
費
用
は
二
九
年
度
で
償
却
さ
れ
た
た
め
こ
の
年
の
純
利
益
を
圧
迫
す
る
原
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
の

〈

7
〉

‘

で
あ
る
。
最
後
に
完
成
車
メ
ー
カ
ー
で
は
二
九
年
に
生
産
増
に
と
も
な
っ
て
か
な
り
の
雇
用
・
賃
金
支
払
額
の
増
加
が
生
じ
た
こ
と

も
あ
る
程
度
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
事
実
、

G
M
の
従
業
員
数
は
二
九
年
に
は
前
年
を
一
五
%
上
回
る
一
主
了
三
万

人
と
史
上
最
高
の
ピ
l
ク
と
な
っ
た
し
、
総
賃
金
支
払
額
も
前
年
比
七
%
増
の
三
億
九
、

0
0
0万
ド
ル
と
こ
れ
ま
た
従
来
の
新
記

録
へ
と
達

L
た。

純
利
益
が
低
下
す
る
一
方
、
生
産
・
投
資
活
動
の
昂
揚
さ
ら
に
は
配
当
支
払
の
増
加
な
ど
に
よ
打
－
－
九
年
に
は
企
業
の
流
動
性
も

や
や
低
下
し
た
。

G
M
を
筆
頭
に
各
社
は
二
九
年
に
は
剰
余
金
、
運
転
資
本
の
低
下
に
み
ま
わ
れ
た
。
な
か
で
も
配
当
支
払
の
増
大

は
著
し
く
、
二
八
年
に
は
す
で
に
自
動
車
産
業
全
体
で
純
利
益
の
八
二
%
余
が
配
当
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
た
日
、
二
九
年
に
は
有

力
企
業
の
配
当
率
は
ほ
ぼ
軒
並
み
前
年
の
水
準
を
上
回
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
有
力
企
業
は
金
融
パ
ニ
ッ

ク
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
自
動
車
企
業
が
当
時
の
多
く
の
ア
メ
リ
カ
の
大
企
業
に
も
ま
し
て
設
備
投
資
資
金
は
も
と
よ
り
、

短
期
資
金
を
も
貨
幣
・
資
本
市
場
に
依
存
す
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
事
実
に
よ
る
。
も
っ
と
も
巨
大
企
業
で
は
外
部
資
金
へ
の
依
存

は
相
対
的
に
は
強
く
、
こ
と
に
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
な
ど
買
収
に
よ
っ
て
成
長
を
と
げ
た
企
業
で
は
こ
の
色
彩
は
強
か
っ
た
。
内
部
金
融

を
可
能
に
し
た
要
因
と
し
て
生
産
性
上
昇
に
と
も
な
う
高
利
潤
の
獲
得
の
ほ
か
に
、
自
動
車
産
業
一
般
に
共
通
す
る
つ
ぎ
の
二
つ
の
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特
質
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
第
一
一
は
、
完
成
車
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
へ
の
販
売
は
当
時
に
お
い
て
も
現
金
決
済
が
一
般
的
で

あ
っ
た
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
完
成
事
メ
ー
カ
ー
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
対
す
る
出
荷
、
荷
送
り
状
の
送
付
と
と
も
に
一
覧
払
手
形
を

発
行
し
、
こ
れ
を
関
連
金
融
会
社
に
割
引
い
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
直
ち
に
現
金
を
取
得
し
え
た
。

142 

一
方
、
金
融
会
社
は
こ
の
資

金
を
銀
行
借
入
を
は
じ
め
大
量
の
外
部
資
金
の
調
達
に
よ
っ
て
ま
か
な
っ
た
か
ら
、
完
成
事
メ
ー
カ
ー
の
内
部
金
融
は
金
融
会
社
に

。よ
る
外
部
資
金
の
導
入
に
よ
っ
て
可
能
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
自
動
車
企
業
と
他
の
有
力
製
造
業
企
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
・
シ
ー
ト
を

比
較
し
た
あ
る
研
究
に
よ
る
と
、
自
己
金
融
お
よ
び
流
動
資
産
比
率
は
向
者
の
聞
に
大
差
は
な
か
っ
た
が
、
前
者
の
売
掛
債
権
の
比

率
は
後
者
に
比
べ
著
し
く
小
さ
く
、
他
方
、
現
金
・
有
価
証
券
の
比
率
は
著
し
く
高
か
っ
た
。
第
二
に
、
自
動
車
企
業
は
巨
大
な
設

備
拡
張
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
組
立
産
業
と
し
て
の
特
質
か
ら
大
量
の
部
品
を
な
お
外
注
に
依
存
し
た
た
め
、
設
備
価
額
の
売
上
高

に
対
す
る
比
重
は
相
対
的
に
は
小
さ
か
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
自
動
車
企
業
は
外
部
の
部
品
会
社
等
に
対
す
る
投
資
が
比
較
的
大

き
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
投
資
額
を
大
幅
に
上
回
る
生
産
能
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
え
た
。
い
ず
れ
も
固
定
設
備
へ
の
投
資
を
同
程
度

の
売
上
高
を
も
っ
他
業
種
企
業
に
比
べ
て
大
幅
に
節
約
し
う
る
原
因
と
な
っ
た
。
以
上
の
現
金
決
済
、
部
品
外
注
、
子
会
社
投
資
に

よ
る
固
定
投
資
の
節
約
と
い
う
創
成
期
以
来
の
自
動
車
産
業
の
特
質
が
こ
の
産
業
に
お
け
る
高
利
潤
率
と
高
流
動
性
、
内
部
金
融
を

可
能
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
二
九
年
後
半
か
ら
本
格
化
し
た
景
気
後
退
は
や
が
て
大
恐
慌
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
が
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
ま
ず
二

0

年
代
後
半
の
新
投
資
は
著
し
い
過
剰
能
力
と
な
っ
て
発
現
し
た
。
生
産
能
力
の
推
計
に
は
な
お
大
き
な
議
論
の
余
地
は
あ
る
が
、
ニ

0
年
代
後
半
に
そ
れ
が
著
し
く
増
加
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
最
も
著
名
な

Z
O
Rお
の
研
究
に
よ
れ
ば
「
理
論
上
の
生
産
能
力
」

は
二
五
年
の
五
三

O
万
台
余
か
ら
二
八
J
二
九
年
に
は
八
四

O
万
台
へ
、
「
実
際
上
の
生
産
能
力
」
も
四
四

O
万
台
か
ら
七

O
O万

台
へ
と
い
ず
れ
も
六

O
Zほ
ど
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
最
近
の
富
市
同
日
み

n
Z
O
H
m
g
の
推
計
は
生
産
能
力
を
か
な
り
小



1920年代を中心とするアメリカ自動車企業の資本蓄積伺

（四半期） I I[ m N -e- 計

自動 車 製造 13, 007(41) 7,050(20) 7, 399(33) 3, 214(11) 30, 670 (105) 

部 品 7, 454(63) 4,400(43) 4, 243(66) 3,851(52) 19,948(224) 

アクセサリー 6,012(71) 3,000(42) 3, 527(93) 1, 050(14) 13,589(220) 

タ イ ヤ 12, 250(23) 4, 891( 8) 5,384(14) 2, 500( 2) 25,025( 47) 

計 138, 123 119, 341 120. 553 I川 15 89,232(596) 
(198) (113) (206） ー（79) 

1929年の新規建設価額および件数
（千ドル，カッコ内は件敏〉

V-4表

幅
に
評
価
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
二
五
J
二
九
年
に
は
三

O
O万
台
か
ら
四
五

O
万
台
へ
と

増
加
し
た
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
が
ヨ
リ
実
態
に
近
い
か
は
必
ず
し
も
直
ち
に
は
断
定
し
え
な

い
が
、
後
者
の
研
究
で
は
二
九
年
第

I
J
E
・
四
半
期
に
は
設
備
稼
動
率
が
一

O
O
%を
も
上

回
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
活
発
な
投
資
行
動
の
根
拠
を
考
え
る
う
え
で
は
こ
ち

ら
の
方
が
説
得
的
で
あ
る
（
前
掲
、

Eー

3
表、

E
｜

2
図
）
。
そ
れ
ゆ
え
従
来
の
よ
う
に
自
動

車
産
業
が
す
で
に
二

0
年
代
央
か
ら
か
な
り
の
過
剰
能
力
を
か
か
え
て
い
た
と
す
る
通
説
に
は

全
面
的
に
は
賛
成
し
え
な
い
が
、
そ
れ
で
も
二
九
年
に
は
需
要
の
急
激
な
低
下
と
と
も
に
莫
大

な
過
剰
能
力
が
発
現
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
れ
は
、
一
一
一
一
一
一
年
ま
で
あ
る
程
度
の
増
減
を
繰

り
返
し
つ
つ
需
要
が
長
期
に
わ
た
っ
て
減
少
を
続
け
る
中
で
、
自
動
車
企
業
の
採
算
を
さ
ら
に

悪
化
さ
せ
、
す
で
に
生
じ
て
い
た
流
動
性
の
低
下
を
も
さ
ら
に
促
進
し
て
彼
ら
の
金
融
的
困
難

A. T., Feb. 15, 1930, p. 254. 

を
著
し
く
高
め
た
有
力
な
原
因
を
な
し
た
の
で
あ
る
。

ハ
1
〉
以
上
の
ニ

0
年
代
後
半
を
中
心
と
す
る
中
堅
企
業
の
蓄
積
動
向
は
巨
大
企
業
に
比
べ
は
る
か
に

成
熟
化
の
度
合
が
高
か
っ
た
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
第
二
次
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
巨
大
企
業
の
蓄
積

動
向
を
暗
示
す
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
獲
得
さ
れ
た
か
な
り
の
高
利
潤
は
大
規
模
な
設

備
鉱
張
や
低
価
格
革
の
関
発
へ
投
入
さ
れ
る
よ
り
は
む
し
ろ
高
配
当
や
高
流
動
性
の
維
持
、
株
価
の

上
昇
へ
と
む
け
ら
れ
た
。
す
で
に
資
本
市
岨
明
か
ら
の
資
金
調
達
の
可
能
性
は
開
か
れ
、
し
か
も
そ
れ

を
利
用
す
る
こ
と
が
必
ず
し
も
不
可
能
と
も
思
わ
れ
な
か
っ
た
こ

0
年
代
末
に
も
株
式
や
社
債
の
発

行
は
ご
く
稀
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
最
近
の
流
行
に
従
え
ば
「
経
営
の
短
期
的
意
思
決
定
」

の
ひ
と
つ
の
あ
ら
わ
れ
と
い
い
う
る
。

ハ
2
〉
中
堅
企
業
の
没
落
に
つ
い
て
は
、
岡
本
的
一
一
一
一
頁
を
参
照
。
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〔資料〕



賃金労働者数・賃金支払額り

〈千ドJレ〉

1920 244,700 490,160 

21 186,000 299,099 

22 253,104 395,708 

23 318,098 579,003 

24 329,563 547,216 

25 361. 442 649,669 

26 375,281 657,725 

27 324,665 585,824 

28 402,138 712,568 

29 427.459 775,479 

l) アメリカの完成車メーカーのみ．

バーツ．アタセサリー，ボディは含まず

［資料〕 Auto., Facts & Figures, 1931. 
P.84. 

ハ
3
〉

。そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
右
の

V
1
4衰
を
参
照
。
こ
の
ほ
か
、
サ

ー
ピ
ス
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
パ
ー
キ
ン
グ
・
ガ
レ
ー
ジ
の
新
建
設
は
ニ

九
年
に
は
合
計
二
、

O
七
八
件
、
一
億
四
、
一
三
九
万
ド
ル
に
達
し
た

ハ忌弘、．）。

ハ
4
）
た
だ
し
、
完
成
車
メ
ー
カ
ー
に
お
け
る
雇
用
お
よ
び
賃
金
支
払
額

の
推
移
に
つ
い
て
与
ミ
。
迫
。
守
凡
な
』
勺
RHM
除
、
民
同
E
・2
に
よ
れ
ば
上

の
と
お
り
。
い
ず
れ
も
こ
九
年
に
は
こ

0
年
代
央
を
二
O
W
A
近
く
上
回

っ
て
い
る
が
、
他
の
資
料
で
は
こ
の
点
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
で
注

と
し
て
か
か
げ
て
お
く
。

（5
〉
こ
の
た
め
業
界
誌
で
あ
る
み
ミ
。
ョ
ミ
吉
町
？
を
え
ミ
ご
は
一
九

二
七
年
初
頭
に
は
価
格
引
上
げ
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
た

C
・。．

0
0
E『2
9
2
0
R
8
E
ロ
問
。
o
Eロ
毛
田
正
司

g
r
富
民
間

F
g
g
N斗
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V-5表

－
『

ar－－－
h
・L

戸、宮白『－
H

P

S

N

寸喝司・品
N
由・）。

（6
）
パ
ッ
カ
ー
ド
社
の
高
利
益
は
、
同
社
の
会
計
年
度
が
八
月
一
一
一
一
日
ま
で
の
一
年
間
で
あ
る
こ
と
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。

ハ
7
〉
拙
稿
①
一
七
四
頁
。

〈

8
〉
の
冨
‘
み
辺
、
刊
誌
Q
N

河内、。

E
H匂
M
U
－

F

ハ
9
〉
開
司
朗
門
司
5
・
H
E出
Nhh町、．
R
h
h
u、。」品
H
M
3
H
F内
q
・hF－司－
M
S－

ハ
刊
）
』
・
。
・。。ロユ
F
P
R
F
E
F
切
O

ロO
君
主
の
曲
司
F
Z－
C
混同－

S
〉
E
Z
S
2
2帽
の
0
5唱曲ロ広田之、

h
－h
－〉問
Y
H
品
、
思
N
∞・司唱－

m
コl
m吋由・

お
よ
び
の
・
宮
・、E
O
B唱曲
O
P
2
・
曲一－－

F
E
a
R
h
F
R
H
h叫

H
g
a号
、
。
、
与
ミ
S
E室
内
ミ
S
R
h
a
h
Eミ
誌
の
。
喜
吉
ミ

E
S
8・
ま
た

何
回
話

Z
E
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
八
年
に
自
動
車
産
業
の
売
上
高
利
益
率
は
製
造
業
中
第
三
三
位
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
投
資
利
益
率
ハ
自

己
資
本
と
借
入
金
の
合
計
に
対
す
る
純
利
益
）
で
は
全
体
の
第
六
位
で
あ
っ
た
合
、
．
町
民F
－
3
・H
N
N
J
H
N
3
。（

一
九
八
三
、

本
小
論
は
一
九
八
二
年
度
社
研
個
人
研
究
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

一五〉




